
(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】優れた黒色調と高濃度の印刷が可能となり、かつ、画像堅牢性に優れた、インク
ジェット用黒インク組成物、それを含有してなるインクセット並びにそれらを用いたイン
クジェット記録方法を提供すること。
【解決手段】水溶媒における吸収スペクトルの極大波長が５５０～７００ nmである水溶性
染料を少なくとも２種含有するインク組成物であって、該水溶性染料の少なくとも１種が
特定構造を有するジスアゾ化合物及びその塩、または少なくとも１つのヒドロキシル基で
置換されたナフタレン環と３つ以上のアゾ基を有する化合物からなる群から選ばれること
を特徴とするインク組成物。前記インク組成物を少なくとも１種含むインクセット。前記
インク組成物を記録媒体上に付与して記録することを特徴とする記録方法。前記インクセ
ットを記録装置に装填し、記録装置から記録媒体上にインクを付与して記録する記録方法
。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル の 極 大 波 長 が ５ ５ ０ ～ ７ ０ ０ nmで あ る 水 溶 性 染 料 を 少 な
く と も ２ 種 含 有 す る イ ン ク 組 成 物 で あ っ て 、 該 水 溶 性 染 料 の 少 な く と も １ 種 が 一 般 式 （ Ｌ
－ １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 、 ま た は 少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ
た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を 有 す る 化 合 物 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る こ と を 特 徴 と
す る イ ン ク 組 成 物 。
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　

　 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 、 Ａ 、 Ｂ は 、 各 々 独 立 に 、 置 換 さ れ て い て も よ い 芳 香 族 基 ま た は 置
換 さ れ て い て も よ い ヘ テ ロ 環 基 を 表 す （ Ａ は 一 価 の 基 で あ り 、 Ｂ は 二 価 の 基 で あ る ） 。
　 Ｔ 1 お よ び Ｔ 2 は 、 各 々 ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － お よ び － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す か 、 あ る い は い ず れ か 一
方 が 窒 素 原 子 、 他 方 が ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － ま た は － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す 。
　 Ｖ 1  、 Ｒ ４ ３ お よ び Ｒ ４ ４ は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア
ル ケ ニ ル 基 、 ア ル キ ニ ル 基 、 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 シ ア ノ 基 、 カ ル ボ
キ シ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ヘ
テ ロ 環 オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア シ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基
、 ヘ テ ロ 環 オ キ シ 基 、 シ リ ル オ キ シ 基 、 ア シ ル オ キ シ 基 、 カ ル バ モ イ ル オ キ シ 基 、 ア ル コ
キ シ カ ル ボ ニ ル オ キ シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル オ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 、 ア シ ル ア ミ ノ
基 、 ウ レ イ ド 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル オ
キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、
ヘ テ ロ 環 ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ニ ト ロ 基 、 ア ル キ ル チ オ 基 、 ア リ ー ル チ オ 基 、 ヘ テ ロ 環 チ
オ 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ヘ テ ロ 環 ス ル ホ ニ ル 基 、 ア ル キ ル
ス ル フ ィ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル フ ィ ニ ル 基 、 ヘ テ ロ 環 ス ル フ ィ ニ ル 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基
、 ま た は ス ル ホ 基 を 表 し 、 各 基 は 更 に 置 換 さ れ て い て も 良 い 。 Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ 、 Ｒ ４ ３ 及
び Ｒ ４ ４ は 各 々 独 立 に 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル ケ ニ ル 基 、 ア ル キ ニ ル 基 、 ア ラ ル キ
ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ア シ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ
ル ボ ニ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ス ル フ ァ
モ イ ル 基 を 表 し 、 各 基 は 更 に 置 換 基 を 有 し て い て も 良 い 。 但 し 、 Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ が 同 時 に
水 素 原 子 で あ る こ と は な い 。 ま た 、 Ｒ ４ ３ と Ｒ ４ １ 、 あ る い は Ｒ ４ １ と Ｒ ４ ２ が 結 合 し て
５ 乃 至 ６ 員 環 を 形 成 し て も 良 い 。 た だ し 、 一 般 式 （ Ｌ － １ ） は 少 な く と も ひ と つ の イ オ ン
性 親 水 性 基 を 含 む 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 、 下 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） で 表 さ れ る 化 合 物 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。
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【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） 中 、 Ｘ は 、 Ｎ 原 子 ま た は ＝ Ｃ Ｗ １ － を 表 す 。 Ｗ 1 は 、 ハ メ ッ ト の 置 換
基 定 数 σ ｐ 値 が ０ ． ２ ０ 以 上 の 電 子 吸 引 性 基 を 表 す 。 Ａ 、 Ｖ １ 、 Ｔ １ ， Ｔ ２ 、 Ｒ ４ １ 及 び
Ｒ ４ ２ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ａ 、 Ｖ １ 、 Ｔ １ ， Ｔ ２ 、 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で
あ る 。
　 Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｖ 1  と 同 義 で あ る 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 、 下 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） で 表 さ れ る 化 合 物 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 、 Ｖ １ 、 Ｗ 、 Ｘ 、 Ｔ １ ， Ｔ ２ 、 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ は 、 前 記 一 般 式 （
Ｌ － ２ ） 中 の Ｖ １ 、 Ｗ 、 Ｘ 、 Ｔ １ ， Ｔ ２ 、 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、
Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 、 一 価 の 基 を 表 す 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と 、 下 記 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と
を 互 い に 構 造 の 異 な る 少 な く と も １ 種 ず つ 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず
れ か に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。
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【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 中 、 Ｒ ４ ３ は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ３ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ ４

は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ４ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ ５ 、 Ｒ ４ ６ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ
－ １ ） 中 の Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ）
中 の Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。
　 Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｖ 1  と 同 義 で あ る 。 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、
Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 一 価 の 基 を 表 す 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と 、 下 記 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と
を 互 い に 構 造 の 異 な る 少 な く と も １ 種 ず つ 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず
れ か に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） 中 、 Ｒ ４ ３ は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ３ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ ４

は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ４ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ ５ 、 Ｒ ４ ６ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ
－ １ ） 中 の Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ）
中 の Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。 　 Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｖ 1  と 同 義 で あ
る 。 Ｗ １ １ は 、 ハ メ ッ ト の 置 換 基 定 数 σ ｐ 値 が ０ ． ２ ０ 以 上 の 電 子 吸 引 性 基 を 表 す 。 Ｘ １

、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 一 価 の 基 を 表 す 。
【 請 求 項 ６ 】
　 少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を 有 す
る 化 合 物 が 有 す る ア ゾ 基 の 数 が ５ つ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か
に 記 載 の イ ン ク 組 成 物
【 請 求 項 ７ 】
　 少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を 有 す
る 化 合 物 が 、 ス ル ホ 基 を １ つ 以 上 、 カ ル ボ キ シ ル 基 を １ つ 以 上 、 ま た は ス ル ホ 基 を １ つ 以
上 か つ カ ル ボ キ シ ル 基 を １ つ 以 上 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記
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載 の イ ン ク 組 成 物 。
【 請 求 項 ８ 】
　 少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を 有 す
る 化 合 物 が 一 般 式 （ Ｌ － ６ ） 、 （ Ｌ － ６ ａ ） 、 （ Ｌ － ７ ） 及 び （ Ｌ － ８ ） で 表 さ れ る 化 合
物 及 び そ の 塩 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず
れ か に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。  
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 一 般 式 （ Ｌ － ６ ） 中 、 Ｒ 1 1 及 び Ｒ 1 2 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 シ
ア ノ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ス ル ホ 基 、 ア ル キ ル 基 若 し く は フ ェ ニ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い
ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 リ ン 酸 基 、 ニ ト ロ 基 、 ア シ ル 基 、 ウ レ イ ド 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 若 し く
は 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ
シ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 、 ス ル ホ 基 若 し く は カ ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て も
良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 ま た は ア シ ル ア ミ ノ 基 で あ り 、 Ｅ は フ ェ ニ ル 基 ま た は ナ
フ チ ル 基 を 示 し 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 シ ア ノ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ス ル ホ 基 、 ア ル キ ル 基 若 し
く は フ ェ ニ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 リ ン 酸 基 、 ニ ト ロ 基 、 ア シ ル 基 、
ウ レ イ ド 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 若 し く は 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭
素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 、 ス ル ホ 基 若 し
く は カ ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 ま た は ア シ ル ア ミ ノ
基 に よ っ て 置 換 さ れ て い て も 良 い 。 ｎ 1 は ０ 又 は １ で あ る 。
一 般 式 （ Ｌ － ６ ａ ） ：
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　

　 一 般 式 （ Ｌ － ６ ａ ） 中 、 Ａ は 下 記 式 （ Ｌ － ６ ａ － １ ） を 表 し 、 Ａ の 置 換 位 置 は ア ゾ 基 に
対 し て ｍ － 位 又 は ｐ － 位 で あ り 、 Ｒ １ 及 び Ｒ ２ は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 水 素 原 子 ； ハ ロ ゲ ン
原 子 ； シ ア ノ 基 ； カ ル ボ キ シ ル 基 ； ス ル ホ 基 ； ス ル フ ァ モ イ ル 基 ； Ｎ － ア ル キ ル ア ミ ノ ス
ル ホ ニ ル 基 ； Ｎ － フ ェ ニ ル ア ミ ノ ス ル ホ ニ ル 基 ； ホ ス ホ 基 ； ニ ト ロ 基 ； ア シ ル 基 ； ウ レ イ
ド 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 若 し く は 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １
～ ４ の ア ル キ ル 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 、 ス ル ホ 基 若 し く は カ
ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ
シ 基 、 ス ル ホ 基 若 し く は カ ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い ア シ ル ア ミ ノ 基 を 表 し 、 Ｒ ３
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及 び Ｒ ４ は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 水 素 原 子 ； ハ ロ ゲ ン 原 子 ； シ ア ノ 基 ； カ ル ボ キ シ ル 基 ； ス
ル ホ 基 ； ニ ト ロ 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ
キ シ 基 若 し く は ス ル ホ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 を 表 し 、 ｎ は ０
又 は １ で あ る 。
一 般 式 （ Ｌ － ６ ａ － １ ）
【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　

　 式 （ Ｌ － ６ ａ － １ ） 中 、 Ｒ ５ は シ ア ノ 基 ； カ ル ボ キ シ ル 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基
； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 ま た は フ ェ ニ ル 基 を 表 し 、 Ｒ ６ 、 Ｒ ７ 及 び Ｒ ８

は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 水 素 原 子 ； ハ ロ ゲ ン 原 子 ； シ ア ノ 基 ； カ ル ボ キ シ ル 基 ； ス ル ホ 基 ；
ニ ト ロ 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 若
し く は ス ル ホ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 炭 素
数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 若 し く は ス ル ホ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い ア シ ル ア ミ ノ 基 を 表 す 。
【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　

　 一 般 式 （ Ｌ － ７ ） 中 、 Ｇ 及 び Ｊ は そ れ ぞ れ 独 立 に 置 換 さ れ て い て も 良 い フ ェ ニ ル 基 、 ナ
フ チ ル 基 、 ア ゾ 基 に 炭 素 原 子 で 結 合 す る ５ 員 又 は ６ 員 の 芳 香 族 へ テ ロ 環 基 を 表 し 、 各 々 の
成 分 に は そ れ ぞ れ 少 な く と も １ つ 以 上 の カ ル ボ キ シ ル 基 又 は ス ル ホ 基 を 含 む 。 Ｘ 、 Ｙ の 一
方 は ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 他 方 は ア ミ ノ 基 で あ り 、 ｌ 2 、 ｍ 2 及 び ｎ 2 は １ 又 は ２ を 表 す 。
【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　

　 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ８ ） 中 、 Ｒ 2 1 は 置 換 基 を 有 す る フ ェ ニ ル 基 ま た は 置 換 基 を 有 す る ナ フ
チ ル 基 を 表 し 、 Ｒ 2 ２ は 置 換 基 を 有 す る フ ェ ニ レ ン 基 ま た は 置 換 基 を 有 す る ナ フ チ レ ン 基
を 表 し 、 Ｒ 2 3 は 少 な く と も １ つ の 二 重 結 合 及 び 置 換 基 を 有 す る ５ ～ ７ 員 環 の ヘ テ ロ 環 基 を
表 す 。 さ ら に 前 記 Ｒ 2 1 ～ Ｒ 2 3 に お け る 前 記 置 換 基 は 独 立 し て 、 Ｏ Ｈ 、 Ｓ Ｏ ３ Ｈ 、 Ｐ Ｏ ３ Ｈ

２ 、 Ｃ Ｏ ２ Ｈ 、 Ｎ Ｏ ２ 、 Ｎ Ｈ ２ 、 炭 素 数 1～ ４ の ア ル キ ル 基 、 置 換 基 を 有 す る 炭 素 数 1～ ４
の ア ル キ ル 基 、 炭 素 数 1～ ４ の ア ル コ キ シ 基 、 置 換 基 を 有 す る 炭 素 数 1～ ４ の ア ル コ キ シ 基
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、 ア ミ ノ 基 、 置 換 基 を 有 す る ア ミ ノ 基 、 及 び 置 換 基 を 有 す る フ ェ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選
ば れ る 。
【 請 求 項 ９ 】
　 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル の 極 大 波 長 が ５ ５ ０ ～ ７ ０ ０ nmで あ る 水 溶 性 染 料 を 少 な
く と も ２ 種 含 有 す る イ ン ク 組 成 物 で あ っ て 、 前 記 水 溶 性 染 料 と し て 請 求 項 １ 記 載 の 一 般 式
（ Ｌ － １ ） 、 請 求 項 ２ 記 載 の 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） 、 請 求 項 ３ 記 載 の 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 、 請 求
項 ４ 記 載 の 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 、 ま た は 請 求 項 ５ 記 載 の 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） で 表 さ れ る 化 合 物
の 少 な く と も １ 種 と 、 請 求 項 ８ 記 載 の 一 般 式 （ Ｌ － ６ ） 、 （ Ｌ － ６ ａ ） 、 （ Ｌ － ７ ） ま た
は （ Ｌ － ８ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の 少 な く と も １ 種 と を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る イ ン ク 組
成 物 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ８ ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 一 般 式 （ Ｌ － ９ ） で 表 さ れ る 化 合 物 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。
【 化 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 一 般 式 （ Ｌ － ９ ） 中 、 Ｒ 3 1 ～ Ｒ 3 9 は 独 立 し て 、 Ｈ 、 Ｏ Ｈ 、 Ｓ Ｏ ３ Ｈ 、 Ｐ Ｏ ３ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｏ

２ Ｈ 、 Ｎ Ｏ ２ 、 及 び Ｎ Ｈ ２ か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 基 を 表 す 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル の 極 大 波 長 が ４ ０ ０ ｎ ｍ ～ ５ ２ ０ ｎ ｍ で あ る 水 溶 性 染 料
を 少 な く と も １ 種 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の イ ン ク 組
成 物 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル の 極 大 波 長 が ４ ０ ０ ｎ ｍ ～ ５ ２ ０ ｎ ｍ で あ る 前 記 水 溶 性
染 料 を ０ ． １ ～ ４ 質 量 ％ 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 を 少 な く と も １ 種 含 む こ と を 特 徴 と す
る イ ン ク セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 を 記 録 媒 体 上 に 付 与 し て 記 録 す る こ と
を 特 徴 と す る 記 録 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の イ ン ク セ ッ ト を 記 録 装 置 に 装 填 し 、 記 録 装 置 か ら 記 録 媒 体 上 に イ ン
ク を 付 与 し て 記 録 す る こ と を 特 徴 と す る 記 録 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト ノ ズ ル よ り イ ン ク 組 成 物 を 記 録 媒 体 上 に 吐 出 さ せ て 記 録 す る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 １ ４ ま た は １ ５ に 記 載 の 記 録 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 イ ン ク 組 成 物 、 イ ン ク セ ッ ト 、 記 録 方 法 に 関 し 、 特 に 高 堅 牢 で 高 濃 度 の 画 像
を 形 成 す る こ と が で き る イ ン ク 組 成 物 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 コ ン ピ ュ ー タ ー の 普 及 に 伴 い 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ が オ フ ィ ス だ け で な く 家
庭 で 紙 、 フ ィ ル ム 、 布 等 に 印 字 す る た め に 広 く 利 用 さ れ て い る 。
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 方 法 に は 、 ピ エ ゾ 素 子 に よ り 圧 力 を 加 え て 液 滴 を 吐 出 さ せ る 方 式 、
熱 に よ り イ ン ク 中 に 気 泡 を 発 生 さ せ て 液 滴 を 吐 出 さ せ る 方 式 、 超 音 波 を 用 い た 方 式 、 あ る
い は 静 電 力 に よ り 液 滴 を 吸 引 吐 出 さ せ る 方 式 が あ る 。 こ れ ら の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 用 イ ン
ク 組 成 物 と し て は 、 水 性 イ ン ク 、 油 性 イ ン ク 、 あ る い は 固 体 （ 溶 融 型 ） イ ン ク が 用 い ら れ
る 。 こ れ ら の イ ン ク の う ち 、 製 造 、 取 り 扱 い 性 ・ 臭 気 ・ 安 全 性 等 の 点 か ら 水 性 イ ン ク が 主
流 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 用 イ ン ク に 用 い ら れ る 着 色 剤 に 対 し て は 、 溶 剤 に 対 す る 溶
解 性 が 高 い こ と 、 高 濃 度 記 録 が 可 能 で あ る こ と 、 色 相 が 良 好 で あ る こ と 、 光 、 熱 、 空 気 、
水 や 薬 品 に 対 す る 堅 牢 性 に 優 れ て い る こ と 、 受 像 材 料 に 対 し て 定 着 性 が 良 く 滲 み に く い こ
と 、 イ ン ク と し て の 保 存 性 に 優 れ て い る こ と 、 毒 性 が な い こ と 、 純 度 が 高 い こ と 、 さ ら に
は 、 安 価 に 入 手 で き る こ と が 要 求 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 要 求 を 高 い レ ベ ル
で 満 た す 着 色 剤 を 捜 し 求 め る こ と は 、 極 め て 難 し い 。
　 既 に イ ン ク ジ ェ ッ ト 用 と し て 様 々 な 染 料 や 顔 料 が 提 案 さ れ 、 実 際 に 使 用 さ れ て い る が 、
未 だ に 全 て の 要 求 を 満 足 す る 着 色 剤 は 、 発 見 さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。 カ ラ ー イ ン デ
ッ ク ス （ Ｃ ． Ｉ ． ） 番 号 が 付 与 さ れ て い る よ う な 、 従 来 か ら よ く 知 ら れ て い る 染 料 や 顔 料
で は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 用 イ ン ク に 要 求 さ れ る 色 相 と 堅 牢 性 と を 両 立 さ せ る こ と は 難 し
い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 近 年 、 黒 イ ン ク 用 の 染 料 と し て ト リ ス ア ゾ 色 素 や テ ト ラ キ ス ア ゾ 色 素 が 検 討 さ れ て お り
、 特 許 文 献 １ ～ ４ な ど が 提 案 さ れ て い る が 、 特 に ガ ス 、 光 に 対 す る 堅 牢 性 に つ い て 、 市 場
の 要 求 を 十 分 に 満 足 す る ま で に は 至 っ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 発 明 者 ら は 、 こ れ ま で 、 良 好 な 色 相 を 有 し 堅 牢 な 染 料 に つ い て 検 討 を 進 め 、 イ ン ク ジ ェ
ッ ト 用 染 料 と し て 優 れ た も の の 開 発 を 進 め て き た 。 こ の 中 で 我 々 は 、 特 許 文 献 ５ に 記 載 さ
れ て い る よ う に 、 画 像 の 堅 牢 性 を 向 上 さ せ る た め に は 会 合 性 の 高 い 染 料 を 使 用 す る こ と が
有 効 で あ る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 会 合 性 の 染 料 を 使 用 し た 場 合 、 高 濃 度 部 で ブ ロ ン ズ （ 異 常 光 沢 ） が 起 こ
り や す い 事 や 、 会 合 性 で な い 染 料 と 比 較 し て 画 像 濃 度 が 低 く な る 事 な ど の 問 題 が あ る こ と
が わ か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ２ ０ ２ １ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ８ ５ ３ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ２ ７ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 国 際 出 願 公 開 Ｗ Ｏ ０ ３ /１ ０ ６ ５ ７ ２ 号 パ ン フ レ ッ ト
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ６ ２ ８ ２ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 優 れ た 黒 色 調 と 高 濃 度 の 印 刷 が 可 能 と な り 、 か つ 、
画 像 堅 牢 性 に 優 れ 、 ブ ロ ン ズ 光 沢 を 抑 制 す る 共 に に じ み の な い 、 退 色 バ ラ ン ス の 優 れ た 、
イ ン ク ジ ェ ッ ト 用 黒 イ ン ク 組 成 物 、 そ れ を 含 有 し て な る イ ン ク セ ッ ト 並 び に そ れ ら を 用 い
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た イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ １ ） 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル の 極 大 波 長 が ５ ５ ０ ～ ７ ０ ０ nmで あ る 水 溶 性 染 料 を
少 な く と も ２ 種 含 有 す る イ ン ク 組 成 物 で あ っ て 、 該 水 溶 性 染 料 の 少 な く と も １ 種 が 一 般 式
（ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 、 ま た は 少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換
さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を 有 す る 化 合 物 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る こ と を 特
徴 と す る イ ン ク 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 、 Ａ 、 Ｂ は 、 各 々 独 立 に 、 置 換 さ れ て い て も よ い 芳 香 族 基 ま た は 置
換 さ れ て い て も よ い ヘ テ ロ 環 基 を 表 す （ Ａ は 一 価 の 基 で あ り 、 Ｂ は 二 価 の 基 で あ る ） 。
　 Ｔ 1 お よ び Ｔ 2 は 、 各 々 ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － お よ び － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す か 、 あ る い は い ず れ か 一
方 が 窒 素 原 子 、 他 方 が ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － ま た は － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す 。
　 Ｖ 1  、 Ｒ ４ ３ お よ び Ｒ ４ ４ は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア
ル ケ ニ ル 基 、 ア ル キ ニ ル 基 、 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 シ ア ノ 基 、 カ ル ボ
キ シ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ヘ
テ ロ 環 オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア シ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基
、 ヘ テ ロ 環 オ キ シ 基 、 シ リ ル オ キ シ 基 、 ア シ ル オ キ シ 基 、 カ ル バ モ イ ル オ キ シ 基 、 ア ル コ
キ シ カ ル ボ ニ ル オ キ シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル オ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 、 ア シ ル ア ミ ノ
基 、 ウ レ イ ド 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル オ
キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、
ヘ テ ロ 環 ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ニ ト ロ 基 、 ア ル キ ル チ オ 基 、 ア リ ー ル チ オ 基 、 ヘ テ ロ 環 チ
オ 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ヘ テ ロ 環 ス ル ホ ニ ル 基 、 ア ル キ ル
ス ル フ ィ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル フ ィ ニ ル 基 、 ヘ テ ロ 環 ス ル フ ィ ニ ル 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基
、 ま た は ス ル ホ 基 を 表 し 、 各 基 は 更 に 置 換 さ れ て い て も 良 い 。 Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ 、 Ｒ ４ ３ 及
び Ｒ ４ ４ は 各 々 独 立 に 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル ケ ニ ル 基 、 ア ル キ ニ ル 基 、 ア ラ ル キ
ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ア シ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ
ル ボ ニ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ス ル フ ァ
モ イ ル 基 を 表 し 、 各 基 は 更 に 置 換 基 を 有 し て い て も 良 い 。 但 し 、 Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ が 同 時 に
水 素 原 子 で あ る こ と は な い 。 ま た 、 Ｒ ４ ３ と Ｒ ４ １ 、 あ る い は Ｒ ４ １ と Ｒ ４ ２ が 結 合 し て
５ 乃 至 ６ 員 環 を 形 成 し て も 良 い 。 た だ し 、 一 般 式 （ Ｌ － １ ） は 少 な く と も ひ と つ の イ オ ン
性 親 水 性 基 を 含 む 。
（ ２ ） 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 、 下 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） で 表 さ れ る 化 合
物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ ） に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） 中 、 Ｘ は 、 Ｎ 原 子 ま た は ＝ Ｃ Ｗ １ － を 表 す 。 Ｗ 1 は 、 ハ メ ッ ト の 置 換
基 定 数 σ ｐ 値 が ０ ． ２ ０ 以 上 の 電 子 吸 引 性 基 を 表 す 。 Ａ 、 Ｖ １ 、 Ｔ １ ， Ｔ ２ 、 Ｒ ４ １ 及 び
Ｒ ４ ２ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ａ 、 Ｖ １ 、 Ｔ １ ， Ｔ ２ 、 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で
あ る 。 　 Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｖ 1  と 同 義 で あ る 。
（ ３ ） 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 、 下 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） で 表 さ れ る 化 合
物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 、 Ｖ １ 、 Ｗ 、 Ｘ 、 Ｔ １ ， Ｔ ２ 、 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ は 、 前 記 一 般 式 （
Ｌ － ２ ） 中 の Ｖ １ 、 Ｗ 、 Ｘ 、 Ｔ １ ， Ｔ ２ 、 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、
Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 、 一 価 の 基 を 表 す 。
（ ４ ） 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と 、 下 記 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） で 表 さ れ る 化 合
物 と を 互 い に 構 造 の 異 な る 少 な く と も １ 種 ず つ 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ ） ～ （
３ ） の い ず れ か に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 中 、 Ｒ ４ ３ は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ３ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ ４

は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ４ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ ５ 、 Ｒ ４ ６ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ
－ １ ） 中 の Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ）
中 の Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。
　 Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｖ 1  と 同 義 で あ る 。 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、
Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 一 価 の 基 を 表 す 。
（ ５ ） 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と 、 下 記 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） で 表 さ れ る 化 合
物 と を 互 い に 構 造 の 異 な る 少 な く と も １ 種 ず つ 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ ） ～ （
３ ） の い ず れ か に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） 中 、 Ｒ ４ ３ は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ３ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ ４

は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ４ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ ５ 、 Ｒ ４ ６ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ
－ １ ） 中 の Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ）
中 の Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。 　 Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｖ 1  と 同 義 で あ
る 。 Ｗ １ １ は 、 ハ メ ッ ト の 置 換 基 定 数 σ ｐ 値 が ０ ． ２ ０ 以 上 の 電 子 吸 引 性 基 を 表 す 。 Ｘ １

、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 一 価 の 基 を 表 す 。
（ ６ ） 少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を
有 す る 化 合 物 が 有 す る ア ゾ 基 の 数 が ５ つ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ ） ～ （ ５ ）
の い ず れ か に 記 載 の イ ン ク 組 成 物
（ ７ ） 少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を
有 す る 化 合 物 が 、 ス ル ホ 基 を １ つ 以 上 、 カ ル ボ キ シ ル 基 を １ つ 以 上 、 ま た は ス ル ホ 基 を １
つ 以 上 か つ カ ル ボ キ シ ル 基 を １ つ 以 上 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ ） ～ （ ６ ） の い
ず れ か に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。
（ ８ ） 少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を
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有 す る 化 合 物 が 一 般 式 （ Ｌ － ６ ） 、 （ Ｌ － ６ ａ ） 、 （ Ｌ － ７ ） 及 び （ Ｌ － ８ ） で 表 さ れ る
化 合 物 及 び そ の 塩 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ ） ～ （
７ ） の い ず れ か に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。  
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ６ ） 中 、 Ｒ 1 1 及 び Ｒ 1 2 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 シ
ア ノ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ス ル ホ 基 、 ア ル キ ル 基 若 し く は フ ェ ニ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い
ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 リ ン 酸 基 、 ニ ト ロ 基 、 ア シ ル 基 、 ウ レ イ ド 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 若 し く
は 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ
シ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 、 ス ル ホ 基 若 し く は カ ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て も
良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 ま た は ア シ ル ア ミ ノ 基 で あ り 、 Ｅ は フ ェ ニ ル 基 ま た は ナ
フ チ ル 基 を 示 し 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 シ ア ノ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ス ル ホ 基 、 ア ル キ ル 基 若 し
く は フ ェ ニ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 リ ン 酸 基 、 ニ ト ロ 基 、 ア シ ル 基 、
ウ レ イ ド 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 若 し く は 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭
素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 、 ス ル ホ 基 若 し
く は カ ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 ま た は ア シ ル ア ミ ノ
基 に よ っ て 置 換 さ れ て い て も 良 い 。 ｎ 1 は ０ 又 は １ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
一 般 式 （ Ｌ － ６ ａ ） ：
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ６ ａ ） 中 、 Ａ は 下 記 式 （ Ｌ － ６ ａ － １ ） を 表 し 、 Ａ の 置 換 位 置 は ア ゾ 基 に
対 し て ｍ － 位 又 は ｐ － 位 で あ り 、 Ｒ １ 及 び Ｒ ２ は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 水 素 原 子 ； ハ ロ ゲ ン
原 子 ； シ ア ノ 基 ； カ ル ボ キ シ ル 基 ； ス ル ホ 基 ； ス ル フ ァ モ イ ル 基 ； Ｎ － ア ル キ ル ア ミ ノ ス
ル ホ ニ ル 基 ； Ｎ － フ ェ ニ ル ア ミ ノ ス ル ホ ニ ル 基 ； ホ ス ホ 基 ； ニ ト ロ 基 ； ア シ ル 基 ； ウ レ イ
ド 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 若 し く は 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １
～ ４ の ア ル キ ル 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 、 ス ル ホ 基 若 し く は カ
ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ
シ 基 、 ス ル ホ 基 若 し く は カ ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い ア シ ル ア ミ ノ 基 を 表 し 、 Ｒ ３

及 び Ｒ ４ は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 水 素 原 子 ； ハ ロ ゲ ン 原 子 ； シ ア ノ 基 ； カ ル ボ キ シ ル 基 ； ス
ル ホ 基 ； ニ ト ロ 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ
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キ シ 基 若 し く は ス ル ホ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 を 表 し 、 ｎ は ０
又 は １ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
一 般 式 （ Ｌ － ６ ａ － １ ）
【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 式 （ Ｌ － ６ ａ － １ ） 中 、 Ｒ ５ は シ ア ノ 基 ； カ ル ボ キ シ ル 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基
； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 ま た は フ ェ ニ ル 基 を 表 し 、 Ｒ ６ 、 Ｒ ７ 及 び Ｒ ８

は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 水 素 原 子 ； ハ ロ ゲ ン 原 子 ； シ ア ノ 基 ； カ ル ボ キ シ ル 基 ； ス ル ホ 基 ；
ニ ト ロ 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 若
し く は ス ル ホ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 炭 素
数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 若 し く は ス ル ホ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い ア シ ル ア ミ ノ 基 を 表 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ７ ） 中 、 Ｇ 及 び Ｊ は そ れ ぞ れ 独 立 に 置 換 さ れ て い て も 良 い フ ェ ニ ル 基 、 ナ
フ チ ル 基 、 ア ゾ 基 に 炭 素 原 子 で 結 合 す る ５ 員 又 は ６ 員 の 芳 香 族 へ テ ロ 環 基 を 表 し 、 各 々 の
成 分 に は そ れ ぞ れ 少 な く と も １ つ 以 上 の カ ル ボ キ シ ル 基 又 は ス ル ホ 基 を 含 む 。 Ｘ 、 Ｙ の 一
方 は ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 他 方 は ア ミ ノ 基 で あ り 、 ｌ 2 、 ｍ 2 及 び ｎ 2 は １ 又 は ２ を 表 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ８ ） 中 、 Ｒ 2 1 は 置 換 基 を 有 す る フ ェ ニ ル 基 ま た は 置 換 基 を 有 す る ナ フ
チ ル 基 を 表 し 、 Ｒ 2 ２ は 置 換 基 を 有 す る フ ェ ニ レ ン 基 ま た は 置 換 基 を 有 す る ナ フ チ レ ン 基
を 表 し 、 Ｒ 2 3 は 少 な く と も １ つ の 二 重 結 合 及 び 置 換 基 を 有 す る ５ ～ ７ 員 環 の ヘ テ ロ 環 基 を
表 す 。 さ ら に 前 記 Ｒ 2 1 ～ Ｒ 2 3 に お け る 前 記 置 換 基 は 独 立 し て 、 Ｏ Ｈ 、 Ｓ Ｏ ３ Ｈ 、 Ｐ Ｏ ３ Ｈ

２ 、 Ｃ Ｏ ２ Ｈ 、 Ｎ Ｏ ２ 、 Ｎ Ｈ ２ 、 炭 素 数 1～ ４ の ア ル キ ル 基 、 置 換 基 を 有 す る 炭 素 数 1～ ４
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の ア ル キ ル 基 、 炭 素 数 1～ ４ の ア ル コ キ シ 基 、 置 換 基 を 有 す る 炭 素 数 1～ ４ の ア ル コ キ シ 基
、 ア ミ ノ 基 、 置 換 基 を 有 す る ア ミ ノ 基 、 及 び 置 換 基 を 有 す る フ ェ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選
ば れ る 。
（ ９ ） 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル の 極 大 波 長 が ５ ５ ０ ～ ７ ０ ０ nmで あ る 水 溶 性 染 料 を
少 な く と も ２ 種 含 有 す る イ ン ク 組 成 物 で あ っ て 、 前 記 水 溶 性 染 料 と し て 前 記 （ １ ） 記 載 の
一 般 式 （ Ｌ － １ ） 、 前 記 （ ２ ） 記 載 の 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） 、 前 記 （ ３ ） 記 載 の 一 般 式 （ Ｌ －
３ ） 、 前 記 （ ４ ） 記 載 の 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 、 ま た は 前 記 （ ５ ） 記 載 の 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） で
表 さ れ る 化 合 物 の 少 な く と も １ 種 と 、 前 記 （ ８ ） 記 載 の 一 般 式 （ Ｌ － ６ ） 、 （ Ｌ － ６ ａ ）
、 （ Ｌ － ７ ） ま た は （ Ｌ － ８ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の 少 な く と も １ 種 と を 含 有 す る こ と を 特
徴 と す る イ ン ク 組 成 物 。
（ １ ０ ） 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ８ ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 一 般 式 （ Ｌ － ９ ） で 表 さ れ る 化 合 物 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ ８ ） ま た は （ ９ ） に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 化 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ９ ） 中 、 Ｒ 3 1 ～ Ｒ 3 9 は 独 立 し て 、 Ｈ 、 Ｏ Ｈ 、 Ｓ Ｏ ３ Ｈ 、 Ｐ Ｏ ３ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｏ

２ Ｈ 、 Ｎ Ｏ ２ 、 及 び Ｎ Ｈ ２ か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 基 を 表 す 。
（ １ １ ） 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル の 極 大 波 長 が ４ ０ ０ ｎ ｍ ～ ５ ２ ０ ｎ ｍ で あ る 水 溶
性 染 料 を 少 な く と も １ 種 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ ） ～ （ １ ０ ） の い ず れ か に 記
載 の イ ン ク 組 成 物 。
（ １ ２ ） 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル の 極 大 波 長 が ４ ０ ０ ｎ ｍ ～ ５ ２ ０ ｎ ｍ で あ る 前 記
水 溶 性 染 料 を ０ ． １ ～ ４ 質 量 ％ 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １ １ ） 項 に 記 載 の イ ン ク
組 成 物 。
（ １ ３ ） 前 記 （ １ ） ～ （ １ ２ ） 項 の い ず れ か に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 を 少 な く と も １ 種 含 む
こ と を 特 徴 と す る イ ン ク セ ッ ト 。
（ １ ４ ） 前 記 （ １ ） ～ （ １ ２ ） の い ず れ か に 記 載 の イ ン ク 組 成 物 を 記 録 媒 体 上 に 付 与 し て
記 録 す る こ と を 特 徴 と す る 記 録 方 法 。
（ １ ５ ） 前 記 （ １ ２ ） に 記 載 の イ ン ク セ ッ ト を 記 録 装 置 に 装 填 し 、 記 録 装 置 か ら 記 録 媒 体
上 に イ ン ク を 付 与 し て 記 録 す る こ と を 特 徴 と す る 記 録 方 法 。
（ １ ６ ） イ ン ク ジ ェ ッ ト ノ ズ ル よ り イ ン ク 組 成 物 を 記 録 媒 体 上 に 吐 出 さ せ て 記 録 す る こ と
を 特 徴 と す る 、 前 記 （ １ ４ ） ま た は （ １ ５ ） に 記 載 の 記 録 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の イ ン ク は 、 光 及 び オ ゾ ン ガ ス な ど に 対 し て 堅 牢 で あ る た め に 、 画 像 の 経 時 で の
保 存 性 に 優 れ る と 共 に 、 高 濃 度 の 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の イ ン ク は 耐 候 性 に 優 れ 、 か つ 色 相 の 安 定 性 に 優 れ た 高 濃 度 の 画 像 を 提 供
す る こ と が で き る 。
　 更 に 、 本 発 明 の イ ン ク は ブ ロ ン ズ 光 沢 を 抑 制 す る 共 に に じ み の な い 、 退 色 バ ラ ン ス の 優
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れ た 高 濃 度 の 画 像 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
本 発 明 の イ ン ク 組 成 物 は 、 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル の 極 大 波 長 が 550～ 700nmで あ る
該 水 溶 性 染 料 （ 以 下 、 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ と 記 す 。 ） を 少 な く と も ２ 種 含 有 し 、 該 水 溶 性 染
料 の 少 な く と も １ 種 が 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 、 ま た は 少 な く と も
１ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を 有 す る 化 合 物 か ら
な る 群 か ら 選 ば れ る こ と を 特 徴 と す る 。 本 発 明 の イ ン ク 組 成 物 は 、 黒 イ ン ク と し て 好 ま し
く 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ ）
　 本 発 明 に お い て 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ と は 、 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル の 極 大 （ 吸 収 極
大 ） が 550～ 700nmで あ る こ と を 特 徴 と す る 。 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ の 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ
ク ト ル の 極 大 （ 吸 収 極 大 ） は 、 560～ 680nmに あ る こ と が 好 ま し く 、 570～ 650nmに あ る こ と
が 更 に 好 ま し い 。 ま た 、 そ れ ら の 吸 収 ス ペ ク ト ル は 可 視 域 で 幅 広 い 吸 収 を 有 す る こ と が 好
ま し く 、 そ の 色 相 は マ ゼ ン タ や シ ア ン な ど の 鮮 や か な 色 相 で は な く 黒 色 で あ る こ と が 好 ま
し い 。 そ の 吸 収 ス ペ ク ト ル の 半 値 幅 は 100nm以 上 （ 好 ま し く は 120～ 500nm、 更 に 好 ま し く
は 120～ 350nm） で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ こ で 、 水 溶 媒 と は 水 を 主 溶 媒 と し 、 水 混 和 性 有
機 溶 剤 を 適 度 に 含 ん で も よ い 染 料 を 溶 解 又 は 分 散 さ せ る 媒 体 を 意 味 す る 。 ま た 、 吸 収 ス ペ
ク ト ル は 、 通 常 使 用 す る 1cmの セ ル を 用 い た 分 光 光 度 計 で 測 定 さ れ る も の を 意 味 す る 。 こ
れ ら は 、 後 述 の 水 溶 性 長 波 染 料 Ｓ に つ い て も 同 様 で あ る 。
　 前 記 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ の 吸 収 ス ペ ク ト ル は 、 単 一 化 合 物 を 用 い て 測 定 さ れ た も の で あ る
。 即 ち 、 本 発 明 の 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ は 、 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル を 測 定 す る 場 合 、
複 数 の 化 合 物 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 所 望 の 吸 収 極 大 お よ び 半 値 幅 と い っ た 物 性 を 示 す
も の で は な く 、 １ つ の 化 合 物 に よ り か か る 物 性 を 示 す こ と を 意 味 す る 。 な お 、 本 発 明 に お
い て 、 前 記 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ （ 以 下 、 「 長 波 染 料 Ｌ 」 と も 記 す 。 ） と し て 前 記 吸 収 ス ペ ク
ト ル を 満 た す も の で あ れ ば 、 互 い に 構 造 の 異 な る 化 合 物 を 併 用 し て も 差 し 支 え な い こ と は
明 ら か で あ る 。 更 に 本 発 明 は 、 前 記 吸 収 ス ペ ク ト ル 特 性 を 示 す 長 波 染 料 Ｌ 以 外 の 染 料 を 併
用 し て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 長 波 染 料 Ｌ と し て は 、 会 合 性 を 有 し 、 物 理 的 に 反 応 を 抑 制 で き る 性 質 を 有 す る
も の が 更 に 好 ま し い 。
　 染 料 が 会 合 状 態 で あ る か ど う か に つ い て は 、 染 料 濃 度 を 変 化 さ せ て 可 視 吸 収 ス ペ ク ト ル
を 測 定 し 、 そ の 吸 収 極 大 波 長 、 モ ル 吸 光 係 数 お よ び 波 形 の 変 化 を 調 べ る こ と で 染 料 が 会 合
性 を 有 す る か ど う か を 判 断 し 、 そ れ ら の 溶 液 物 性 と 受 像 材 料 上 で の 染 料 の 吸 収 ス ペ ク ト ル
と の 比 較 か ら 容 易 に 判 断 で き る 。
　 具 体 的 に は 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ０ ７ ８ ３ １ 号 で 定 義 さ れ て い る 、 0.1mmol/l染 料 水 溶 液
を 光 路 長 1cmの セ ル を 使 用 し て 測 定 し た 可 視 域 吸 収 の 極 大 波 長 に お け る モ ル 吸 光 係 数 （ ε 1
） と 、 0.2mol/l水 溶 液 を 光 路 長 5μ mの 液 晶 セ ル を 使 用 し て 測 定 し た 時 の モ ル 吸 光 係 数 （ ε
2） の 間 で 、 ε 1/ε 2＞ 1.2の 関 係 が 成 り 立 つ 染 料 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 で は 、 長 波 染 料 Ｌ と し て 以 下 の 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 、
ま た は 少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を
有 す る 化 合 物 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 化 合 物 を 少 な く と も 一 種 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る
。
　 下 記 一 般 式 で は 染 料 を 遊 離 の 酸 の 構 造 で 示 す が 、 実 際 の 使 用 に あ た っ て は 塩 の 形 で 用 い
て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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【 化 １ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 、 Ａ 、 Ｂ は 、 各 々 独 立 に 、 置 換 さ れ て い て も よ い 芳 香 族 基 ま た は 置
換 さ れ て い て も よ い ヘ テ ロ 環 基 を 表 す （ Ａ は 一 価 の 基 で あ り 、 Ｂ は 二 価 の 基 で あ る ） 。
　 Ｔ 1 お よ び Ｔ 2 は 、 各 々 ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － お よ び － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す か 、 あ る い は い ず れ か 一
方 が 窒 素 原 子 、 他 方 が ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － ま た は － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す 。
　 Ｖ 1 、 Ｒ ４ ３ お よ び Ｒ ４ ４ は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア
ル ケ ニ ル 基 、 ア ル キ ニ ル 基 、 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 シ ア ノ 基 、 カ ル ボ
キ シ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ヘ
テ ロ 環 オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア シ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基
、 ヘ テ ロ 環 オ キ シ 基 、 シ リ ル オ キ シ 基 、 ア シ ル オ キ シ 基 、 カ ル バ モ イ ル オ キ シ 基 、 ア ル コ
キ シ カ ル ボ ニ ル オ キ シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル オ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 、 ア シ ル ア ミ ノ
基 、 ウ レ イ ド 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル オ
キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、
ヘ テ ロ 環 ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ニ ト ロ 基 、 ア ル キ ル チ オ 基 、 ア リ ー ル チ オ 基 、 ヘ テ ロ 環 チ
オ 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ヘ テ ロ 環 ス ル ホ ニ ル 基 、 ア ル キ ル
ス ル フ ィ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル フ ィ ニ ル 基 、 ヘ テ ロ 環 ス ル フ ィ ニ ル 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基
、 ま た は ス ル ホ 基 を 表 し 、 各 基 は 更 に 置 換 さ れ て い て も 良 い 。 本 願 明 細 書 に お い て 、 上 記
ア ミ ノ 基 と は 、 水 素 原 子 が 置 換 さ れ て い な い ア ミ ノ 基 の 他 、 ア ル キ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ － ル
ア ミ ノ 基 、 ヘ テ ロ 環 ア ミ ノ 基 を 含 む 意 味 で あ る 。 Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ 、 Ｒ ４ ３ 及 び Ｒ ４ ４ は 各
々 独 立 に 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル ケ ニ ル 基 、 ア ル キ ニ ル 基 、 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー
ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ア シ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、
カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基 を 表
し 、 各 基 は 更 に 置 換 基 を 有 し て い て も 良 い 。 但 し 、 Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ が 同 時 に 水 素 原 子 で あ
る こ と は な い 。 ま た 、 Ｒ ４ ３ と Ｒ ４ １ 、 あ る い は Ｒ ４ １ と Ｒ ４ ２ が 結 合 し て ５ 乃 至 ６ 員 環
を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ ） に お い て 、 好 ま し い Ａ は 、 置 換 さ れ て い て も よ い 一 価 の 芳 香 族 基 ま た
は 置 換 さ れ て い て も よ い 一 価 の ヘ テ ロ 環 基 が 挙 げ ら れ 、 更 に 詳 し く は 置 換 さ れ た フ ェ ニ ル
基 、 置 換 さ れ た ナ フ チ ル 基 、 置 換 ま た は 無 置 換 の ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 そ の 中 で も イ オ
ン 性 親 水 性 基 で 置 換 さ れ た フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 置 換 基 を 有 す る ５ ～ ６ 員 の 含 窒 素 へ
テ ロ 環 が 好 ま し く 、 特 に ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含
む )で 置 換 さ れ た フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 が 好 ま し く 、 更 に ２ つ 以 上 の ス ル ホ 基 (そ れ ら の
塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で 置 換 さ れ た フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 が
好 ま し く 、 ２ ま た は ３ 個 の ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で 置 換 さ れ た ナ フ チ ル 基 が 最 も 好
ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 、 Ｂ は 、 置 換 さ れ て い て も よ い 二 価 の 芳 香 族 基 ま た は 置 換 さ れ て い
て も よ い 二 価 の ヘ テ ロ 環 基 が 挙 げ ら れ 、 更 に 詳 し く は 置 換 基 を 有 す る ５ ～ ６ 員 ヘ テ ロ 環 基
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が 好 ま し く 、 そ の 中 で も 置 換 基 を 有 す る ５ 員 ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し い 。 ５ ～ ６ 員 ヘ テ ロ 環 と
は ヘ テ ロ 原 子 を 含 む ５ ～ ６ 員 環 を 意 味 す る 。 ヘ テ ロ 環 の ヘ テ ロ 原 子 と し て は Ｎ 、 Ｓ お よ び
Ｏ 原 子 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 Ｂ が 表 す ヘ テ ロ 環 は 、 脂 肪 族 基 、 芳 香 族 環 ま た は 他 の ヘ テ ロ 環 が 縮 合 し て い て も 良 く 、
更 に 縮 環 上 に 置 換 基 を 有 し て い て も 良 い 。 ま た 、 Ｂ が 表 す ヘ テ ロ 環 は 、 飽 和 へ テ ロ 環 、 不
飽 和 ヘ テ ロ 環 の 両 方 を 意 味 す る が 、 好 ま し く は 不 飽 和 へ テ ロ 環 が 好 ま し い 。 含 窒 素 へ テ ロ
環 の 場 合 は 、 Ｎ 原 子 が ４ 級 化 さ れ て い て も 良 い 。 ま た 、 互 変 異 性 と な り う る ヘ テ ロ 環 に つ
い て は 、 互 変 異 性 体 の １ つ の み を 記 載 し て い る 場 合 で も 、 他 の 互 変 異 性 体 も 合 わ せ て 含 ま
れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 特 に 好 ま し い Ｂ が 表 す ヘ テ ロ 環 は 、 ピ リ ジ ン 環 、 ピ ラ ジ ン 環 、 ピ リ ミ ジ ン 環 、 ピ リ ダ ジ
ン 環 、 チ オ フ ェ ン 環 、 チ ア ゾ ー ル 環 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 環 、 ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 環 、 チ エ ノ チ ア
ゾ ー ル 環 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 、 Ｔ 1 お よ び Ｔ 2 は 、 各 々 ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － お よ び － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す か
、 あ る い は い ず れ か 一 方 が 窒 素 原 子 、 他 方 が ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － ま た は － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 意 味 す る
が 、 好 ま し く は Ｔ 1 お よ び Ｔ 2 は 、 各 々 ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － お よ び － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す 場 合 が よ り
優 れ た 性 能 を 発 揮 で き る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 、 Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル ケ
ニ ル 基 、 ア ル キ ニ ル 基 、 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ア シ ル 基 、 ア ル コ キ シ
カ ル ボ ニ ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル
ス ル ホ ニ ル 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基 を 表 し 、 各 基 は 更 に 置 換 基 を 有 し て い て も 良 い が 、 そ の
中 で も 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ア シ ル 基 、 ア ル キ ル ま た は ア リ
ー ル ス ル ホ ニ ル 基 が 好 ま し く 、 更 に 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 が 好
ま し く 、 特 に 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 、 置 換 基 を 有 す る ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し
く 、 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 が 最 も 好 ま し い 。 但 し 、 Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ が 同 時
に 水 素 原 子 で あ る こ と は な い 。 ま た 、 Ｒ ４ ３ と Ｒ ４ １ 、 あ る い は Ｒ ４ １ と Ｒ ４ ２ が 結 合 し
て ５ 乃 至 ６ 員 環 を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 、 好 ま し い Ｖ 1 は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル ケ
ニ ル 基 、 ア ル キ ニ ル 基 、 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ル コ
キ シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基 、 ヘ テ ロ 環 オ キ シ 基 、 シ リ ル オ キ シ 基 、 ア シ ル オ キ シ 基 、 ア ミ
ノ 基 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 、 ウ レ イ ド 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル ア
ミ ノ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル キ ル 及 び ア リ ー ル チ オ 基 、 ヘ テ ロ 環 チ
オ 基 を 表 し 、 各 基 は 更 に 置 換 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 更 に 好 ま し い Ｖ 1 は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ル コ キ
シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基 、 ヘ テ ロ 環 オ キ シ 基 、 シ リ ル オ キ シ 基 、 ア シ ル オ キ シ 基 、 ア ミ ノ
基 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 を 表 し 、 そ の 中 で も 水 素 原 子 、 ア ミ ノ 基 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 が 好 ま し く
、 特 に 置 換 基 を 有 す る ア ミ ノ 基 が 好 ま し く 、 イ オ ン 性 親 水 性 基 を 置 換 基 と し て 有 す る ア リ
ー ル 基 で 置 換 し た ア ミ ノ 基 （ 置 換 ア ニ リ ノ 基 等 ） が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 イ オ ン 性 親 水 性 基 に は 、 ス ル ホ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ホ ス ホ ノ 基 、 お よ び ４ 級 ア ン モ ニ
ウ ム 基 等 が 含 ま れ る 。 イ オ ン 性 親 水 性 基 と し て は カ ル ボ キ シ ル 基 、 ホ ス ホ ノ 基 、 お よ び ス
ル ホ 基 が 好 ま し く 、 中 で も カ ル ボ キ シ ル 基 、 ス ル ホ 基 が 好 ま し く 、 水 溶 媒 へ の 溶 解 性 を 高
め る 観 点 か ら ス ル ホ 基 が も っ と も 好 ま し い 。 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ホ ス ホ ノ 基 、 お よ び ス ル ホ
基 は 塩 の 状 態 で あ っ て も 良 く 、 そ の 対 塩 の 例 に は 、 ア ン モ ニ ウ ム 、 ア ル カ リ 金 属 （ 例 、 リ
チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム ） 及 び 有 機 カ チ オ ン （ 例 、 テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム 、 テ
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ト ラ メ チ ル グ ア ニ ジ ニ ウ ム 、 テ ト ラ メ チ ル ホ ス ホ ニ ウ ム ） な ど が 含 ま れ る 。 対 塩 と し て は
ア ン モ ニ ウ ム 、 リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 及 び カ リ ウ ム が 好 ま し く 、 中 で も ナ ト リ ウ ム 及 び
リ チ ウ ム と す る こ と が よ り 好 ま し く 、 リ チ ウ ム で あ る こ と が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 の 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と し て 特 に 好 ま し い 組 み 合 わ せ は 、 以 下 の
（ イ ） ～ （ ホ ） を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ イ ） Ａ は 、 置 換 さ れ た フ ェ ニ ル 基 、 置 換 さ れ た ナ フ チ ル 基 、 置 換 ま た は 無 置 換 の ヘ テ ロ
環 基 が 好 ま し く 、 そ の 中 で も イ オ ン 性 親 水 性 基 で 置 換 さ れ た フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 置
換 基 を 有 す る ５ ～ ６ 員 の 含 窒 素 へ テ ロ 環 が 好 ま し く 、 特 に ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、
カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で 置 換 さ れ た フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 が 好 ま し く 、 更
に ２ つ 以 上 の ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で 置 換 さ
れ た フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 が 好 ま し く 、 ２ ま た は ３ 個 の ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で
置 換 さ れ た ナ フ チ ル 基 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ ロ ） Ｂ は 、 置 換 基 を 有 す る ５ ～ ６ 員 ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 そ の 中 で も 置 換 基 を 有 す る
５ 員 ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し い 。 特 に 好 ま し い ヘ テ ロ 環 は 、 ピ リ ジ ン 環 、 ピ ラ ジ ン 環 、 ピ リ ミ
ジ ン 環 、 ピ リ ダ ジ ン 環 、 チ オ フ ェ ン 環 、 チ ア ゾ ー ル 環 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 環 、 ベ ン ゾ チ ア ゾ ー
ル 環 、 チ エ ノ チ ア ゾ ー ル 環 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ ハ ） Ｔ 1 お よ び Ｔ 2 は 、 各 々 ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － お よ び － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す か 、 あ る い は い ず れ
か 一 方 が 窒 素 原 子 、 他 方 が ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － ま た は － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 意 味 す る が 、 好 ま し く は Ｔ

1 お よ び Ｔ 2 は 、 各 々 ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － お よ び － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す 場 合 が よ り 優 れ た 性 能 を 発 揮
で き る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ ニ ） Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ は 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ア シ ル 基 、
ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 が 好 ま し く 、 更 に 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル
基 、 ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 特 に 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 、 置 換 基 を 有 す る
ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 が 最 も 好 ま し い 。 但 し 、 Ｒ

４ １ 、 Ｒ ４ ２ が 同 時 に 水 素 原 子 で あ る こ と は な い 。 ま た 、 Ｒ ４ ３ と Ｒ ４ １ 、 あ る い は Ｒ ４

１ と Ｒ ４ ２ が 結 合 し て ５ 乃 至 ６ 員 環 を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ ホ ） Ｖ 1 は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア
リ ー ル オ キ シ 基 、 ヘ テ ロ 環 オ キ シ 基 、 シ リ ル オ キ シ 基 、 ア シ ル オ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 、 ア シ
ル ア ミ ノ 基 を 表 し 、 そ の 中 で も 水 素 原 子 、 ア ミ ノ 基 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 が 好 ま し く 、 特 に 置
換 基 を 有 す る ア ミ ノ 基 が 好 ま し く 、 イ オ ン 性 親 水 性 基 を 置 換 基 と し て 有 す る ア リ ー ル 基 で
置 換 し た ア ミ ノ 基 （ 置 換 ア ニ リ ノ 基 等 ） が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 の 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 色 素 の 好 ま し い 置 換 基 の 組 み 合 わ せ に つ い て は 、
種 々 の 置 換 基 の 少 な く と も １ つ が 前 記 の 好 ま し い 基 で あ る 化 合 物 が 好 ま し く 、 よ り 多 く の
種 々 の 置 換 基 が 前 記 好 ま し い 基 で あ る 化 合 物 が よ り 好 ま し く 、 全 て の 置 換 基 が 前 記 好 ま し
い 基 で あ る 化 合 物 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 で は 、 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の う ち 、 下 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） で 表 さ
れ る 化 合 物 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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【 化 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） 中 、 Ｘ は 、 Ｎ 原 子 ま た は ＝ Ｃ Ｗ １ － を 表 す 。 Ｗ １ は 、 ハ メ ッ ト の
置 換 基 定 数 σ ｐ 値 が ０ ． ２ ０ 以 上 の 電 子 吸 引 性 基 を 表 す 。 Ａ 、 Ｖ １ 、 Ｔ １ ， Ｔ ２ 、 Ｒ ４ １

及 び Ｒ ４ ２ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ａ 、 Ｖ １ 、 Ｔ １ ， Ｔ ２ 、 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同
義 で あ る 。 Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｖ 1 と 同 義 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 発 明 の 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） に お い て 、 好 ま し い Ｗ は 、 置 換 フ ェ ニ ル 基 、 置 換 ま た は
無 置 換 の ナ フ チ ル 基 、 置 換 ま た は 無 置 換 の ヘ テ ロ 環 基 （ 例 え ば ピ ロ ー ル 環 、 チ オ フ ェ ン 環
、 イ ミ ダ ゾ ー ル 環 、 チ ア ゾ ー ル 環 、 ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 環 、 ピ リ ジ ン 環 ま た は ピ リ ダ ジ ン 環
） で あ り 、 特 に 好 ま し く は 、 置 換 フ ェ ニ ル 基 （ 特 に パ ラ 位 置 換 の フ ェ ニ ル 基 ） 、 置 換 ま た
は 無 置 換 の β － ナ フ チ ル 基 、 ピ リ ジ ン 環 ま た は チ ア ゾ ー ル 環 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） に お い て Ｘ は 、 Ｎ 原 子 ま た は ＝ Ｃ Ｗ １ － を 表 し 、 Ｗ １ は 、 ハ メ ッ ト の
置 換 基 定 数 σ ｐ 値 が ０ ． ２ ０ 以 上 の 電 子 吸 引 性 基 を 表 す 。 そ の 中 で も 、 σ ｐ 値 が ０ ． ３ ０
以 上 の 電 子 吸 引 性 基 で あ る の が 好 ま し く 、 ０ ． ４ ５ 以 上 の 電 子 吸 引 性 基 が 更 に 好 ま し く 、
０ ． ６ ０ 以 上 の 電 子 吸 引 性 基 が 特 に 好 ま し い が 、 １ ． ０ を 超 え な い こ と が 望 ま し い 。 更 に
詳 し く は 、 炭 素 数 ２ ～ ２ ０ の ア シ ル 基 、 炭 素 数 ２ ～ ２ ０ の ア ル キ ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、
ニ ト ロ 基 、 シ ア ノ 基 、 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 炭 素 数 ６ ～ ２ ０ の ア リ ー
ル ス ル ホ ニ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の カ ル バ モ イ ル 基 及 び 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ハ ロ ゲ ン 化 ア ル
キ ル 基 が 好 ま し い 。 特 に 好 ま し い も の は 、 シ ア ノ 基 、 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ア ル キ ル ス ル ホ ニ
ル 基 、 炭 素 数 ６ ～ ２ ０ の ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 で あ り 、 最 も 好 ま し い も の は シ ア ノ 基 で あ
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） に お い て Ａ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ａ と 同 義 で あ り 、 好 ま し い
例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） に お い て 、 Ｔ 1 お よ び Ｔ 2 は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｔ 1 お よ び Ｔ 2 と
同 義 で あ り 、 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） に お い て 、 Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４

２ と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） に お い て 、 Ｖ １ は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｖ １ と 同 義 で あ り 、 好 ま
し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 発 明 の 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と し て 特 に 好 ま し い 組 み 合 わ せ は 、 以 下 の
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（ イ ） ～ （ へ ） を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
（ イ ） 好 ま し い Ｗ は 、 置 換 フ ェ ニ ル 基 、 置 換 ま た は 無 置 換 の ナ フ チ ル 基 、 置 換 ま た は 無 置
換 の ヘ テ ロ 環 基 （ 例 え ば ピ ロ ー ル 環 、 チ オ フ ェ ン 環 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 環 、 チ ア ゾ ー ル 環 、 ベ
ン ゾ チ ア ゾ ー ル 環 、 ピ リ ジ ン 環 ま た は ピ リ ダ ジ ン 環 ） で あ り 、 特 に 好 ま し く は 、 置 換 フ ェ
ニ ル 基 （ 特 に パ ラ 位 置 換 の フ ェ ニ ル 基 ） 、 置 換 ま た は 無 置 換 の β － ナ フ チ ル 基 、 ピ リ ジ ン
環 ま た は チ ア ゾ ー ル 環 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ ロ ） Ｘ は 、 Ｎ 原 子 ま た は ＝ Ｃ Ｗ １ － を 表 し 、 Ｗ １ は 、 ハ メ ッ ト の 置 換 基 定 数 σ ｐ 値 が ０
． ２ ０ 以 上 の 電 子 吸 引 性 基 を 表 す 。 更 に 詳 し く は 、 炭 素 数 ２ ～ ２ ０ の ア シ ル 基 、 炭 素 数 ２
～ ２ ０ の ア ル キ ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ニ ト ロ 基 、 シ ア ノ 基 、 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ア ル キ ル
ス ル ホ ニ ル 基 、 炭 素 数 ６ ～ ２ ０ の ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の カ ル バ モ イ ル
基 及 び 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ハ ロ ゲ ン 化 ア ル キ ル 基 が 好 ま し い 。 特 に 好 ま し い も の は 、 シ ア ノ
基 、 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 炭 素 数 ６ ～ ２ ０ の ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 で
あ り 、 最 も 好 ま し い も の は シ ア ノ 基 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
（ ハ ） Ａ は 、 置 換 さ れ た フ ェ ニ ル 基 、 置 換 さ れ た ナ フ チ ル 基 、 置 換 ま た は 無 置 換 の ヘ テ ロ
環 基 が 好 ま し く 、 そ の 中 で も イ オ ン 性 親 水 性 基 で 置 換 さ れ た フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 置
換 基 を 有 す る ５ ～ ６ 員 の 含 窒 素 へ テ ロ 環 が 好 ま し く 、 特 に ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、
カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で 置 換 さ れ た フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 が 好 ま し く 、 更
に ２ つ 以 上 の ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で 置 換 さ
れ た フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 が 好 ま し く 、 ２ ま た は ３ 個 の ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で
置 換 さ れ た ナ フ チ ル 基 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ ニ ） Ｔ 1 お よ び Ｔ 2 は 、 各 々 ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － お よ び － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す か 、 あ る い は い ず れ
か 一 方 が 窒 素 原 子 、 他 方 が ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － ま た は － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 意 味 す る が 、 好 ま し く は Ｔ

1 お よ び Ｔ 2 は 、 各 々 ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － お よ び － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す 場 合 が よ り 優 れ た 性 能 を 発 揮
で き る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
（ ホ ） Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ は 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ア シ ル 基 、
ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 が 好 ま し く 、 更 に 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル
基 、 ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 特 に 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 、 置 換 基 を 有 す る
ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 が 最 も 好 ま し い 。 但 し 、 Ｒ

４ １ 、 Ｒ ４ ２ が 同 時 に 水 素 原 子 で あ る こ と は な い 。 ま た 、 Ｒ ４ ３ と Ｒ ４ １ 、 あ る い は Ｒ ４

１ と Ｒ ４ ２ が 結 合 し て ５ 乃 至 ６ 員 環 を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
（ へ ） Ｖ 1 は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア
リ ー ル オ キ シ 基 、 ヘ テ ロ 環 オ キ シ 基 、 シ リ ル オ キ シ 基 、 ア シ ル オ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 、 ア シ
ル ア ミ ノ 基 を 表 し 、 そ の 中 で も 水 素 原 子 、 ア ミ ノ 基 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 が 好 ま し く 、 特 に 置
換 基 を 有 す る ア ミ ノ 基 が 好 ま し く 、 イ オ ン 性 親 水 性 基 を 置 換 基 と し て 有 す る ア リ ー ル 基 で
置 換 し た ア ミ ノ 基 （ 置 換 ア ニ リ ノ 基 等 ） が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 発 明 の 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） で 表 さ れ る 色 素 の 好 ま し い 置 換 基 の 組 み 合 わ せ に つ い て は 、
種 々 の 置 換 基 の 少 な く と も １ つ が 前 記 の 好 ま し い 基 で あ る 化 合 物 が 好 ま し く 、 よ り 多 く の
種 々 の 置 換 基 が 前 記 好 ま し い 基 で あ る 化 合 物 が よ り 好 ま し く 、 全 て の 置 換 基 が 前 記 好 ま し
い 基 で あ る 化 合 物 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 発 明 で は 、 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の う ち 、 下 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） で 表 さ
れ る 化 合 物 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
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【 化 １ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 、 Ｖ １ 、 Ｗ 、 Ｘ 、 Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ は 、 前 記 一 般 式 （
Ｌ － ２ ） 中 の Ｖ １ 、 Ｗ 、 Ｘ 、 Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、
Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｖ 1 と 同 義 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 発 明 の 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） に お い て 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ

７ が 表 す 一 価 の 基 と し て は 、 水 素 原 子 、 ま た は 一 価 の 置 換 基 を 表 す 。 一 価 の 置 換 基 を 更 に
詳 し く 説 明 す る 。 こ の 一 価 の 置 換 基 の 例 と し て は 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 シ ク ロ ア
ル キ ル 基 、 ア ラ ル キ ル 基 、 ア ル ケ ニ ル 基 、 ア ル キ ニ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 シ ア
ノ 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 ニ ト ロ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基 、 シ リ ル オ キ シ 基 、
ヘ テ ロ 環 オ キ シ 基 、 ア シ ル オ キ シ 基 、 カ ル バ モ イ ル オ キ シ 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル オ キ
シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル オ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 （ ア ル キ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ル ア ミ ノ
基 ） 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 （ ア ミ ド 基 ） 、 ア ミ ノ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 （ ウ レ イ ド 基 ） 、 ア ル コ
キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル ア ミ ノ 基
、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル キ ル チ オ 基 、 ア リ ー
ル チ オ 基 、 ヘ テ ロ 環 チ オ 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 ア ル キ ル ス ル フ ィ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル
フ ィ ニ ル 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ア シ ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ
カ ル ボ ニ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ホ ス フ ィ ノ 基 、 ホ ス フ ィ ニ ル
基 、 ホ ス フ ィ ニ ル オ キ シ 基 、 ホ ス フ ィ ニ ル ア ミ ノ 基 、 シ リ ル 基 、 ア ゾ 基 、 ま た は イ ミ ド 基
を 挙 げ る こ と が で き 、 各 々 は さ ら に 置 換 基 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 好 ま し い Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、
ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 シ ア ノ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア ミ ド 基 、 ウ レ イ ド 基
、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 ア ル
キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、
ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 水 酸 基 (塩 で も よ い )
、 ホ ス ホ ノ 基 （ 塩 で も よ い ） 又 は ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム で あ り 、 そ の 中 で も 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ
ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )
、 水 酸 基 (塩 で も よ い ) (そ れ ら の 塩 を 含 む )が 好 ま し く 、 更 に 水 素 原 子 、 ス ル ホ 基 (そ れ ら
の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )が 好 ま し く 、 特 に Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、
Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ の う ち 少 な く と も １ つ が ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )ま た は カ
ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） に お い て Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） 中 の Ｗ と 同 義 で あ り 、 好 ま し い
例 も 同 じ で あ る 。
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【 ０ ０ ８ １ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） に お い て Ｘ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） 中 の Ｘ と 同 義 で あ り 、 好 ま し い
例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） に お い て 、 Ｔ 1 お よ び Ｔ 2 は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） 中 の Ｔ 1 お よ び Ｔ 2 と
同 義 で あ り 、 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） に お い て 、 Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） 中 の Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４

２ と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） に お い て 、 Ｖ １ は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） 中 の Ｖ １ と 同 義 で あ り 、 好 ま
し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 本 発 明 の 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と し て 特 に 好 ま し い 組 み 合 わ せ は 、 以 下 の
（ イ ） ～ （ へ ） を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
（ イ ） Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル
キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 シ ア ノ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア ミ ド 基 、 ウ レ イ ド 基 、 ア
ル キ ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 ア ル キ ル
ス ル ホ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ス ル
ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 水 酸 基 (塩 で も よ い )、 ホ
ス ホ ノ 基 （ 塩 で も よ い ） 又 は ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム で あ り 、 そ の 中 で も 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原
子 、 ア ル キ ル 基 、 ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 水
酸 基 (塩 で も よ い ) (そ れ ら の 塩 を 含 む )が 好 ま し く 、 更 に 水 素 原 子 、 ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩
を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )が 好 ま し く 、 特 に Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４

、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ の う ち 少 な く と も １ つ が ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )ま た は カ ル ボ
キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
（ ロ ） 好 ま し い Ｗ は 、 置 換 フ ェ ニ ル 基 、 置 換 ま た は 無 置 換 の ナ フ チ ル 基 、 置 換 ま た は 無 置
換 の ヘ テ ロ 環 基 （ 例 え ば ピ ロ ー ル 環 、 チ オ フ ェ ン 環 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 環 、 チ ア ゾ ー ル 環 、 ベ
ン ゾ チ ア ゾ ー ル 環 、 ピ リ ジ ン 環 ま た は ピ リ ダ ジ ン 環 ） で あ り 、 特 に 好 ま し く は 、 置 換 フ ェ
ニ ル 基 （ 特 に パ ラ 位 置 換 の フ ェ ニ ル 基 ） 、 置 換 ま た は 無 置 換 の β － ナ フ チ ル 基 、 ピ リ ジ ン
環 ま た は チ ア ゾ ー ル 環 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
（ ハ ） Ｘ は 、 Ｎ 原 子 ま た は ＝ Ｃ Ｗ １ － を 表 し 、 Ｗ １ は 、 ハ メ ッ ト の 置 換 基 定 数 σ ｐ 値 が ０
． ２ ０ 以 上 の 電 子 吸 引 性 基 を 表 す 。 更 に 詳 し く は 、 炭 素 数 ２ ～ ２ ０ の ア シ ル 基 、 炭 素 数 ２
～ ２ ０ の ア ル キ ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ニ ト ロ 基 、 シ ア ノ 基 、 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ア ル キ ル
ス ル ホ ニ ル 基 、 炭 素 数 ６ ～ ２ ０ の ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の カ ル バ モ イ ル
基 及 び 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ハ ロ ゲ ン 化 ア ル キ ル 基 が 好 ま し い 。 特 に 好 ま し い も の は 、 シ ア ノ
基 、 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 炭 素 数 ６ ～ ２ ０ の ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 で
あ り 、 最 も 好 ま し い も の は シ ア ノ 基 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
（ ニ ） Ｔ 1 お よ び Ｔ 2 は 、 各 々 ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － お よ び － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す か 、 あ る い は い ず れ
か 一 方 が 窒 素 原 子 、 他 方 が ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － ま た は － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 意 味 す る が 、 好 ま し く は Ｔ

1 お よ び Ｔ 2 は 、 各 々 ＝ Ｃ Ｒ ４ ３ － お よ び － Ｃ Ｒ ４ ４ ＝ を 表 す 場 合 が よ り 優 れ た 性 能 を 発 揮
で き る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
（ ホ ） Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ は 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ア シ ル 基 、
ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 が 好 ま し く 、 更 に 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル
基 、 ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 特 に 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 、 置 換 基 を 有 す る
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ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 が 最 も 好 ま し い 。 但 し 、 Ｒ

４ １ 、 Ｒ ４ ２ が 同 時 に 水 素 原 子 で あ る こ と は な い 。 ま た 、 Ｒ ４ ３ と Ｒ ４ １ 、 あ る い は Ｒ ４

１ と Ｒ ４ ２ が 結 合 し て ５ 乃 至 ６ 員 環 を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
（ へ ） Ｖ 1 は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア
リ ー ル オ キ シ 基 、 ヘ テ ロ 環 オ キ シ 基 、 シ リ ル オ キ シ 基 、 ア シ ル オ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 （ ア ル
キ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ － ル ア ミ ノ 基 、 ヘ テ ロ 環 ア ミ ノ 基 を 含 む ） 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 を 表 し 、
そ の 中 で も 水 素 原 子 、 ア ミ ノ 基 （ ア ル キ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ － ル ア ミ ノ 基 、 ヘ テ ロ 環 ア ミ ノ
基 を 含 む ） 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 が 好 ま し く 、 特 に 置 換 基 を 有 す る ア ミ ノ 基 が 好 ま し く 、 イ オ
ン 性 親 水 性 基 を 置 換 基 と し て 有 す る ア リ ー ル 基 で 置 換 し た ア ミ ノ 基 （ 置 換 ア ニ リ ノ 基 等 ）
が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 本 発 明 の 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） で 表 さ れ る 色 素 の 好 ま し い 置 換 基 の 組 み 合 わ せ に つ い て は 、
種 々 の 置 換 基 の 少 な く と も １ つ が 前 記 の 好 ま し い 基 で あ る 化 合 物 が 好 ま し く 、 よ り 多 く の
種 々 の 置 換 基 が 前 記 好 ま し い 基 で あ る 化 合 物 が よ り 好 ま し く 、 全 て の 置 換 基 が 前 記 好 ま し
い 基 で あ る 化 合 物 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 発 明 で は 、 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の う ち 、 下 記 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 及 び ま
た は （ Ｌ － ５ ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
【 化 １ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 中 、 Ｒ ４ ３ は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ３ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ ４

は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ４ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ ５ 、 Ｒ ４ ６ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ
－ ３ ） 中 の Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ）
中 の Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。
　 Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 の Ｗ と 同 義 で あ る 。 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ

６ 及 び Ｘ ７ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 の Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７

と 同 義 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
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【 化 １ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） 中 、 Ｒ ４ ３ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ３ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４

４ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ４ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ ５ 、 Ｒ ４ ６ は 、 前 記 一 般 式 （
Ｌ － ３ ） 中 の Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。 Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３
） 中 の Ｒ ４ １ 及 び Ｒ ４ ２ と 同 義 で あ る 。 　 Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 の Ｗ と 同 義 で あ
る 。 Ｗ １ １ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） 中 の Ｗ １ と 同 義 で あ る 。 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、
Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 の Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６

及 び Ｘ ７ と 同 義 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） に お い て 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 、 前 記 一
般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 の Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ と 同 義 で あ り 、 好 ま し
い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） に お い て Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 の Ｗ と 同 義 で あ り 、 好 ま し い
例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） に お い て 、 Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 の 、 Ｒ ４ １ 、 Ｒ

４ ２ と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） に お い て Ｒ ４ ３ 、 Ｒ ４ ４ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ３ 、 Ｒ ４

４ と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） に お い て 、 Ｒ ４ ５ 、 Ｒ ４ ６ は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 の Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４

２ と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と し て 特 に 好 ま し い 組 み 合 わ せ は 、 以 下 の
（ イ ） ～ （ ホ ） を 含 む も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
（ イ ） Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル
キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 シ ア ノ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア ミ ド 基 、 ウ レ イ ド 基 、 ア
ル キ ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 ア ル キ ル
ス ル ホ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ス ル
ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 水 酸 基 (塩 で も よ い )、 ホ
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ス ホ ノ 基 （ 塩 で も よ い ） 又 は ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム で あ り 、 そ の 中 で も 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原
子 、 ア ル キ ル 基 、 ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 水
酸 基 (塩 で も よ い ) (そ れ ら の 塩 を 含 む )が 好 ま し く 、 更 に 水 素 原 子 、 ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩
を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )が 好 ま し く 、 特 に Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４

、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ の う ち 少 な く と も １ つ が ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )ま た は カ ル ボ
キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
（ ロ ） 好 ま し い Ｗ は 、 置 換 フ ェ ニ ル 基 、 置 換 ま た は 無 置 換 の ナ フ チ ル 基 、 置 換 ま た は 無 置
換 の ヘ テ ロ 環 基 （ 例 え ば ピ ロ ー ル 環 、 チ オ フ ェ ン 環 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 環 、 チ ア ゾ ー ル 環 、 ベ
ン ゾ チ ア ゾ ー ル 環 、 ピ リ ジ ン 環 ま た は ピ リ ダ ジ ン 環 ） で あ り 、 特 に 好 ま し く は 、 置 換 フ ェ
ニ ル 基 （ 特 に パ ラ 位 置 換 の フ ェ ニ ル 基 ） 、 置 換 ま た は 無 置 換 の β － ナ フ チ ル 基 、 ピ リ ジ ン
環 ま た は チ ア ゾ ー ル 環 で あ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
（ ハ ） Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ は 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ア シ ル 基 、
ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 が 好 ま し く 、 更 に 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル
基 、 ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 特 に 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 、 置 換 基 を 有 す る
ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 が 最 も 好 ま し い 。 但 し 、 Ｒ

４ １ 、 Ｒ ４ ２ が 同 時 に 水 素 原 子 で あ る こ と は な い 。 ま た 、 Ｒ ４ ３ と Ｒ ４ １ 、 あ る い は Ｒ Ｒ

４ １ 、 Ｒ ４ ２ が 結 合 し て ５ 乃 至 ６ 員 環 を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ １ ０ ８ 】
（ ニ ） Ｒ ４ ３ お よ び Ｒ ４ ４ の 好 ま し い 例 は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル
キ ル 基 、 ア ル ケ ニ ル 基 、 ア ル キ ニ ル 基 、 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 シ ア ノ
基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ
ニ ル 基 、 ヘ テ ロ 環 オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 （ ア ル キ ル ア ミ ノ 基 、 ア
リ － ル ア ミ ノ 基 、 ヘ テ ロ 環 ア ミ ノ 基 を 含 む ） 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 、 ウ レ イ ド 基 、 ス ル フ ァ モ
イ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア
ル キ ル も し く は ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ヘ テ ロ 環 ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 を 表 し 、 各 基
は 更 に 置 換 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 更 に 好 ま し い Ｒ ４ ３ は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 シ ア ノ 基
、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ
ル 基 、 ヘ テ ロ 環 オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 を 表 し 、 そ の 中 で も シ ア ノ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 カ ル
バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 が 好 ま し く 、 特 に シ ア ノ 基 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 更 に 好 ま し い Ｒ ４ ４ は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル ケ ニ ル 基 、 ア ル キ
ニ ル 基 、 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 （ ア ル キ ル ア
ミ ノ 基 、 ア リ － ル ア ミ ノ 基 、 ヘ テ ロ 環 ア ミ ノ 基 を 含 む ） 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 、 ウ レ イ ド 基 、
ス ル フ ァ モ イ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル ア
ミ ノ 基 、 ア ル キ ル も し く は ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ヘ テ ロ 環 ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 を
表 し 、 そ の 中 で も 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル ケ ニ ル 基 、 ア ル キ ニ ル 基 、
ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 が 好 ま し く 、 特 に 、 メ チ ル 基 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ １ １ １ 】
（ ホ ） Ｒ ４ ５ 、 Ｒ ４ ６ は 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ア シ ル 基 、
ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 が 好 ま し く 、 更 に 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル
基 、 ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 特 に 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 、 置 換 基 を 有 す る
ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 が 最 も 好 ま し い 。 但 し 、 Ｒ

４ ５ 、 Ｒ ４ ６ が 同 時 に 水 素 原 子 で あ る こ と は な い 。 ま た 、 Ｒ ４ ５ と Ｒ ４ ６ が 結 合 し て ５ 乃
至 ６ 員 環 を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 本 発 明 の 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） で 表 さ れ る 色 素 の 好 ま し い 置 換 基 の 組 み 合 わ せ に つ い て は 、
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種 々 の 置 換 基 の 少 な く と も １ つ が 前 記 の 好 ま し い 基 で あ る 化 合 物 が 好 ま し く 、 よ り 多 く の
種 々 の 置 換 基 が 前 記 好 ま し い 基 で あ る 化 合 物 が よ り 好 ま し く 、 全 て の 置 換 基 が 前 記 好 ま し
い 基 で あ る 化 合 物 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 本 発 明 の 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 本 発 明 の 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） に お い て 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ

７ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 の Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ と 同 義 で
あ り 、 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） に お い て Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 の Ｗ と 同 義 で あ り 、 好 ま し い
例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） に お い て Ｗ １ １ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ２ ） 中 の Ｗ １ と 同 義 で あ り 、 好
ま し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） に お い て 、 Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 の Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４

２ と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） に お い て Ｒ ４ ３ 、 Ｒ ４ ４ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 中 の Ｒ ４ ３ 、 Ｒ ４

４ と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） に お い て 、 Ｒ ４ ５ 、 Ｒ ４ ６ は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ３ ） 中 の Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４

２ と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と し て 特 に 好 ま し い 組 み 合 わ せ は 、 以 下 の
（ イ ） ～ （ へ ） を 含 む も の で あ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
（ イ ） Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル
キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 シ ア ノ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア ミ ド 基 、 ウ レ イ ド 基 、 ア
ル キ ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 ア ル キ ル
ス ル ホ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ス ル
ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 水 酸 基 (塩 で も よ い )、 ホ
ス ホ ノ 基 （ 塩 で も よ い ） 又 は ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム で あ り 、 そ の 中 で も 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原
子 、 ア ル キ ル 基 、 ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 水
酸 基 (塩 で も よ い ) (そ れ ら の 塩 を 含 む )が 好 ま し く 、 更 に 水 素 原 子 、 ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩
を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )が 好 ま し く 、 特 に Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４

、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ の う ち 少 な く と も １ つ が ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )ま た は カ ル ボ
キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ２ ２ 】
（ ロ ） 好 ま し い Ｗ は 、 置 換 フ ェ ニ ル 基 、 置 換 ま た は 無 置 換 の ナ フ チ ル 基 、 置 換 ま た は 無 置
換 の ヘ テ ロ 環 基 （ 例 え ば ピ ロ ー ル 環 、 チ オ フ ェ ン 環 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 環 、 チ ア ゾ ー ル 環 、 ベ
ン ゾ チ ア ゾ ー ル 環 、 ピ リ ジ ン 環 ま た は ピ リ ダ ジ ン 環 ） で あ り 、 特 に 好 ま し く は 、 置 換 フ ェ
ニ ル 基 （ 特 に パ ラ 位 置 換 の フ ェ ニ ル 基 ） 、 置 換 ま た は 無 置 換 の β － ナ フ チ ル 基 、 ピ リ ジ ン
環 ま た は チ ア ゾ ー ル 環 で あ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
（ ハ ） 好 ま し い Ｗ １ １ は 、 ハ メ ッ ト の 置 換 基 定 数 σ ｐ 値 が ０ ． ２ ０ 以 上 の 電 子 吸 引 性 基 を
表 す 。 そ の 中 で も 、 σ ｐ 値 が ０ ． ３ ０ 以 上 の 電 子 吸 引 性 基 で あ る の が 好 ま し く 、 ０ ． ４ ５
以 上 の 電 子 吸 引 性 基 が 更 に 好 ま し く 、 ０ ． ６ ０ 以 上 の 電 子 吸 引 性 基 が 特 に 好 ま し い が 、 １
． ０ を 超 え な い こ と が 望 ま し い 。 更 に 詳 し く は 、 炭 素 数 ２ ～ ２ ０ の ア シ ル 基 、 炭 素 数 ２ ～
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２ ０ の ア ル キ ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ニ ト ロ 基 、 シ ア ノ 基 、 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ア ル キ ル ス
ル ホ ニ ル 基 、 炭 素 数 ６ ～ ２ ０ の ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の カ ル バ モ イ ル 基
及 び 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ハ ロ ゲ ン 化 ア ル キ ル 基 が 好 ま し い 。 特 に 好 ま し い も の は 、 シ ア ノ 基
、 炭 素 数 １ ～ ２ ０ の ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 炭 素 数 ６ ～ ２ ０ の ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 で あ
り 、 最 も 好 ま し い も の は シ ア ノ 基 で あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
（ ニ ） Ｒ ４ １ 、 Ｒ ４ ２ は 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ア シ ル 基 、
ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 が 好 ま し く 、 更 に 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル
基 、 ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 特 に 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 、 置 換 基 を 有 す る
ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 が 最 も 好 ま し い 。 但 し 、 Ｒ

４ １ 、 Ｒ ４ ２ が 同 時 に 水 素 原 子 で あ る こ と は な い 。 ま た 、 Ｒ ４ ３ と Ｒ ４ １ 、 あ る い は Ｒ ４

１ と Ｒ ４ ２ が 結 合 し て ５ 乃 至 ６ 員 環 を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ １ ２ ５ 】
（ ホ ） Ｒ ４ ３ お よ び Ｒ ４ ４ の 好 ま し い 例 は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル
キ ル 基 、 ア ル ケ ニ ル 基 、 ア ル キ ニ ル 基 、 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 シ ア ノ
基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ
ニ ル 基 、 ヘ テ ロ 環 オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 （ ア ル キ ル ア ミ ノ 基 、 ア
リ － ル ア ミ ノ 基 、 ヘ テ ロ 環 ア ミ ノ 基 を 含 む ） 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 、 ウ レ イ ド 基 、 ス ル フ ァ モ
イ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア
ル キ ル も し く は ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ヘ テ ロ 環 ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 を 表 し 、 各 基
は 更 に 置 換 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 更 に 好 ま し い Ｒ ４ ３ は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 シ ア ノ 基
、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ
ル 基 、 ヘ テ ロ 環 オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 を 表 し 、 そ の 中 で も シ ア ノ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 カ ル
バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 が 好 ま し く 、 特 に シ ア ノ 基 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 更 に 好 ま し い Ｒ ４ ４ は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル ケ ニ ル 基 、 ア ル キ
ニ ル 基 、 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 （ ア ル キ ル ア
ミ ノ 基 、 ア リ － ル ア ミ ノ 基 、 ヘ テ ロ 環 ア ミ ノ 基 を 含 む ） 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 、 ウ レ イ ド 基 、
ス ル フ ァ モ イ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル ア
ミ ノ 基 、 ア ル キ ル も し く は ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ヘ テ ロ 環 ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 を
表 し 、 そ の 中 で も 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル ケ ニ ル 基 、 ア ル キ ニ ル 基 、
ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 が 好 ま し く 、 特 に 、 メ チ ル 基 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ １ ２ ８ 】
（ へ ） Ｒ ４ ５ 、 Ｒ ４ ６ は 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 ア シ ル 基 、
ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 が 好 ま し く 、 更 に 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル
基 、 ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 特 に 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 、 置 換 基 を 有 す る
ヘ テ ロ 環 基 が 好 ま し く 、 水 素 原 子 、 置 換 基 を 有 す る ア リ ー ル 基 が 最 も 好 ま し い 。 但 し 、 Ｒ

４ ５ 、 Ｒ ４ ６ が 同 時 に 水 素 原 子 で あ る こ と は な い 。 ま た 、 Ｒ ４ ５ と Ｒ ４ ６ が 結 合 し て ５ 乃
至 ６ 員 環 を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） で 表 さ れ る 色 素 の 好 ま し い 置 換 基 の 組 み 合 わ せ に つ い て は 、
種 々 の 置 換 基 の 少 な く と も １ つ が 前 記 の 好 ま し い 基 で あ る 化 合 物 が 好 ま し く 、 よ り 多 く の
種 々 の 置 換 基 が 前 記 好 ま し い 基 で あ る 化 合 物 が よ り 好 ま し く 、 全 て の 置 換 基 が 前 記 好 ま し
い 基 で あ る 化 合 物 が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 本 発 明 で は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 及 び ま た は （ Ｌ － ５ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の う ち 、 特
に 下 記 一 般 式 （ Ｌ － ４ － Ｉ ） 及 び ま た は （ Ｌ － ５ － Ｉ ） で 表 さ れ る 化 合 物 が よ り 優 れ た 性
能 を 発 揮 で き る 点 で 好 ま し い 。
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【 ０ １ ３ １ 】
【 化 １ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ２ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ４ － Ｉ ） 中 、 Ｒ １ １ 、 Ｒ １ ２ は イ オ ン 性 親 水 性 基 を 表 す 。 特 に 好 ま し く は
ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で あ り 、 そ の 中 で も ス
ル ホ 基 が 好 ま し い 。 ｍ 、 ｎ は 、 １ ～ ３ の 整 数 を 表 す 。 特 に 好 ま し く は １ ～ ２ の 整 数 を 表 し
、 ｍ ＝ １ お よ び ま た は ｎ ＝ １ が 最 も 好 ま し い 。 Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 中 の Ｗ と 同 義
で あ り 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 、 前 記
一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 中 の Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ と 同 義 で あ り 好 ま し
い 例 も 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
【 化 １ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ４ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ５ － Ｉ ） 中 、 Ｒ １ １ 、 Ｒ １ ２ は イ オ ン 性 親 水 性 基 を 表 す 。 特 に 好 ま し く は
ス ル ホ 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )、 カ ル ボ キ シ ル 基 (そ れ ら の 塩 を 含 む )で あ り 、 そ の 中 で も ス
ル ホ 基 が 好 ま し い 。 ｍ 、 ｎ は 、 １ ～ ３ の 整 数 を 表 す 。 特 に 好 ま し く は １ ～ ２ の 整 数 を 表 し
、 ｍ ＝ １ お よ び ま た は ｎ ＝ １ が 最 も 好 ま し い 。 Ｗ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） 中 の Ｗ と 同 義
で あ り 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。 Ｗ １ １ は 、 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） 中 の Ｗ １ １ と 同 義 で あ
り 好 ま し い 例 も 同 じ で あ る 。 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ は 、 前 記 一 般
式 （ Ｌ － ５ ） 中 の Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ 、 Ｘ ４ 、 Ｘ ５ 、 Ｘ ６ 及 び Ｘ ７ と 同 義 で あ り 好 ま し い 例
も 同 じ で あ る 。
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【 ０ １ ３ ５ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る ア ゾ 染 料 の 具 体 例 を 以 下 に 示 す が 、 本 発 明 は 、 下 記 の 例 に
限 定 さ れ る も の で は な く 、 ま た 下 記 の 具 体 例 中 で カ ル ボ キ シ ル 基 、 ホ ス ホ ノ 基 お よ び ス ル
ホ 基 は 塩 の 状 態 で あ っ て も よ く 、 塩 を 形 成 す る 対 イ オ ン の 例 に は 、 ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン 、
ア ル カ リ 金 属 イ オ ン （ 例 、 リ チ ウ ム イ オ ン 、 ナ ト リ ウ ム イ オ ン 、 カ リ ウ ム イ オ ン ） お よ び
有 機 カ チ オ ン （ 例 、 テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン 、 テ ト ラ メ チ ル グ ア ニ ジ ニ ウ ム イ オ
ン 、 テ ト ラ メ チ ル ホ ス ホ ニ ウ ム ） が 含 ま れ る 。 こ れ ら の 中 で も ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン 、 有 機
カ チ オ ン 、 リ チ ウ ム イ オ ン の 場 合 が 好 ま し く 、 リ チ ウ ム イ オ ン が 最 も 好 ま し い 。
　 本 発 明 の イ ン ク 組 成 物 中 に は 、 前 記 対 イ オ ン を 含 ん で い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ３ ６ 】 10
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【 化 １ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ７ 】
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【 化 ２ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ８ 】
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【 化 ２ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ９ 】
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【 化 ２ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ０ 】
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【 化 ２ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ １ 】
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【 化 ２ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ２ 】
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【 化 ２ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ３ 】
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【 化 ２ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ４ 】
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【 化 ２ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ５ 】
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【 化 ２ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ６ 】
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【 化 ２ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ７ 】
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【 化 ３ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ８ 】
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【 化 ３ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ９ 】
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【 化 ３ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ５ ０ 】
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【 化 ３ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ５ １ 】
　 本 発 明 で は 、 少 な く と も 1種 の 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 、 ま た は
少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を 有 す る
化 合 物 に 加 え て 、 少 な く と も 1種 の 構 造 の 異 な る 他 の 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ と を 併 用 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
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【 ０ １ ５ ２ 】
　 少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を 有 す
る 化 合 物 を 用 い る こ と で 、 画 像 堅 牢 性 に す ぐ れ 、 高 湿 保 存 で の に じ み の 少 な い 画 像 を 得 る
こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 ア ゾ 基 数 の 多 い 化 合 物 ほ ど 、 分 子 量 が 大 き く 、 高 湿 保 存 で の 画 像 の に じ み を 抑 制 で き る
傾 向 が あ る が 、 イ ン ク へ の 溶 解 性 が 悪 く な る 傾 向 で あ り 、 イ ン ク の 保 存 安 定 性 が 問 題 に な
る こ と が あ る 。 そ れ ら を 両 立 す る た め に 、 ア ゾ 基 数 は ３ ～ ５ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を 有 す
る 化 合 物 は 、 親 水 性 基 を 持 つ こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 親 水 性 基 に は 、 ス ル ホ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ホ ス ホ ノ 基 、 ア ミ ノ 基 、 ニ ト ロ 基 、 お よ び
４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 基 等 が 含 ま れ る 。 親 水 性 基 と し て は カ ル ボ キ シ ル 基 、 ホ ス ホ ノ 基 、 ア ミ
ノ 基 、 ニ ト ロ 基 、 お よ び ス ル ホ 基 が 好 ま し く 、 中 で も カ ル ボ キ シ ル 基 、 ス ル ホ 基 が 好 ま し
く 、 水 溶 媒 へ の 溶 解 性 を 高 め る 観 点 か ら ス ル ホ 基 が も っ と も 好 ま し い 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 親 水 性 基 は 塩 の 状 態 で あ っ て も 良 く 、 親 水 性 基 と 反 対 の 電 荷 を 持 ち 、 塩 （ イ オ ン 対 ） を
形 成 す る イ オ ン （ 以 下 、 対 塩 も し く は 対 イ オ ン と 記 す ） の 例 に は 、 ア ン モ ニ ウ ム 、 ア ル カ
リ 金 属 （ 例 、 リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム ） 及 び 有 機 カ チ オ ン （ 例 、 テ ト ラ メ チ ル ア
ン モ ニ ウ ム 、 テ ト ラ メ チ ル グ ア ニ ジ ニ ウ ム 、 テ ト ラ メ チ ル ホ ス ホ ニ ウ ム ） な ど が 含 ま れ る
。 対 イ オ ン と し て は ア ン モ ニ ウ ム 、 リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 及 び カ リ ウ ム の 各 々 の イ オ ン
が 好 ま し く 、 中 で も ナ ト リ ウ ム イ オ ン 及 び リ チ ウ ム イ オ ン と す る こ と が よ り 好 ま し く 、 リ
チ ウ ム イ オ ン で あ る こ と が 最 も 好 ま し い 。
　 少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を 有 す
る 化 合 物 は 、 一 般 式 （ Ｌ － ６ ） 、 （ Ｌ － ６ ａ ） 、 （ Ｌ － ７ ） 及 び （ Ｌ － ８ ） で 表 さ れ る 化
合 物 か ら 選 ば れ る 化 合 物 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 本 発 明 で は 、 少 な く と も 1種 の 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 、 ま た は
少 な く と も １ つ の ヒ ド ロ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ た ナ フ タ レ ン 環 と ３ つ 以 上 の ア ゾ 基 を 有 す る
化 合 物 に 加 え て 、 少 な く と も 1種 の 構 造 の 異 な る 一 般 式 （ Ｌ － １ ） ～ （ Ｌ － ５ ） で 表 さ れ
る 化 合 物 と を 併 用 す る こ と 、 ま た は 一 般 式 （ Ｌ － １ ） ～ （ Ｌ － ５ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と 一
般 式 （ Ｌ － ６ ） ～ （ Ｌ － ８ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と を 併 用 す る こ と が 好 ま し い 。 併 用 で き る
水 性 長 波 染 料 Ｌ と し て は 前 記 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ の 条 件 を 満 た す も の で あ れ ば 特 に 限 定 は 無
い 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と 互 い に 構 造 の 異 な る 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ と を 併 用 す
る こ と で 、 一 般 式 （ Ｌ － １ ） 単 独 で 使 用 す る 場 合 と 比 較 し て 高 濃 度 の 黒 画 像 が 得 ら れ 、 ま
た 高 濃 度 部 に お け る ブ ロ ン ズ 光 沢 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 そ の 効 果 の 原 因 は 明 確 で は な
い が 、 会 合 性 の 染 料 で あ る 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で あ ら わ さ れ る 化 合 物 と 構 造 の 異 な る 水 溶 性
長 波 染 料 Ｌ と を 併 用 す る こ と で 、 画 像 堅 牢 性 を 損 な わ な い 程 度 に 一 般 式 （ Ｌ － １ ） の 化 合
物 の 会 合 が ほ ぐ さ れ る た め で は な い か と 推 測 し て い る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 画 像 堅 牢 性 を 損 な わ な い た め に 、 併 用 す る 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ は 、 耐 光 及 び オ ゾ ン ガ ス に
対 し て 堅 牢 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 光 や オ ゾ ン な ど で の 画 像 が 劣 化 す る 時 の 色 相 変
化 を 小 さ く す る た め に 、 併 用 す る 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ に つ い て は そ の 退 色 速 度 定 数 が 一 般 式
（ Ｌ － １ ） の 退 色 速 度 定 数 と 近 い 値 で あ る こ と が 好 ま し く 、 具 体 的 に は そ れ ら の 比 が ０ ．
５ 以 上 ２ ． ０ 以 下 の 範 囲 で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い
。 退 色 速 度 定 数 と し て は 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ０ ７ ６ ３ ８ 号 公 報 (段 落 番 号 ［ ０ ０ １ １ ］ ～ ［
０ ０ １ ２ ］ )に 記 載 の 方 法 を 用 い て 、 耐 光 性 、 耐 オ ゾ ン 性 そ れ ぞ れ に つ い て 求 め る こ と が
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で き る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と 、 併 用 す る 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ と の 混 合 の 比 率 は 、
「 一 般 式 （ Ｌ － １ ） の 添 加 量 （ ｇ ） 」 ／ 「 併 用 す る 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ の 添 加 量 （ ｇ ） 」 が
０ ． ３ ～ １ ０ ０ と な る こ と が 好 ま し く 、 ０ ． ６ ～ ２ ０ と な る こ と が さ ら に 好 ま し く 、 １ ．
０ ～ １ ０ と な る こ と が 更 に 好 ま し い 。 ０ ． ３ 未 満 で は 一 般 式 （ Ｌ － １ ） の 添 加 量 が 少 な く
、 画 像 堅 牢 性 に 劣 る こ と が あ り 。 １ ０ ０ よ り 大 き い と 併 用 染 料 の 添 加 量 が 少 な く 、 画 像 濃
度 、 ブ ロ ン ズ 光 沢 抑 制 の 効 果 が 十 分 で な い こ と が あ る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 本 発 明 で は 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 を ２ 種 以 上 併 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
そ の 場 合 は 先 述 （ ［ ０ ０ ３ １ ］ に 記 載 ） の 可 視 吸 収 ス ペ ク ト ル か ら 会 合 性 を 判 断 す る 方 法
に お い て 、 会 合 性 が 最 も 強 い 染 料 を 一 般 式 （ Ｌ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 、 そ の 他 の 染 料 を
、 併 用 す る 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ と 定 義 し て 、 先 述 の 染 料 の 混 合 比 率 と な る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 光 及 び オ ゾ ン ガ ス に 対 し て 堅 牢 で 、 先 述 の 退 色 速 度 定 数 が 一 般 式 （ Ｌ － １ ） と 近 い 値 で
あ る と い う 観 点 か ら 、 併 用 す る 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ は 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 、 （ Ｌ － ５ ） 、 （ Ｌ
－ ６ ） 、 （ Ｌ － ６ ａ ） 、 （ Ｌ － ７ ） 及 び （ Ｌ － ８ ） か ら 選 択 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 、 （ Ｌ － ５ ） に つ い て は 前 記 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 、 （ Ｌ － ５ ） と 同 義 で
あ り 、 好 ま し い 例 も 同 様 で あ る 。 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 、 （ Ｌ － ５ ） で 表 さ れ る 化 合 物 は 一 般
式 （ Ｌ － １ ） の 化 合 物 と し て 好 ま し く 用 い る こ と が で き 、 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） で 表 さ れ る 化
合 物 に 対 し て 併 用 す る 水 溶 性 染 料 Ｌ と し て 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） の 化 合 物 を 使 用 し て も 良 い （
一 般 式 （ Ｌ － ５ ） に つ い て も 同 様 ） 。 こ の と き 、 併 用 す る 染 料 と し て は 会 合 の 程 度 が 小 さ
い も の が 好 ま し い 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） 、 （ Ｌ － ５ ） の 化 合 物 を 併 用 す る 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ と し て 添 加 す る 場
合 、 一 般 式 （ Ｌ － １ ） の 化 合 物 と 併 用 す る 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ と の 構 造 の 差 異 に つ い て は 一
般 式 を 満 た す も の で あ れ ば 特 に 限 定 は な い が 、 な か で も 一 般 式 （ Ｌ － １ ） に お い て Ｂ の 部
位 が 異 な る こ と が 好 ま し い 。 そ の 例 と し て は 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） の 化 合 物 と 一 般 式 （ Ｌ － ５
） の 化 合 物 の 組 合 せ が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 一 般 式 （ Ｌ
－ ４ ） の 化 合 物 を ２ 種 以 上 併 用 す る 場 合 に は 、 一 般 式 （ Ｌ － ４ ） に お い て Ｗ の 部 位 の 構 造
が 異 な る こ と が 好 ま し い 。 一 般 式 （ Ｌ － ５ ） の 化 合 物 を ２ 種 以 上 併 用 す る 場 合 も 一 般 式 （
Ｌ － ４ ） の 化 合 物 の 場 合 と 同 様 に Ｗ の 部 位 の 構 造 が 異 な る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ６ ５ 】
【 化 ３ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ６ ６ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ６ ） 中 、 Ｒ 1 1 及 び Ｒ 1 2 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 シ
ア ノ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ス ル ホ 基 、 ア ル キ ル 基 若 し く は フ ェ ニ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い
ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 リ ン 酸 基 、 ニ ト ロ 基 、 ア シ ル 基 、 ウ レ イ ド 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 若 し く
は 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ
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シ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 、 ス ル ホ 基 若 し く は カ ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て も
良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 ま た は ア シ ル ア ミ ノ 基 で あ り 、 Eは フ ェ ニ ル 基 ま た は ナ
フ チ ル 基 を 示 し 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 シ ア ノ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ス ル ホ 基 、 ア ル キ ル 基 若 し
く は フ ェ ニ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 リ ン 酸 基 、 ニ ト ロ 基 、 ア シ ル 基 、
ウ レ イ ド 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 若 し く は 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭
素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 、 ス ル ホ 基 若 し
く は カ ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 ま た は ア シ ル ア ミ ノ
基 に よ っ て 置 換 さ れ て い て も 良 い 。 ｎ 1 は ０ 又 は １ で あ る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ６ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の う ち 、 下 記 一 般 式 （ Ｌ － １ ０ ） で 表 さ れ る 化 合 物
が 好 ま し い 。
【 ０ １ ６ ８ 】
【 化 ３ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ６ ９ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ ０ ） 中 、 Ｒ 1 3 ,Ｒ 1 4 及 び Ｒ 1 5 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン
原 子 、 シ ア ノ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ス ル ホ 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 若 し く は フ ェ ニ
ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 リ ン 酸 基 、 ニ ト ロ 基 、 ア シ ル 基 、 ウ レ イ ド 基
、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 若 し く は 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４
の ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 、 ス ル ホ 基 若 し く は カ ル ボ
キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 ま た は ア シ ル ア ミ ノ 基 で あ り 、
Ｒ 1 3 ,Ｒ 1 4 及 び Ｒ 1 5 の う ち 少 な く と も 一 つ は ス ル ホ 基 ま た は カ ル ボ キ シ ル 基 で あ る 。 ｎ １

は ０ 又 は １ で あ る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ６ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 の 好 ま し い 化 合 物 の 具 体 例 を 以 下 に 示 す
が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 下 記 具 体 例 は 遊 離 の 酸 の 構 造 で 示 す が 、 任 意
の 塩 と し て 用 い て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ７ １ 】
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【 化 ３ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ７ ２ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ６ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 の 詳 細 の 説 明 は 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ２ ０ ２
１ １ 号 公 報 に 記 載 さ れ て お り 、 前 記 公 報 に 記 載 の 化 合 物 を 好 ま し く 使 用 す る こ と が で き る
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。
【 ０ １ ７ ３ 】
一 般 式 （ Ｌ － ６ ａ ） ：
【 化 ３ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ７ ４ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ６ ａ ） 中 、 Ａ は 下 記 式 （ Ｌ － ６ ａ － １ ） を 表 し 、 Ａ の 置 換 位 置 は ア ゾ 基 に
対 し て ｍ － 位 又 は ｐ － 位 で あ り 、 Ｒ １ 及 び Ｒ ２ は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 水 素 原 子 ； ハ ロ ゲ ン
原 子 ； シ ア ノ 基 ； カ ル ボ キ シ ル 基 ； ス ル ホ 基 ； ス ル フ ァ モ イ ル 基 ； Ｎ － ア ル キ ル ア ミ ノ ス
ル ホ ニ ル 基 ； Ｎ － フ ェ ニ ル ア ミ ノ ス ル ホ ニ ル 基 ； ホ ス ホ 基 ； ニ ト ロ 基 ； ア シ ル 基 ； ウ レ イ
ド 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 若 し く は 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １
～ ４ の ア ル キ ル 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 、 ス ル ホ 基 若 し く は カ
ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ
シ 基 、 ス ル ホ 基 若 し く は カ ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て も 良 い ア シ ル ア ミ ノ 基 を 表 し 、 Ｒ ３

及 び Ｒ ４ は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 水 素 原 子 ； ハ ロ ゲ ン 原 子 ； シ ア ノ 基 ； カ ル ボ キ シ ル 基 ； ス
ル ホ 基 ； ニ ト ロ 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ
キ シ 基 若 し く は ス ル ホ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 を 表 し 、 ｎ は ０
又 は １ で あ る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
一 般 式 （ Ｌ － ６ ａ － １ ）
【 化 ３ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ７ ６ 】
　 式 （ Ｌ － ６ ａ － １ ） 中 、 Ｒ ５ は シ ア ノ 基 ； カ ル ボ キ シ ル 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基
； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 ま た は フ ェ ニ ル 基 を 表 し 、 Ｒ ６ 、 Ｒ ７ 及 び Ｒ ８

は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 水 素 原 子 ； ハ ロ ゲ ン 原 子 ； シ ア ノ 基 ； カ ル ボ キ シ ル 基 ； ス ル ホ 基 ；
ニ ト ロ 基 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 ； 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 若
し く は ス ル ホ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 ； ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 炭 素
数 １ ～ ４ の ア ル コ キ シ 基 若 し く は ス ル ホ 基 で 置 換 さ れ て も 良 い ア シ ル ア ミ ノ 基 を 表 す 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ６ ａ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 の 好 ま し い 化 合 物 の 具 体 例 を 以 下 に 示
す が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 下 記 具 体 例 （ 化 合 物 Ｎ ｏ ． １ ～ ２ ７ ） は 遊
離 の 酸 の 構 造 で 示 す が 、 任 意 の 塩 と し て 用 い て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ７ ８ 】
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【 化 ３ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 ０ １ ７ ９ 】
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【 化 ４ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ８ ０ 】
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【 化 ４ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ８ １ 】
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【 化 ４ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ８ ２ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ６ ａ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 の 詳 細 の 説 明 は Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ５ ／ ０ ９ ７
９ １ ２ 号 公 報 に 記 載 さ れ て お り 、 上 記 公 報 に 記 載 の 化 合 物 を 好 ま し く 使 用 す る こ と が で き
る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
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【 化 ４ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ８ ４ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ７ ） 中 、 Ｇ 及 び Ｊ は そ れ ぞ れ 独 立 に 置 換 さ れ て い て も 良 い フ ェ ニ ル 基 、 ナ
フ チ ル 基 、 ア ゾ 基 に 炭 素 原 子 で 結 合 す る ５ 員 又 は ６ 員 の 芳 香 族 へ テ ロ 環 基 を 表 し 、 各 々 の
成 分 に は そ れ ぞ れ 少 な く と も １ つ 以 上 の カ ル ボ キ シ ル 基 又 は ス ル ホ 基 を 含 む 。 Ｘ 、 Ｙ の 一
方 は ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 他 方 は ア ミ ノ 基 で あ り 、 ｌ 2 、 ｍ 2 及 び ｎ 2 は そ れ ぞ れ 独 立 に １ 又 は
２ を 表 す 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ７ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の う ち 、 下 記 一 般 式 （ Ｌ － １ １ ） で 表 さ れ る 化 合 物
が 好 ま し い 。
【 ０ １ ８ ６ 】
【 化 ４ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ８ ７ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ １ ） 中 G及 び Ｊ は そ れ ぞ れ 独 立 に 置 換 さ れ て い て も 良 い フ ェ ニ ル 基 、 ナ
フ チ ル 基 、 ア ゾ 基 に 炭 素 原 子 で 結 合 す る ５ 員 又 は ６ 員 の 芳 香 族 へ テ ロ 環 基 を 表 し 、 各 々 の
成 分 に は そ れ ぞ れ 少 な く と も １ つ 以 上 の カ ル ボ キ シ ル 基 又 は ス ル ホ 基 を 含 む 。 ａ 及 び ｂ は
そ れ ぞ れ 単 結 合 を 示 し 、 結 合 ａ の 結 合 位 置 は ２ 位 又 は ３ 位 で あ り 、 結 合 ｂ の 結 合 位 置 は ６
位 又 は は ７ 位 で あ る 。 Ｘ 、 Ｙ の 一 方 は ヒ ド ロ キ シ ル 基 を 、 他 方 は ア ミ ノ 基 を 、 ｌ 3 、 ｍ 3 、
ｎ 3 、 は そ れ ぞ れ 独 立 に ０ 又 は １ を 表 す 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ １ ） に お い て 、 Ｇ 及 び Ｊ が そ れ ぞ れ 独 立 に 、 少 な く と も １ つ 以 上 の カ ル
ボ キ シ ル 基 及 び ／ 又 は ス ル ホ 基 を 含 む 置 換 基 で 置 換 さ れ て い て も 良 い フ ェ ニ ル 基 若 し く は
ナ フ チ ル 基 で あ る こ と が 好 ま し い 。 Ｇ 及 び Ｊ を 置 換 す る 置 換 基 の 例 と し て は ハ ロ ゲ ン 原 子
、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 ア ミ ノ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ス ル ホ 基 、 ニ ト ロ 基 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル
コ キ シ 基 、 ア シ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 、 ウ レ イ ド 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ス ル ホ
基 若 し く は カ ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て い る ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基
、 ス ル ホ 基 若 し く は カ ル ボ キ シ ル 基 で 置 換 さ れ て い る ア ル コ キ シ 基 、 カ ル ボ キ シ 基 又 は ス
ル ホ 基 で 更 に 置 換 さ れ て い て も 良 い 、 フ ェ ニ ル 基 、 ア ル キ ル 基 、 又 は ア シ ル 基 に よ っ て 置
換 さ れ て い る ア ミ ノ 基 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ８ ９ 】
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　 一 般 式 （ Ｌ － １ １ ） に お い て 、 G及 び Ｊ が そ れ ぞ れ 独 立 に 、 ア ゾ 基 に 対 し て ｏ 位 に ス ル
ホ 基 を 有 し 、 さ ら に ニ ト ロ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ス ル ホ 基 で 置 換 さ れ て い て も よ い フ ェ ニ ル
基 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ７ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 の 好 ま し い 化 合 物 の 具 体 例 を 以 下 に 示 す
が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 下 記 具 体 例 は 遊 離 の 酸 の 構 造 で 示 す が 、 任 意
の 塩 と し て 用 い て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ９ １ 】
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【 化 ４ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ９ ２ 】
一 般 式 （ Ｌ － ７ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 の 詳 細 の 説 明 は 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ８ ５ ３ ５
１ 号 公 報 に 記 載 さ れ て お り 、 前 記 公 報 に 記 載 の 化 合 物 を 好 ま し く 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ９ ３ 】
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【 化 ４ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ９ ４ 】
　 前 記 式 （ Ｌ － ８ ） 中 、 Ｒ 2 1 は 置 換 基 を 有 す る フ ェ ニ ル 基 ま た は 置 換 基 を 有 す る ナ フ チ ル
基 を 表 し 、 Ｒ 2 ２ は 置 換 基 を 有 す る フ ェ ニ レ ン 基 ま た は 置 換 基 を 有 す る ナ フ チ レ ン 基 を 表
し 、 Ｒ 2 3 は 少 な く と も １ つ の 二 重 結 合 及 び 置 換 基 を 有 す る ５ ～ ７ 員 環 の ヘ テ ロ 環 基 を 表 す
。 さ ら に 前 記 Ｒ 2 1 ～ Ｒ 2 3 に お け る 前 記 置 換 基 は 独 立 し て 、 Ｏ Ｈ 、 Ｓ Ｏ ３ Ｈ 、 Ｐ Ｏ ３ Ｈ ２ 、
Ｃ Ｏ ２ Ｈ 、 Ｎ Ｏ ２ 、 Ｎ Ｈ ２ 、 炭 素 数 1～ ４ の ア ル キ ル 基 、 置 換 基 を 有 す る ア ル キ ル 基 、 炭
素 数 1～ ４ の ア ル コ キ シ 基 、 置 換 基 を 有 す る ア ル コ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 、 置 換 基 を 有 す る ア
ミ ノ 基 、 及 び 置 換 基 を 有 す る フ ェ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ８ ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 一 般 式 （ Ｌ － ９ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 か
ら な る 群 か ら 選 ば れ る 化 合 物 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ９ ６ 】
【 化 ４ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ９ ７ 】
　 前 記 式 （ Ｌ － ９ ） 中 、 Ｒ 3 1 ～ Ｒ 3 9 は 独 立 し て 、 Ｈ 、 Ｏ Ｈ 、 Ｓ Ｏ ３ Ｈ 、 Ｐ Ｏ ３ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｏ

２ Ｈ 、 Ｎ Ｏ ２ 、 及 び Ｎ Ｈ ２ か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 基 を 表 す 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ８ ） 、 及 び （ Ｌ － ９ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 の 好 ま し い 化 合 物 の 具
体 例 を 以 下 に 示 す が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 下 記 具 体 例 は 遊 離 の 酸 の 構
造 で 示 す が 、 任 意 の 塩 と し て 用 い て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ９ ９ 】
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【 化 ４ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ８ ） 、 及 び （ Ｌ － ９ ） で 表 さ れ る 化 合 物 及 び そ の 塩 の 詳 細 の 説 明 は 国 際 出
願 公 開 Ｗ Ｏ ０ ３ ／ １ ０ ６ ５ ７ ２ パ ン フ レ ッ ト 、 及 び 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ２ ７ １ 号 公 報 に 記 載
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さ れ て お り 、 前 記 公 報 に 記 載 の 化 合 物 を 好 ま し く 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 本 発 明 で は 色 補 正 染 料 と し て 後 述 す る 水 溶 性 短 波 染 料 Ｓ を 併 用 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
（ 水 溶 性 短 波 染 料 Ｓ ）
　 本 発 明 で 用 い る こ と の で き る 水 溶 性 短 波 染 料 Ｓ は 、 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル の 極
大 （ 吸 収 極 大 ： λ max） が 400nm～ 540nmで あ る 。 さ ら に 吸 収 ス ペ ク ト ル の 半 値 幅 が 90nm～ 2
00nmで 、 ブ ロ ー ド な 吸 収 を 達 成 す る 染 料 で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 前 記 水 溶 性 短 波 染 料 Ｓ の 吸 収 ス ペ ク ト ル は 、 単 一 化 合 物 を 用 い て 測 定 さ れ た も の で あ る
。 即 ち 、 本 発 明 の 水 溶 性 短 波 染 料 Ｓ は 、 水 溶 媒 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル を 測 定 す る 場 合 、
複 数 の 化 合 物 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 所 望 の 吸 収 極 大 お よ び 半 値 幅 と い っ た 物 性 を 示 す
も の で は な く 、 １ つ の 化 合 物 に よ り か か る 物 性 を 示 す こ と を 意 味 す る 。 な お 、 本 発 明 に お
い て 、 前 記 水 溶 性 短 波 染 料 Ｓ （ 以 下 、 「 短 波 染 料 Ｓ 」 と も 記 す 。 ） と し て 前 記 吸 収 ス ペ ク
ト ル を 満 た す も の で あ れ ば 、 互 い に 構 造 の 異 な る 化 合 物 を 併 用 し て も 差 し 支 え な い こ と は
明 ら か で あ る 。
　 短 波 染 料 Ｓ は 、 か か る 吸 収 特 性 を 有 し て い る 為 、 ジ ス ア ゾ 染 料 ま た は ト リ ス ア ゾ 染 料 な
ど の 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ の 吸 収 ス ペ ク ト ル で 不 足 と な り が ち な 、 青 色 か ら 緑 色 に か け て 広 い
範 囲 の 光 を 吸 収 す る こ と が で き 、 補 色 染 料 と し て 好 ま し い 吸 収 特 性 を 有 す る 。
　 短 波 染 料 Ｓ の 吸 収 極 大 と し て は 、 400nm～ 540nmの 間 で あ る こ と が 好 ま し く 、 460nm～ 500
nmに あ る こ と が 特 に 好 ま し い 。
　 短 波 染 料 Ｓ の 吸 収 極 大 に お け る 半 値 幅 と し て は 、 100nm～ 180nmの 間 に あ る こ と が 好 ま し
く 、 110nm～ 160nmの 間 に あ る こ と が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 短 波 染 料 Ｓ は 、 一 般 的 な 色 素 に 存 在 す る 解 離 性 の フ ェ ノ ー ル 性 水 酸 基 を
有 し な い こ と が 好 ま し く 、 か か る 構 造 に よ り 、 使 用 す る 受 像 材 料 に 依 存 し た 色 調 変 化 が 少
な い 、 空 気 中 の オ ゾ ン 等 の 酸 化 性 ガ ス に 対 す る 反 応 性 が 低 く 耐 ガ ス 性 に 優 れ る 、 と い っ た
好 ま し い 性 能 を 有 す る 。
　 こ こ で 、 解 離 性 の フ ェ ノ ー ル 性 水 酸 基 と は 、 ア リ ー ル 基 に 置 換 さ れ て い る 解 離 性 の 水 酸
基 を 意 味 す る 。 こ の ア リ ー ル 基 は 、 他 の 置 換 基 で 置 換 さ れ て い て も よ い 。
　 さ ら に 、 本 発 明 の 短 波 染 料 Ｓ は 、 １ 分 子 中 に 2～ 6個 の ア ゾ 基 を 有 す る こ と が 好 ま し く 、
か か る 構 造 に よ り 、 発 色 性 を 増 強 さ せ 、 ま た 、 色 素 平 面 が 大 き く 広 が っ て い る た め に 定 着
性 の 良 い 画 像 を 与 え る こ と が で き る 。
　 ま た 、 該 ア ゾ 基 の 数 は 、 発 色 性 、 定 着 性 の 観 点 か ら 、 １ 分 子 中 ４ ～ ６ 個 で あ る こ と が よ
り 好 ま し い 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 か か る 短 波 染 料 Ｓ と し て は 、 本 明 細 書 で 定 義 さ れ る 物 性 を 有 し 、 前 記 課 題 を 解 決 す る も
の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 下 記 一 般 式 で 表 さ れ た ポ リ ア ゾ 染 料 を 挙 げ る こ と が で き
る 。
（ Ｄ ） n－ Ｙ
　 前 記 一 般 式 に お い て 、 Ｄ は 互 い に 共 役 し た １ ～ ３ 個 の ア ゾ 基 と 、 合 計 で ２ ０ 個 以 上 の π
電 子 を 有 す る ３ ～ ４ 個 の 芳 香 族 環 よ り 構 成 さ れ る 発 色 団 か ら な る 色 素 残 基 を 表 し 、 ｎ は １
も し く は ２ で あ り 、 ｎ が １ の 時 、 Ｙ は 水 素 原 子 を 表 し 、 ｎ が ２ の 時 、 Ｙ は ２ 価 の 連 結 基 を
表 す 。 な お 、 発 色 団 を 構 成 す る 芳 香 族 環 は ヘ テ ロ 環 で あ っ て も 炭 化 水 素 環 で あ っ て も 良 い
が 、 好 ま し く は 炭 化 水 素 環 で あ る 。 芳 香 族 環 上 の π 電 子 の 数 は 、 発 色 団 を 構 成 す る 芳 香 族
環 が 縮 合 環 で あ る 場 合 に は 縮 合 環 全 体 と し て の π 電 子 の 数 を 数 え る も の と し 、 例 え ば ナ フ
タ レ ン 環 は １ ０ 個 の π 電 子 で あ る 。 Ｙ で 表 さ れ る ２ 価 の 連 結 基 は 、 ア ル キ レ ン 基 、 ア リ ー
レ ン 基 、 ヘ テ ロ 環 残 基 、 － Ｃ Ｏ － 、 － Ｓ Ｏ ｎ － （ ｎ は ０ 、 １ 、 ２ ） 、 － Ｎ Ｒ － （ Ｒ は 水 素
原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 を 表 す ） 、 － Ｏ － 、 お よ び こ れ ら の 連 結 基 を 組 み 合 わ せ た
二 価 の 基 で あ り 、 さ ら に そ れ ら は ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア ミ ノ 基 、 ア
シ ル 基 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 水 酸 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ス ル フ ァ モ イ ル 基 、
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カ ル バ モ イ ル 基 、 ス ル ホ ン ア ミ ド 基 等 の 置 換 基 を 有 し て い て も 良 い 。 中 で も 好 ま し い 連 結
基 の 例 と し て は 、 － Ｎ Ｈ -Ｃ Ｏ -Ｎ Ｈ － 、 － Ｎ Ｈ － Ｃ Ｓ － Ｎ Ｈ － 、 及 び 下 記 一 般 式 の 基 を 挙
げ る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 本 願 明 細 書 に お い て 、 ア ル キ ル 基 と は 、 直 鎖 状 、 分 岐 状 、 環 状 （ 単 環 で も 多 環 で も よ く
、 多 環 の 場 合 は 有 橋 で も ス ピ ロ で も よ い ） あ る い は こ れ ら を 組 合 せ て 得 ら れ る １ 価 飽 和 炭
化 水 素 基 を 意 味 し 、 シ ク ロ ア ル キ ル 基 、 シ ク ロ ア ル キ ル ア ル キ ル 基 等 を 包 含 す る 概 念 で あ
り 、 更 に 置 換 基 に よ り 置 換 さ れ て い て も よ い 場 合 は 、 置 換 ア ル キ ル 基 を 包 含 す る 。
　 本 願 明 細 書 に お い て 、 ア ル ケ ニ ル 基 と は 、 直 鎖 状 、 分 岐 状 、 環 状 （ 単 環 で も 多 環 で も よ
く 、 多 環 の 場 合 は 有 橋 で も ス ピ ロ で も よ い ） あ る い は こ れ ら を 組 合 せ て 得 ら れ る 芳 香 族 を
除 く 炭 素 － 炭 素 二 重 結 合 を １ 以 上 含 む １ 価 不 飽 和 炭 化 水 素 基 を 意 味 す る 概 念 で あ り 、 更 に
置 換 基 に よ り 置 換 さ れ て い て も よ い 場 合 は 、 置 換 ア ル ケ ニ ル 基 を 包 含 す る 。
　 本 願 明 細 書 に お い て 、 例 え ば 、 置 換 ア ル キ ル 基 と は 、 ア ル キ ル 基 の 水 素 原 子 が 他 の 置 換
基 で 置 換 さ れ て い る ア ル キ ル 基 を 意 味 し 、 該 置 換 基 は １ 種 以 上 を 各 々 １ 個 以 上 置 換 し 得 る
。 他 の 置 換 ア リ ー ル 基 等 も 前 記 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
【 化 ４ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ０ ７ 】
　 前 記 一 般 式 に お い て 、 Ｘ は 水 酸 基 、 ス ル ホ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基 、 ア ミ
ノ 基 （ ア ル キ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル ア ミ ノ 基 を 含 む ） 、 ま た は ア ル キ ル も し く は ア リ ー ル
ス ル フ ェ ニ ル 基 を 表 し 、 各 基 は さ ら に 置 換 基 を 有 し て い て も 良 い 。
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 例 え ば 、 か か る 短 波 染 料 Ｓ と し て は 、 市 販 の C.I.Direct Red８ ４ 、 同 Brown１ ０ ６ 、 同 B
rown２ ０ ２ が 有 用 で あ り 、 中 で も 多 く の 黒 染 料 の 色 調 調 整 に 使 用 で き 発 色 性 ， 堅 牢 性 ，
定 着 性 に も 優 れ る C.I.Direct Red８ ４ が 特 に 有 用 で あ る 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 以 下 に 本 発 明 で 好 ま し く 用 い ら れ る 短 波 染 料 Ｓ の 例 を 遊 離 の 酸 の 構 造 で 示 す が
、 任 意 の 塩 と し て 用 い て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
　 好 ま し い カ ウ ン タ ー カ チ オ ン と し て は 、 ア ル カ リ 金 属 （ 例 え ば 、 リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム
、 カ リ ウ ム ） 、 ア ン モ ニ ウ ム 、 及 び 有 機 の カ チ オ ン （ 例 え ば ピ リ ジ ニ ウ ム 、 テ ト ラ メ チ ル
ア ン モ ニ ウ ム 、 グ ア ニ ジ ニ ウ ム ） を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ２ １ ０ 】
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【 化 ５ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ １ １ 】
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【 化 ５ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ １ ２ 】
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【 化 ５ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ １ ３ 】
　 中 で も 、 C.I.Direct Red８ ４ （ 前 記 化 合 物 例 SB-２ の ナ ト リ ウ ム 塩 ） 、 同 Brown １ ０ ６
（ 前 記 化 合 物 例 SB-14の ナ ト リ ウ ム 塩 ） は 、 市 販 染 料 と し て 入 手 可 能 で あ る た め 好 適 で あ
り 、 中 で も 多 く の 黒 染 料 の 色 調 調 整 に 使 用 で き 、 発 色 性 ， 堅 牢 性 ， 定 着 性 に も 優 れ る C.I.
Direct Red８ ４ が 特 に 有 用 で あ る 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 C.I.Direct Red８ ４ 、 同 Brown １ ０ ６ の 対 塩 の 例 に は 、 ア ン モ ニ ウ ム 、 ア ル
カ リ 金 属 （ 例 、 リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム ） 及 び 有 機 カ チ オ ン （ 例 、 テ ト ラ メ チ ル
ア ン モ ニ ウ ム 、 テ ト ラ メ チ ル グ ア ニ ジ ニ ウ ム 、 テ ト ラ メ チ ル ホ ス ホ ニ ウ ム ） な ど が 挙 げ ら
れ る 。 対 塩 と し て は ア ン モ ニ ウ ム 、 リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 及 び カ リ ウ ム が 好 ま し く 、 中
で も ナ ト リ ウ ム 及 び リ チ ウ ム と す る こ と が よ り 好 ま し い 。 ナ ト リ ウ ム 塩 は 前 記 の よ う に 市
販 染 料 と し て 入 手 可 能 で あ る た め 好 適 で あ る 。 リ チ ウ ム 塩 と す る と 染 料 の 水 溶 性 が 向 上 す
る こ と が わ か っ て お り 、 イ ン ク 状 態 で 経 時 で の 安 定 性 や 析 出 の 観 点 か ら 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ２ １ ５ 】
　 尚 、 市 販 の 染 料 以 外 の 前 記 短 波 染 料 Ｓ に つ い て も 、 カ ラ ー イ ン デ ッ ク ス 第 4巻 （ The Soc
iety of Dyers and Colourists 発 行 ） に 記 載 さ れ て い る C.I.Direct Red８ ４ 、 も し く は
同 Brown １ ０ ６ の 合 成 ル ー ト に 従 っ て 、 市 販 の 原 料 か ら 容 易 に 合 成 で き る 。
【 ０ ２ １ ６ 】
　 本 発 明 の 黒 イ ン ク 組 成 物 は 、 前 記 短 波 染 料 Ｓ を 0.1～ 4質 量 ％ 、 好 ま し く は 0.5～ 3.0質 量
％ 、 特 に 好 ま し く は 1.0～ 2.5質 量 ％ 含 有 す る こ と が 好 ま し い が 、 所 望 に よ り 、 適 宜 変 更 す
る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ １ ７ 】
（ そ の 他 の 染 料 ）
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 ブ ラ ッ ク イ ン ク 組 成 物 の 色 調 な ど を 調 整 す る た め に 耐
光 性 ・ 耐 オ ゾ ン 性 を 大 き く 損 ね な い 範 囲 で 、 さ ら に そ の 他 の 染 料 を 併 用 す る こ と も で き る
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。
【 ０ ２ １ ８ 】
　 イ エ ロ ー 染 料 と し て は 、 例 え ば カ ッ プ リ ン グ 成 分 と し て フ ェ ノ ー ル 類 、 ナ フ ト ー ル 類 、
ア ニ リ ン 類 、 ピ ラ ゾ ロ ン 類 、 ピ リ ド ン 類 、 開 鎖 型 活 性 メ チ レ ン 化 合 物 類 を 有 す る ア リ ー ル
も し く は ヘ テ リ ル ア ゾ 染 料 ； 例 え ば カ ッ プ リ ン グ 成 分 と し て 開 鎖 型 活 性 メ チ レ ン 化 合 物 類
を 有 す る ア ゾ メ チ ン 染 料 ； 例 え ば ベ ン ジ リ デ ン 染 料 や モ ノ メ チ ン オ キ ソ ノ ー ル 染 料 等 の よ
う な メ チ ン 染 料 ； 例 え ば ナ フ ト キ ノ ン 染 料 、 ア ン ト ラ キ ノ ン 染 料 等 の よ う な キ ノ ン 系 染 料
な ど が あ り 、 こ れ 以 外 の 染 料 種 と し て は キ ノ フ タ ロ ン 染 料 、 ニ ト ロ ・ ニ ト ロ ソ 染 料 、 ア ク
リ ジ ン 染 料 、 ア ク リ ジ ノ ン 染 料 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ れ ら の 染 料 は 、 ク ロ モ フ ォ ア
の 一 部 が 解 離 し て 初 め て イ エ ロ ー を 呈 す る も の で あ っ て も よ く 、 そ の 場 合 の カ ウ ン タ ー カ
チ オ ン は ア ル カ リ 金 属 や 、 ア ン モ ニ ウ ム の よ う な 無 機 の カ チ オ ン で あ っ て も よ い し 、 ピ リ
ジ ニ ウ ム 、 ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 の よ う な 有 機 の カ チ オ ン で あ っ て も よ く 、 さ ら に は そ れ ら
を 部 分 構 造 に 有 す る ポ リ マ ー カ チ オ ン で あ っ て も よ い 。
【 ０ ２ １ ９ 】
　 マ ゼ ン タ 染 料 と し て は 、 例 え ば カ ッ プ リ ン グ 成 分 と し て フ ェ ノ ー ル 類 、 ナ フ ト ー ル 類 、
ア ニ リ ン 類 を 有 す る ア リ ー ル も し く は ヘ テ リ ル ア ゾ 染 料 ； 例 え ば カ ッ プ リ ン グ 成 分 と し て
ピ ラ ゾ ロ ン 類 、 ピ ラ ゾ ロ ト リ ア ゾ ー ル 類 を 有 す る ア ゾ メ チ ン 染 料 ； 例 え ば ア リ ー リ デ ン 染
料 、 ス チ リ ル 染 料 、 メ ロ シ ア ニ ン 染 料 、 オ キ ソ ノ ー ル 染 料 の よ う な メ チ ン 染 料 ； ジ フ ェ ニ
ル メ タ ン 染 料 、 ト リ フ ェ ニ ル メ タ ン 染 料 、 キ サ ン テ ン 染 料 の よ う な カ ル ボ ニ ウ ム 染 料 、 例
え ば ナ フ ト キ ノ ン 、 ア ン ト ラ キ ノ ン 、 ア ン ト ラ ピ リ ド ン な ど の よ う な キ ノ ン 系 染 料 、 例 え
ば ジ オ キ サ ジ ン 染 料 等 の よ う な 縮 合 多 環 系 色 素 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ れ ら の 染 料 は
、 ク ロ モ フ ォ ア の 一 部 が 解 離 し て 初 め て マ ゼ ン タ を 呈 す る も の で あ っ て も よ く 、 そ の 場 合
の カ ウ ン タ ー カ チ オ ン は ア ル カ リ 金 属 や 、 ア ン モ ニ ウ ム の よ う な 無 機 の カ チ オ ン で あ っ て
も よ い し 、 ピ リ ジ ニ ウ ム 、 ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 の よ う な 有 機 の カ チ オ ン で あ っ て も よ く 、
さ ら に は そ れ ら を 部 分 構 造 に 有 す る ポ リ マ ー カ チ オ ン で あ っ て も よ い 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
　 シ ア ン 染 料 と し て は 、 例 え ば イ ン ド ア ニ リ ン 染 料 、 イ ン ド フ ェ ノ ー ル 染 料 の よ う な ア ゾ
メ チ ン 染 料 ； シ ア ニ ン 染 料 、 オ キ ソ ノ ー ル 染 料 、 メ ロ シ ア ニ ン 染 料 の よ う な ポ リ メ チ ン 染
料 ； ジ フ ェ ニ ル メ タ ン 染 料 、 ト リ フ ェ ニ ル メ タ ン 染 料 、 キ サ ン テ ン 染 料 の よ う な カ ル ボ ニ
ウ ム 染 料 ； フ タ ロ シ ア ニ ン 染 料 ； ア ン ト ラ キ ノ ン 染 料 ； 例 え ば カ ッ プ リ ン グ 成 分 と し て フ
ェ ノ ー ル 類 、 ナ フ ト ー ル 類 、 ア ニ リ ン 類 を 有 す る ア リ ー ル も し く は ヘ テ リ ル ア ゾ 染 料 、 イ
ン ジ ゴ ・ チ オ イ ン ジ ゴ 染 料 を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ れ ら の 染 料 は 、 ク ロ モ フ ォ ア の 一 部
が 解 離 し て 初 め て シ ア ン を 呈 す る も の で あ っ て も よ く 、 そ の 場 合 の カ ウ ン タ ー カ チ オ ン は
ア ル カ リ 金 属 や 、 ア ン モ ニ ウ ム の よ う な 無 機 の カ チ オ ン で あ っ て も よ い し 、 ピ リ ジ ニ ウ ム
、 ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 の よ う な 有 機 の カ チ オ ン で あ っ て も よ く 、 さ ら に は そ れ ら を 部 分 構
造 に 有 す る ポ リ マ ー カ チ オ ン で あ っ て も よ い 。
【 ０ ２ ２ １ 】
　 ま た 、 ポ リ ア ゾ 染 料 な ど の ブ ラ ッ ク 染 料 も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 ま た 、 直 接 染 料 、 酸 性 染 料 、 食 用 染 料 、 塩 基 性 染 料 、 反 応 性 染 料 等 の 水 溶 性 染 料 を 併 用
す る こ と も で き る 。 な か で も 好 ま し い も の と し て は 、 C.I. ダ イ レ ク ト レ ッ ド １ 、 2、 4、 9
、 11、 23、 26、 31、 37、 39、 62、 63、 72、 75、 76、 79、 80、 81、 83、 84、 87、 89、 92、 95
、 111、 173、 184、 207、 211、 212、 214、 218、 219、 223、 224、 225、 226、 227、 232、 233
、 240、 241、 242、 243、 247、 254、 C.I. ダ イ レ ク ト バ イ オ レ ッ ト ７ 、 ９ 、 47、 48、 51、 6
6、 90、 93、 94、 95、 98、 100、 101、 C.I. ダ イ レ ク ト イ エ ロ ー ４ 、 ８ 、 ９ 、 11、 12、 27、
28、 29、 33、 35、 39、 41、 44、 50、 53、 58、 59、 68、 86、 87、 93、 95、 96、 98、 100、 106
、 108、 109、 110、 120、 130、 132、 142、 144、 157、 161、 163、 C.I. ダ イ レ ク ト ブ ル ー １
、 10、 15、 22、 25、 55、 67、 68、 71、 76、 77、 78、 80、 84、 86、 87、 90、 98、 106、 108、
109、 151、 156、 158、 159、 160、 168、 189、 192、 193、 194、 199、 200、 201、 202、 203、
207、 211、 213、 214、 218、 225、 229、 236、 237、 244、 248、 249、 251、 252、 264、 270、
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280、 288、 289、 290、 291、 C.I. ダ イ レ ク ト ブ ラ ッ ク 9、 17、 19、 22、 32、 51、 56、 62、 6
9、 77、 80、 91、 94、 97、 108、 112、 113、 114、 117、 118、 121、 122、 125、 132、 146、 15
4、 166、 168、 173、 199、 C.I. ア シ ッ ド レ ッ ド １ 、 8、 35、 42、 52、 57、 62、 80、 81、 82
、 87、 94、 111、 114、 115、 118、 119、 127、 128、 131、 143、 144、 151、 152、 154、 158、
186、 245、 249、 254、 257、 261、 263、 266、 289、 299、 301、 305、 336、 337、 361、 396、
397、 C.I. ア シ ッ ド バ イ オ レ ッ ト 5、 34、 43、 47、 48、 90、 103、 126、 C.I. ア シ ッ ド イ エ
ロ ー 17、 19、 23、 25、 39、 40、 42、 44、 49、 50、 61、 64、 76、 79、 110、 127、 135、 143、
151、 159、 169、 174、 190、 195、 196、 197、 199、 218、 219、 222、 227、 C.I. ア シ ッ ド ブ
ル ー 9、 25、 40、 41、 62、 72、 76、 78、 80、 82、 87、 92、 106、 112、 113、 120、 127： １ 、
129、 138、 143、 175、 181、 185、 205、 207、 220、 221、 230、 232、 247、 249、 258、 260、
264、 271、 277、 278、 279、 280、 288、 290、 326、 C.I. ア シ ッ ド ブ ラ ッ ク 7、 24、 29、 48
、 52： １ 、 172、 C.I. リ ア ク テ ィ ブ レ ッ ド 3、 6、 13、 17、 19、 21、 22、 23、 24、 29、 35、
37、 40、 41、 43、 45、 49、 55、 63、 106、 107、 112、 113、 114、 126、 127、 128、 129、 130
、 131、 137、 160、 161、 174、 180、 C.I. リ ア ク テ ィ ブ バ イ オ レ ッ ト 1、 3、 4、 5、 6、 7、 8
、 9、 16、 17、 22、 23、 24、 26、 27、 33、 34、 C.I. リ ア ク テ ィ ブ イ エ ロ ー 2、 3、 13、 14、
15、 17、 18、 23、 24、 25、 26、 27、 29、 35、 37、 41、 42、 C.I. リ ア ク テ ィ ブ ブ ル ー 2、 3
、 5、 7、 8、 10、 13、 14、 15、 17、 18、 19、 21、 25、 26、 27、 28、 29、 38、 82、 89、 158、
182、 190、 203、 216、 220、 244、 C.I. リ ア ク テ ィ ブ ブ ラ ッ ク 4、 5、 8、 14、 21、 23、 26、
31、 32、 34、 C.I. ベ ー シ ッ ク レ ッ ド 12、 13、 14、 15、 18、 22、 23、 24、 25、 27、 29、 35
、 36、 38、 39、 45、 46、 C.I. ベ ー シ ッ ク バ イ オ レ ッ ト 1、 2、 3、 7、 10、 15、 16、 20、 21
、 25、 27、 28、 35、 37、 39、 40、 48、 C.I. ベ ー シ ッ ク イ エ ロ ー 1、 2、 4、 11、 13、 14、 15
、 19、 21、 23、 24、 25、 28、 29、 32、 36、 39、 40、 C.I. ベ ー シ ッ ク ブ ル ー 1、 3、 5、 7、 9
、 22、 26、 41、 45、 46、 47、 54、 57、 60、 62、 65、 66、 69、 71、 C.I. ベ ー シ ッ ク ブ ラ ッ
ク 8、 等 が 挙 げ ら れ る が こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 前 記 で 表 さ れ る 染 料 以 外 に 、 下 記 各 公 報 に 記 載 の 染 料 も 併 用 す る こ と も で き る 。 Ｗ Ｏ ０
１ /４ ８ ０ ９ ０ 、 Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ４ /０ ８ ７ ８ １ ５ 、 Ｗ Ｏ ０ ２ /０ ９ ０ ４ ４ １ 、 Ｗ Ｏ ０ ３ /０ ２ ７
１ ８ ５ 、 Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ４ /０ ８ ５ ５ ４ １ 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ２ １ ６ ２ ７ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ２ －
３ ３ ２ ４ １ ８ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ２ ４ １ ９ 号 、 Ｗ Ｏ ０ ２ /０ ５ ９ ２ １ ６ 、 Ｗ Ｏ ０ ２ /０
５ ９ ２ １ ５ 、 Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ４ /０ ８ ７ ８ １ ４ 、 Ｗ Ｏ ０ ０ /５ ８ ４ ０ ７ 、 特 許 第 ３ ５ ５ ８ ２ １ １
号 、 特 許 第 ３ ５ ５ ８ ２ １ ２ 号 、 特 許 第 ３ ５ ５ ８ ２ １ ３ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ２ ３ ６ ０ ５ 号
、 Ｗ Ｏ ０ ４ /１ ０ ４ １ ０ ８ 、 等 が 挙 げ ら れ る が こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ２ ２ ４ 】
　 本 発 明 の ブ ラ ッ ク イ ン ク 組 成 物 は 、 水 溶 性 染 料 少 な く と も ２ 種 を 着 色 剤 と し て 含 み 、 そ
の 着 色 剤 の 合 計 量 が ブ ラ ッ ク イ ン ク 組 成 物 の 総 重 量 に 対 し て ０ ． ５ ～ １ ２ 重 量 ％ 含 ま れ る
こ と が 好 ま し く 、 ３ ． ０ ～ １ ０ ． ０ 重 量 ％ 含 ま れ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。 特 に 好 ま し く
は ５ ． ０ ～ ８ ． ０ 重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
　 ブ ラ ッ ク イ ン ク 組 成 物 中 に 含 ま れ る 前 記 の 染 料 の 合 計 量 が ０ ． ５ 重 量 ％ 以 上 の 場 合 、 そ
の イ ン ク 組 成 物 を 用 い て 記 録 媒 体 に 画 像 等 を 記 録 し た と き に 、 充 分 良 好 な 発 色 や 高 い 画 像
濃 度 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 ま た 、 ブ ラ ッ ク イ ン ク 組 成 物 中 に 含 ま れ る 前 記 の 染 料 の 合 計 量 を １ ２ 重 量 ％ 以 下 に す る
こ と に よ り 、 そ の イ ン ク 組 成 物 の 粘 度 を 好 ま し い 値 に 調 節 す る こ と が で き 、 ま た イ ン ク ジ
ェ ッ ト ヘ ッ ド か ら の イ ン ク 組 成 物 の 吐 出 量 を 安 定 化 す る こ と が で き 、 さ ら に イ ン ク ジ ェ ッ
ト ヘ ッ ド の 目 詰 ま り を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
　 本 発 明 の イ ン ク 組 成 物 に お い て 用 い る こ と が で き る 水 混 和 性 有 機 溶 剤 は 、 乾 燥 防 止 剤 、
浸 透 促 進 剤 、 湿 潤 剤 な ど の 機 能 を 有 す る 材 料 で あ り 、 主 に 高 沸 点 の 水 混 和 性 有 機 溶 媒 が 使
用 さ れ る 。 こ の よ う な 化 合 物 の 具 体 例 は 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ３ １ ８ ７ １ 号 公 報 の ［ ０ ４ １
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９ ］ ～ ［ ０ ４ ２ ３ ］ に 記 載 さ れ て い る 。
　 本 発 明 で は 水 混 和 性 有 機 溶 剤 の 中 で も 、 ア ル コ ー ル 系 溶 媒 が 特 に 好 ま し い 。 ま た 、 本 発
明 の イ ン ク 組 成 物 で は 沸 点 １ ５ ０ ℃ 以 上 の 水 混 和 性 有 機 溶 剤 を 含 む こ と が 好 ま し い 。
　 こ れ ら の 水 混 和 性 有 機 溶 剤 は 、 総 量 で イ ン ク 組 成 物 中 に ５ ～ ６ ０ 質 量 ％ 含 有 す る こ と が
好 ま し く 、 特 に 好 ま し く は １ ０ ～ ４ ５ 質 量 ％ で あ る 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 本 発 明 の イ ン ク 組 成 物 の 吐 出 安 定 性 や 印 字 品 質 、 画 像 の 耐 久 性 等 を 向 上 さ せ る 目 的 で 、
特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ３ １ ８ ７ １ 号 公 報 等 に 記 載 の 界 面 活 性 剤 や 乾 燥 防 止 剤 、 浸 透 促 進 剤 、 尿
素 系 添 加 剤 、 キ レ ー ト 剤 、 紫 外 線 吸 収 剤 、 酸 化 防 止 剤 、 粘 度 調 整 剤 、 表 面 張 力 調 整 剤 、 分
散 剤 、 分 散 安 定 剤 、 防 腐 剤 、 防 黴 剤 、 防 錆 剤 、 ｐ Ｈ 調 整 剤 、 消 泡 剤 、 ポ リ マ ー 材 料 、 酸 プ
レ カ ー サ ー 等 の 添 加 剤 を 適 宜 選 択 し て 使 用 す る 事 が で き る 。 こ れ ら の 添 加 剤 の 好 ま し い 使
用 量 は 、 前 記 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ３ １ ８ ７ １ 号 公 報 等 に 記 載 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
　 ま た 本 発 明 の 黒 イ ン ク 組 成 物 は 、 前 記 成 分 に 加 え て 更 に 滲 み 防 止 剤 、 ブ ロ ン ズ 改 良 剤 、
耐 オ ゾ ン 性 向 上 剤 、 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 添 加 剤 の １ 種 以 上 を 必 要 に 応 じ て 含 有 す る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
（ 滲 み 防 止 剤 ）
　 滲 み 防 止 剤 と し て は 、 ベ タ イ ン 系 界 面 活 性 剤 が 挙 げ ら れ る 。 ベ タ イ ン 系 界 面 活 性 剤 に つ
い て は 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ １ １ ６ ９ ９ 号 公 報 の ［ ０ ０ １ ７ ］ ～ ［ ０ ０ ４ ４ ］ に 記 載 の 化 合 物
を 適 宜 選 択 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ３ １ 】
（ ブ ロ ン ズ 改 良 剤 ）
　 本 発 明 に 用 い ら れ る ブ ロ ン ズ 改 良 剤 は 、 黒 イ ン ク 組 成 物 を 含 む イ ン ク セ ッ ト を 用 い て ベ
タ 印 刷 し た 場 合 に 見 ら れ る ブ ロ ン ズ 現 象 を 弱 め る 、 も し く は 無 く す る 機 能 を 有 す る も の で
あ り 、 例 え ば 、 ブ ロ ン ズ 改 良 剤 と し て は カ ル ボ キ シ ル 基 を 有 す る 芳 香 族 化 合 物 又 は そ の 塩
が 挙 げ ら れ る 。
　 本 発 明 で 使 用 さ れ る カ ル ボ キ シ ル 基 を 有 す る 芳 香 族 化 合 物 又 は そ の 塩 と し て は 、 特 開 ２
０ ０ ４ － ２ ６ ３ １ ５ ５ 号 公 報 の [０ ０ ４ ４ ]に 記 載 の 化 合 物 を 適 宜 選 択 し て 使 用 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ２ ３ ２ 】
　 こ れ ら の カ ル ボ キ シ ル 基 を 有 す る 芳 香 族 化 合 物 及 び ／ 又 は そ の 塩 の 含 有 総 量 は 、 カ ル ボ
キ シ ル 基 を 有 す る 芳 香 族 化 合 物 及 び ／ 又 は そ の 塩 の 種 類 、 染 料 の 種 類 、 溶 媒 成 分 の 種 類 等
に よ り 決 め ら れ る
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 ま た 、 他 の ブ ロ ン ズ 改 良 剤 と し て は 、 １ 分 子 中 に １ ０ を 超 え る 非 局 在 化 π 電 子 を 有 す る
無 色 の 水 溶 性 平 面 状 化 合 物 が 好 ま し い 。
　 こ の 水 溶 性 平 面 状 化 合 物 に つ い て は 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ０ ５ ２ ６ １ 号 公 報 の ［ ０ ０ １ ２ ］
～ ［ ０ ０ ２ ６ ］ に 記 載 の 化 合 物 を 適 宜 選 択 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 こ れ ら の ブ ロ ン ズ 改 良 剤 は 、 黒 イ ン ク 組 成 物 全 重 量 に 対 し 、 好 ま し く は ０ ． １ ～ １ ０ 重
量 ％ 、 さ ら に 好 ま し く は 、 ０ ． ５ ～ ５ 重 量 ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
（ 耐 オ ゾ ン 性 向 上 剤 ）
　 耐 オ ゾ ン 性 向 上 剤 は 、 染 料 の 酸 化 を 抑 制 す る 機 能 を 有 す る 化 合 物 で あ り 、 例 え ば 、 チ オ
ー ル 系 化 合 物 、 ア ミ ジ ン 系 化 合 物 、 カ ル バ ジ ド 系 化 合 物 、 ヒ ド ラ ジ ド 系 化 合 物 、 グ ア ニ ジ
ン 系 化 合 物 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
（ チ オ ー ル 系 化 合 物 ）
　 本 発 明 に 用 い ら れ る チ オ ー ル 系 化 合 物 と は 、 Ｓ Ｈ 基 を 有 す る 化 合 物 で あ り 、 芳 香 族 チ オ
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ー ル 、 脂 肪 族 チ オ ー ル が 好 ま し く 、 一 般 式 （ Ｂ ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 好 ま し い 。
一 般 式 （ Ｂ ） ：
　 Ｒ 1 0 － Ｓ Ｈ
（ 式 中 、 Ｒ は ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 又 は ヘ テ ロ 環 基 で あ る 。 ）
　 前 記 Ｒ 1 0 に つ き 説 明 す る 。
　 ア ル キ ル 基 と し て は 、 好 ま し く は 炭 素 数 １ ～ １ ２ 個 、 更 に 好 ま し く は 炭 素 数 １ ～ ６ 個 の
も の が 挙 げ ら れ る 。
　 ア リ ー ル 基 と し て は 、 好 ま し く は 炭 素 数 ６ ～ １ ８ 個 、 更 に 好 ま し く は 炭 素 数 ６ ～ １ ０ 個
の も の が 挙 げ ら れ る 。
　 ヘ テ ロ 環 基 と し て は 、 フ リ ル 基 、 ピ リ ジ ル 基 、 ピ リ ミ ジ ル 基 、 ピ ロ リ ル 基 、 ピ ロ リ ニ ル
基 、 ピ ロ リ ジ ル 基 、 ジ オ キ ソ リ ル 基 、 ピ ラ ゾ リ ル 基 、 ピ ラ ゾ リ ニ ル 基 、 ピ ラ ゾ リ ジ ル 基 、
イ ミ ダ ゾ リ ル 基 、 オ キ サ ゾ リ ル 基 、 チ ア ゾ リ ル 基 、 オ キ サ ジ ア ゾ リ ル 基 、 ト リ ア ゾ リ ル 基
、 チ ア ジ ア ゾ リ ル 基 、 ピ リ ル 基 、 ピ リ ジ ル 基 、 ピ ペ リ ジ ル 基 、 ジ オ キ サ ニ ル 基 、 モ ル ホ リ
ル 基 、 ピ リ ダ ジ ル 基 、 ピ ラ ジ ル 基 、 ピ ペ ラ ジ ル 基 、 ト リ ア ジ ル 基 、 ト リ チ ア ニ ル 基 等 が 挙
げ ら れ る 。
　 Ｒ 1 0 で 示 さ れ る 前 記 置 換 基 は 、 上 述 の よ う に そ の 水 素 原 子 が 更 に 他 の 任 意 の 置 換 基 に よ
り 置 換 さ れ た も の を 包 含 す る 。 そ の よ う な 置 換 基 と し て は 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 オ キ ソ 基 、
ア ミ ノ 基 、 ア ミ ノ 酸 残 基 （ 好 ま し く は 炭 素 数 ２ ～ ８ 個 ） 、 ア ン モ ニ ウ ム 基 、 ヒ ド ロ キ シ ル
基 、 チ オ ー ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 （ 好 ま し く は 炭 素 数 １ ～ １ ２ 個 ） 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 （ 好 ま
し く は 炭 素 数 １ ～ １ ２ 個 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ア ミ ノ 基 等 が 置 換 さ れ て い て も よ い ） 、 カ ル
バ モ イ ル 基 等 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら 置 換 基 は ２ 種 以 上 が 同 一 分 子 に 置 換 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ２ ３ ７ 】
　 一 般 式 （ Ｂ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の 合 成 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 該 当 す る ア リ ー ル グ リ ニ
ャ ー ル 試 薬 と 単 体 硫 黄 と の 反 応 に よ り Ｒ が ア リ ー ル 基 で あ る チ オ ー ル が 得 ら れ 、 ま た 、 該
当 す る ハ ロ ゲ ン 化 ア ル キ ル と 硫 化 水 素 ナ ト リ ウ ム 又 は チ オ 尿 素 の 反 応 に よ り Ｒ 1 0 が ア ル キ
ル 基 で あ る チ オ ー ル が 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
（ ア ミ ジ ン 系 化 合 物 ）
　 本 発 明 に 用 い ら れ る ア ミ ジ ン 系 化 合 物 と は 、 － Ｃ （ ＝ Ｎ Ｈ ） － Ｎ Ｈ 2 基 （ ア ミ ジ ノ 基 ）
が 炭 素 含 有 基 の 炭 素 原 子 に 結 合 し た 構 造 を 示 す も の を 意 味 し 、 前 記 － Ｃ （ ＝ Ｎ Ｈ ） － Ｎ Ｈ

2 基 の 水 素 原 子 の １ 以 上 は 置 換 基 に よ り 置 換 さ れ て も よ い 。
　 ア ミ ジ ン 系 化 合 物 と し て は 、 一 般 式 （ Ｃ ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ３ ９ 】
【 化 ５ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ４ ０ 】
（ 式 中 、 Ｒ 5 1 、 Ｒ 5 2 、 Ｒ 5 3 、 又 は Ｒ 5 4 は 、 各 々 独 立 に 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基
、 又 は ヘ テ ロ 環 基 を 示 し 、 Ｒ 5 1 が 窒 素 原 子 を 含 む 場 合 、 該 窒 素 原 子 は 式 中 に 示 さ れ た Ｃ と
結 合 す る こ と は な い 。 ）
　 ア ル キ ル 基 と し て は 、 好 ま し く は 炭 素 数 １ ～ １ ２ 個 、 更 に 好 ま し く は 炭 素 数 １ ～ ６ 個 の
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も の が 挙 げ ら れ る 。
　 ア リ ー ル 基 と し て は 、 好 ま し く は 炭 素 数 ６ ～ １ ８ 個 、 更 に 好 ま し く は 炭 素 数 ６ ～ １ ０ 個
の も の が 挙 げ ら れ る 。
　 ヘ テ ロ 環 基 と し て は 、 フ リ ル 基 、 ピ リ ジ ル 基 、 ピ リ ミ ジ ル 基 、 ピ ロ リ ル 基 、 ピ ロ リ ニ ル
基 、 ピ ロ リ ジ ル 基 、 ジ オ キ ソ リ ル 基 、 ピ ラ ゾ リ ル 基 、 ピ ラ ゾ リ ニ ル 基 、 ピ ラ ゾ リ ジ ル 基 、
イ ミ ダ ゾ リ ル 基 、 オ キ サ ゾ リ ル 基 、 チ ア ゾ リ ル 基 、 オ キ サ ジ ア ゾ リ ル 基 、 ト リ ア ゾ リ ル 基
、 チ ア ジ ア ゾ リ ル 基 、 ピ リ ル 基 、 ピ リ ジ ル 基 、 ピ ペ リ ジ ル 基 、 ジ オ キ サ ニ ル 基 、 モ ル ホ リ
ル 基 、 ピ リ ダ ジ ル 基 、 ピ ラ ジ ル 基 、 ピ ペ ラ ジ ル 基 、 ト リ ア ジ ル 基 、 ト リ チ ア ニ ル 基 等 が 挙
げ ら れ る 。
　 Ｒ 5 1 ～ Ｒ 5 4 で 示 さ れ る 置 換 基 は 、 そ の 水 素 原 子 が 更 に 他 の 任 意 の 置 換 基 に よ り 置 換 さ れ
て い て も よ い 。 そ の よ う な 置 換 基 と し て は 、 塩 素 な ど の ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ニ ト ロ 基 、 ア ミ ノ
基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ミ ジ ノ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基 （ ア リ ー ル 部 分 は
、 こ こ で 列 記 す る 置 換 基 に よ り 更 に 置 換 さ れ て い て も よ い ） 等 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら 置 換 基
は ２ 種 以 上 が 同 一 分 子 に 置 換 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 前 記 ア ミ ノ 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、
ア ミ ジ ノ 基 は 、 そ の 水 素 原 子 が 前 記 Ｒ 5 1 ～ Ｒ 5 4 で 示 さ れ る ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル 基 、 又 は
ヘ テ ロ 環 基 で 置 換 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ２ ４ １ 】
　 ア ミ ジ ン 系 化 合 物 は 、 塩 酸 塩 な ど の 塩 の 形 態 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ２ ４ ２ 】
　 一 般 式 （ Ｃ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の 合 成 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 該 当 す る イ ミ ノ エ ー テ ル
の 塩 酸 塩 に ア ン モ ニ ア を 作 用 さ せ る 工 程 を 少 な く と も 経 る こ と に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ４ ３ 】
（ カ ル バ ジ ド 系 化 合 物 ）
　 本 発 明 に 用 い ら れ る カ ル バ ジ ド 系 化 合 物 と は 、 カ ル バ ジ ド 及 び そ の 誘 導 体 を 意 味 し 、 好
ま し く は 一 般 式 （ Ｄ ） Ｒ 5 5 Ｒ 5 6 Ｎ Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｎ Ｒ 5 7 Ｒ 5 8 （ Ｒ 5 5 ～ Ｒ 5 8 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 、
水 素 原 子 ま た は 有 機 基 で あ る 。 ） で 表 さ れ る 化 合 物 で あ る 。
　 前 記 有 機 基 と し て は 、 前 記 Ｒ 5 1 ～ Ｒ 5 4 で 挙 げ ら れ た も の が 好 ま し い 。
　 Ｒ 5 5 ～ Ｒ 5 8 で 示 さ れ る 置 換 基 は 、 そ の 水 素 原 子 が 更 に 他 の 任 意 の 置 換 基 に よ り 置 換 さ れ
た も の を 包 含 す る 。 そ の よ う な 置 換 基 と し て は 、 前 記 Ｒ 5 1 ～ Ｒ 5 4 に 置 換 し 得 る も の と し て
例 示 し た も の の 他 に 、 － Ｈ Ｎ Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｎ Ｒ 5 9 Ｒ 6 0 （ こ こ で 、 Ｒ 5 9 、 Ｒ 6 0 は 、 有 機 基 で あ り
、 そ の 好 ま し い 例 は 、 Ｒ 5 1 ～ Ｒ 5 4 と 同 様 で あ る 。 ） が 好 ま し い も の と し て 挙 げ ら れ る 。 本
発 明 に お い て 、 － Ｈ Ｎ Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｎ Ｒ 5 9 Ｒ 6 0 を カ ル バ ジ ド 構 造 と い う 。 本 発 明 で 用 い ら れ る
カ ル バ ジ ド 系 化 合 物 と し て は 、 同 一 分 子 中 に カ ル バ ジ ド 構 造 を 好 ま し く は ２ つ 以 上 （ 更 に
好 ま し く は ２ ～ ６ つ ） 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ２ ４ ４ 】
　 一 般 式 （ Ｄ ） で 表 さ れ る カ ル バ ジ ド 系 化 合 物 は 、 具 体 的 に は 、 該 当 す る イ ソ シ ア ネ ー ト
や ジ イ ソ シ ア ネ ー ト 、 尿 素 誘 導 体 等 と 、 Ｎ Ｈ 2 Ｎ Ｒ 5 7 Ｒ 5 8 （ Ｒ 5 7 及 び Ｒ 5 8 は 、 前 記 と 同 義
で あ る ） で 表 さ れ る ヒ ド ラ ジ ン 化 合 物 類 と の 縮 合 反 応 等 に よ っ て 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ４ ５ 】
（ ヒ ド ラ ジ ド 系 化 合 物 ）
　 本 発 明 に 用 い ら れ る ヒ ド ラ ジ ド 系 化 合 物 と は 、 ヒ ド ラ ジ ド 及 び そ の 誘 導 体 を 意 味 し 、 好
ま し く は 一 般 式 （ Ｅ ） Ｒ 6 1 Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｎ Ｒ 6 2 Ｒ 6 3 （ Ｒ 6 1 ～ Ｒ 6 3 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 、 水 素 原
子 、 ヒ ド ラ ジ ノ 基 、 ま た は 有 機 基 で あ る 。 ま た 、 Ｒ 6 1 と Ｒ 6 2 ま た は Ｒ 6 3 と 結 合 す る こ と に
よ り 環 を 形 成 し て も よ い 。 ） で 表 さ れ る 化 合 物 で あ る 。
　 前 記 有 機 基 と し て は 、 前 記 一 般 式 （ Ｃ ） の Ｒ 5 1 ～ Ｒ 5 4 で 挙 げ ら れ た も の が 好 ま し い 。
　 Ｒ 6 1 ～ Ｒ 6 3 で 示 さ れ る 置 換 基 は 、 そ の 水 素 原 子 が 更 に 他 の 任 意 の 置 換 基 に よ り 置 換 さ れ
た も の を 包 含 す る 。 そ の よ う な 置 換 基 と し て は 、 前 記 Ｒ 5 1 ～ Ｒ 5 4 に 置 換 し 得 る も の と し て
例 示 し た も の の 他 に 、 ア シ ル 基 、 シ ア ノ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア ラ ル キ ル オ キ シ 基 、 ベ ン ゾ
イ ル 基 、 － Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｎ Ｒ 6 4 Ｒ 6 5 （ こ こ で 、 Ｒ 6 4 、 Ｒ 6 5 は 、 有 機 基 で あ り 、 そ の 好 ま し い 例
は 、 Ｒ 5 1 ～ Ｒ 5 4 と 同 様 で あ る 。 ） が 好 ま し い も の と し て 挙 げ ら れ る 。 本 発 明 に お い て 、 －
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Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｎ Ｒ 1 4 Ｒ 1 5 を ヒ ド ラ ジ ド 構 造 と い う 。 本 発 明 で 用 い ら れ る ヒ ド ラ ジ ド 系 化 合 物 と
し て は 、 同 一 分 子 中 に ヒ ド ラ ジ ド 構 造 を 好 ま し く は ２ つ 以 上 （ 更 に 好 ま し く は ２ ～ ６ つ ）
有 す る も の で あ る 。
【 ０ ２ ４ ６ 】
　 一 般 式 （ Ｅ ） で 表 さ れ る ヒ ド ラ ジ ド 系 化 合 物 は 、 具 体 的 に は 、 該 当 す る カ ル ボ ン 酸 の エ
ス テ ル 、 酸 ハ ロ ゲ ン 化 物 の よ う な 酸 誘 導 体 、 酸 無 水 物 等 と 、 一 般 式 Ｎ Ｈ 2 Ｎ Ｒ 6 2 Ｒ 6 3 （ Ｒ 6

2 及 び Ｒ 6 3 は 、 前 記 と 同 義 で あ る ） で 表 さ れ る ヒ ド ラ ジ ン 化 合 物 類 と の 縮 合 反 応 等 に よ っ
て 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ４ ７ 】
　 耐 オ ゾ ン 性 向 上 剤 の 中 で も グ ア ニ ジ ン 系 化 合 物 が 特 に 好 ま し い 。 以 下 、 グ ア ニ ジ ン 系 化
合 物 に つ い て 詳 述 す る 。
（ グ ア ニ ジ ン 系 化 合 物 ）
　 本 発 明 に 用 い ら れ る グ ア ニ ジ ン 系 化 合 物 と は 、 Ｎ － Ｃ （ ＝ Ｎ ） － Ｎ 構 造 を 有 す る 化 合 物
を 意 味 す る 。
　 グ ア ニ ジ ン 系 化 合 物 と し て は 、 一 般 式 （ Ｆ ） で 表 さ れ る 化 合 物 が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ４ ８ 】
【 化 ５ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ４ ９ 】
　 （ 式 中 、 Ｒ 7 1 、 Ｒ 7 2 、 Ｒ 7 3 、 又 は Ｒ 7 4 は 、 各 々 独 立 に 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ
シ 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 又 は ア ミ ノ 基 を 示 し 、 Ｒ 7 5 は 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア
ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル 基 、 又 は ヘ テ ロ 環 基 を 示 す 。 こ れ ら の ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、
ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 又 は ア ミ ノ 基 は 、 置 換 さ れ て い て も 置 換 さ れ て い な く て も よ い
。 ）
　 ア ル キ ル 基 と し て は 、 好 ま し く は 炭 素 数 １ ～ １ ２ 個 、 特 に 好 ま し く は 炭 素 数 １ ～ ６ 個 の
も の が 挙 げ ら れ る 。
　 ア ル コ キ シ 基 と し て は 、 好 ま し く は 炭 素 数 １ ～ １ ２ 個 、 特 に 好 ま し く は 炭 素 数 １ ～ ６ 個
の も の が 挙 げ ら れ る 。
　 ア リ ー ル 基 と し て は 、 好 ま し く は 炭 素 数 ６ ～ １ ８ 個 、 特 に 好 ま し く は 炭 素 数 ６ ～ １ ０ 個
の も の が 挙 げ ら れ る 。
　 ヘ テ ロ 環 基 と し て は 、 フ リ ル 基 、 ピ リ ジ ル 基 、 ピ リ ミ ジ ル 基 、 ピ ロ リ ル 基 、 ピ ロ リ ニ ル
基 、 ピ ロ リ ジ ル 基 、 ジ オ キ ソ リ ル 基 、 ピ ラ ゾ リ ル 基 、 ピ ラ ゾ リ ニ ル 基 、 ピ ラ ゾ リ ジ ル 基 、
イ ミ ダ ゾ リ ル 基 、 オ キ サ ゾ リ ル 基 、 チ ア ゾ リ ル 基 、 オ キ サ ジ ア ゾ リ ル 基 、 ト リ ア ゾ リ ル 基
、 チ ア ジ ア ゾ リ ル 基 、 ピ リ ル 基 、 ピ リ ジ ル 基 、 ピ ペ リ ジ ル 基 、 ジ オ キ サ ニ ル 基 、 モ ル ホ リ
ル 基 、 ピ リ ダ ジ ル 基 、 ピ ラ ジ ル 基 、 ピ ペ ラ ジ ル 基 、 ト リ ア ジ ル 基 、 ト リ チ ア ニ ル 基 等 が 挙
げ ら れ る 。
　 Ｒ 7 1 ～ Ｒ 7 5 で 示 さ れ る ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル 基 、 ま た は ヘ テ ロ 環 基 は 、
そ の 水 素 原 子 が 更 に 他 の 任 意 の 置 換 基 に よ り 置 換 さ れ た も の を 包 含 す る 。 そ の よ う な 置 換
基 と し て は 、 塩 素 な ど の ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ニ ト ロ 基 、 ア ミ ノ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ヒ ド ロ キ
シ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ミ ジ ノ 基 、 グ ア ニ ジ ノ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基 （ ア リ ー ル 部 分
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は 、 こ こ で 列 記 す る 置 換 基 に よ り 更 に 置 換 さ れ て い て も よ い ） 等 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら 置 換
基 は ２ 種 以 上 が 同 一 分 子 に 置 換 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 前 記 ア ミ ノ 基 、 カ ル バ モ イ ル 基
、 ア ミ ジ ノ 基 、 グ ア ニ ジ ノ 基 は 、 そ の 水 素 原 子 が 前 記 Ｒ 7 1 ～ Ｒ 7 5 で 示 さ れ る ア ル キ ル 基 、
ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル 基 、 又 は ヘ テ ロ 環 基 で 置 換 さ れ て い て も よ い 。
　 Ｒ 7 1 ～ Ｒ 7 4 で 示 さ れ る ア ミ ノ 基 は 、 そ の 水 素 原 子 が 前 記 Ｒ 7 1 ～ Ｒ 7 5 で 示 さ れ る ア ル キ ル
基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル 基 、 又 は ヘ テ ロ 環 基 等 で 置 換 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ２ ５ ０ 】
　 グ ア ニ ジ ン 系 化 合 物 は 、 塩 ま た は 金 属 錯 体 の 形 態 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 塩 酸 塩 、 硝
酸 塩 、 燐 酸 塩 、 ス ル フ ァ ミ ン 酸 塩 、 炭 酸 塩 、 酢 酸 塩 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ２ ５ １ 】
　 一 般 式 （ Ｆ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の 合 成 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 該 当 す る イ ミ ノ エ ー テ ル
の 塩 酸 塩 に ア ン モ ニ ア を 作 用 さ せ る 工 程 を 少 な く と も 経 る こ と に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ５ ２ 】
　 グ ア ニ ジ ン 系 化 合 物 は 、 Ｎ － Ｃ （ ＝ Ｎ ） － Ｎ 構 造 を 有 す る ポ リ マ ー で あ っ て も よ い 。 こ
の よ う な ポ リ マ ー と し て は 、 下 記 一 般 式 （ Ｆ － ａ ） 、 一 般 式 （ Ｆ － ｂ ） 、 一 般 式 （ Ｆ － ｃ
） で 表 さ れ る 繰 り 返 し 単 位 を 含 む 化 合 物 を 挙 げ る こ と が で き る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も
の で は な い 。 な お 、 該 繰 り 返 し 単 位 を 含 む 化 合 物 は 、 オ リ ゴ マ ー で あ っ て も よ い 。 一 般 式
（ Ｆ － ｃ ） で 表 さ れ る 繰 り 返 し 単 位 を 含 む 化 合 物 は 、 モ ノ マ ー で あ っ て も よ い 。 ま た 、 こ
れ ら 化 合 物 は 、 酸 と の 塩 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ５ ３ 】
【 化 ５ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ５ ４ 】
　 一 般 式 （ Ｆ － ａ ） 中 、 Ｒ 7 5 は 前 記 と 同 義 、 Ｒ 7 6 は 、 Ｒ 7 1 、 Ｒ 7 2 、 Ｒ 7 3 、 又 は Ｒ 7 4 の 何 れ
か を 示 し 、 ｎ 個 の Ｒ 7 5 及 び Ｒ 7 6 は 各 々 同 一 で も 異 な っ て も よ い 。 ｎ 7は ２ 以 上 の 整 数 で あ
り 、 好 ま し く は ２ ～ ３ ０ で あ り 、 更 に 好 ま し く は ２ ～ １ ５ で あ る 。 一 般 式 （ Ｆ － ａ ） で 表
さ れ る 繰 り 返 し 単 位 を 含 む 化 合 物 は 、 単 独 重 合 体 で あ っ て も 、 他 の 繰 り 返 し 単 位 、 例 え ば
、 ア ゼ チ ジ ニ ウ ム 等 と の 共 重 合 体 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 末 端 構 造 は 適 宜 選 定 し 得 る が 、
水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 又 は ア ミ ノ 基 が 好 ま し
い 。
【 ０ ２ ５ ５ 】
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【 化 ５ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ５ ６ 】
　 一 般 式 （ Ｆ － ｂ ） 中 、 Ｒ 7 5 及 び Ｒ 7 6 は 前 記 と 同 義 で あ り 、 ｌ 7個 の Ｒ 7 5 及 び Ｒ 7 6 は 各 々
同 一 で も 異 な っ て も よ い 。 ｌ 7は ２ 以 上 の 整 数 で あ り 、 好 ま し く は ２ ～ １ ０ で あ り 、 更 に
好 ま し く は ２ ～ ５ で あ る 。 ｍ 7は １ 以 上 の 整 数 で あ り 、 好 ま し く は １ ～ ６ で あ り 、 更 に 好
ま し く は １ ～ ３ で あ る 。 一 般 式 （ Ｆ － ｂ ） で 表 さ れ る 繰 り 返 し 単 位 を 含 む 化 合 物 は 、 単 独
重 合 体 で あ っ て も 、 他 の 繰 り 返 し 単 位 、 例 え ば 、 ア ゼ チ ジ ニ ウ ム 等 と の 共 重 合 体 で あ っ て
も よ い 。 ま た 、 末 端 構 造 は 適 宜 選 定 し 得 る が 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア
リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環 基 、 又 は ア ミ ノ 基 が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ５ ７ 】
【 化 ５ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ５ ８ 】
　 一 般 式 （ Ｆ － ｃ ） 中 、 Ｒ 7 5 は 前 記 と 同 義 で あ り 、 Ｒ 7 7 は Ｒ 7 1 又 は Ｒ 7 2 と 同 義 で あ り 、 Ｒ

7 8 は Ｒ 7 3 又 は Ｒ 7 4 と 同 義 で あ り 、 ｐ 7個 の Ｒ 7 5 、 Ｒ 7 7 及 び Ｒ 7 8 は 各 々 同 一 で も 異 な っ て も
よ い 。 ｐ は １ 以 上 の 整 数 で あ り 、 好 ま し く は １ ～ １ ０ で あ り 、 更 に 好 ま し く は １ ～ ５ で あ
る 。 一 般 式 （ Ｆ － ｃ ） で 表 さ れ る 繰 り 返 し 単 位 を 含 む 化 合 物 は 、 単 独 重 合 体 で あ っ て も 、
他 の 繰 り 返 し 単 位 、 例 え ば 、 ア ゼ チ ジ ニ ウ ム 等 と の 共 重 合 体 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 末 端
構 造 は 適 宜 選 定 し 得 る が 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル 基 、 ヘ テ ロ 環
基 、 又 は ア ミ ノ 基 が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ５ ９ 】
　 耐 オ ゾ ン 性 向 上 剤 は 、 前 記 種 々 の 化 合 物 を 単 独 ま た は 組 み 合 わ せ て 用 い る こ と が で き 、
そ の 使 用 総 量 は 、 黒 イ ン ク 組 成 物 中 ０ ． １ ～ １ ０ 質 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ６ ０ 】
　 本 発 明 の 黒 イ ン ク 組 成 物 は 、 粘 度 が 、 １ ～ ２ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ で あ る こ と が 好 ま し い 。 更 に
好 ま し く は ２ ～ １ ５ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ で あ り 、 特 に 好 ま し く は ２ ～ １ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ で あ る 。 ２ ０
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ｍ Ｐ ａ ・ ｓ を 超 え る と 記 録 画 像 の 定 着 速 度 が 遅 く な り 、 吐 出 性 能 も 低 下 す る 。 １ ｍ Ｐ ａ ・
ｓ 未 満 で は 、 記 録 画 像 が に じ む た め に 品 位 が 低 下 す る 。 こ の 粘 度 は 、 ２ ５ ℃ に て 測 定 さ れ
る 。 粘 度 は 、 前 記 粘 度 調 整 剤 に よ り 調 整 さ れ る 。 水 混 和 性 有 機 溶 剤 の 添 加 量 は 、 イ ン ク ジ
ェ ッ ト 記 録 用 の 場 合 、 黒 イ ン ク 組 成 物 に 対 し て ５ ～ ７ ０ 質 量 ％ の 範 囲 で 用 い ら れ る こ と が
好 ま し く 、 １ ０ ～ ６ ０ 質 量 ％ の 範 囲 で 用 い ら れ る こ と が 更 に 好 ま し い 。 ま た 、 水 混 和 性 有
機 溶 剤 は ２ 種 以 上 を 併 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ６ １ 】
　 液 体 の 粘 度 測 定 法 は Ｊ Ｉ Ｓ の Ｚ ８ ８ ０ ３ に 詳 細 に 記 載 さ れ て い る が 、 市 販 品 の 粘 度 計 に
て 簡 便 に 測 定 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 回 転 式 で は 東 京 計 器 の Ｂ 型 粘 度 計 、 Ｅ 型 粘 度 計
が あ る 。 本 発 明 で は 山 一 電 機 の 振 動 式 Ｖ Ｍ － １ ０ ０ Ａ － Ｌ 型 に よ り ２ ５ ℃ に て 測 定 し た 。
【 ０ ２ ６ ２ 】
　 本 発 明 の 黒 イ ン ク 組 成 物 は 、 表 面 張 力 が 、 ２ ０ ～ ５ ０ ｍ Ｎ ／ ｍ で あ る こ と が 好 ま し く 、
２ ０ ～ ４ ０ ｍ Ｎ ／ ｍ で あ る こ と が 更 に 好 ま し い 。
　 こ の 表 面 張 力 は 、 動 的 表 面 張 力 及 び 静 的 表 面 張 力 の 両 者 を 意 味 し 、 い ず れ も 、 ２ ５ ℃ に
お い て 測 定 さ れ る 。 表 面 張 力 が ５ ０ ｍ Ｎ ／ ｍ を 超 え る と 吐 出 安 定 性 、 混 色 時 の に じ み 、 ひ
げ 等 印 字 品 質 が 著 し く 低 下 す る 。 ま た 、 イ ン ク の 表 面 張 力 を ２ ０ ｍ Ｎ ／ ｍ 以 下 に す る と 吐
出 時 、 ハ ー ド 表 面 へ の イ ン ク の 付 着 等 に よ り 印 字 不 良 と な る 場 合 が あ る 。 表 面 張 力 の 調 整
は 、 界 面 活 性 剤 等 を 用 い る こ と が 挙 げ ら れ 、 前 記 界 面 活 性 剤 の 項 で 挙 げ た も の を 用 い る こ
と が で き る 。
【 ０ ２ ６ ３ 】
　 静 的 表 面 張 力 測 定 法 と し て は 、 毛 細 管 上 昇 法 、 滴 下 法 、 吊 環 法 等 が 知 ら れ て い る が 、 本
発 明 に お い て は 、 静 的 表 面 張 力 測 定 法 と し て 、 垂 直 板 法 を 用 い て い る 。
　 ガ ラ ス ま た は 白 金 の 薄 い 板 を 液 体 中 に 一 部 分 浸 し て 垂 直 に 吊 る す と 、 液 体 と 板 と の 接 す
る 長 さ に 沿 っ て 液 体 の 表 面 張 力 が 下 向 き に 働 く 。 こ の 力 を 上 向 き の 力 で 釣 り 合 わ せ て 表 面
張 力 を 測 定 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ ６ ４ 】
　 ま た 、 動 的 表 面 張 力 測 定 法 と し て は 、 例 え ば 、 「 新 実 験 化 学 講 座 、 第 １ ８ 巻 、 界 面 と コ
ロ イ ド 」 ［ （ 株 ） 丸 善 、 ｐ ． ６ ９ ～ ９ ０ （ １ ９ ７ ７ ） ］ に 記 載 さ れ る よ う に 、 振 動 ジ ェ ッ
ト 法 、 メ ニ ス カ ス 落 下 法 、 最 大 泡 圧 法 な ど が 知 ら れ て お り 、 さ ら に 、 特 開 平 ３ － ２ ０ ６ ４
号 公 報 に 記 載 さ れ る よ う な 液 膜 破 壊 法 が 知 ら れ て い る が 、 本 発 明 に お い て は 、 動 的 表 面 張
力 測 定 法 と し て 、 バ ブ ル プ レ ッ シ ャ ー 差 圧 法 を 用 い て い る 。 以 下 、 そ の 測 定 原 理 と 方 法 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ２ ６ ５ 】
　 撹 拌 し て 均 一 と な っ た 溶 液 中 で 気 泡 を 生 成 す る と 、 新 た な 気 － 液 界 面 が 生 成 さ れ 、 溶 液
中 の 界 面 活 性 剤 分 子 が 水 の 表 面 に 一 定 速 度 で 集 ま っ て く る 。 バ ブ ル レ ー ト （ 気 泡 の 生 成 速
度 ） を 変 化 さ せ た と き 、 生 成 速 度 が 遅 く な れ ば 、 よ り 多 く の 界 面 活 性 剤 分 子 が 泡 の 表 面 に
集 ま っ て く る た め 、 泡 が は じ け る 直 前 の 最 大 泡 圧 が 小 さ く な り 、 バ ブ ル レ ー ト に 対 す る 最
大 泡 圧 （ 表 面 張 力 ） が 検 出 出 来 る 。 好 ま し い 動 的 表 面 張 力 測 定 と し て は 、 大 小 二 本 の プ ロ
ー ブ を 用 い て 溶 液 中 で 気 泡 を 生 成 さ せ 、 二 本 の プ ロ ー ブ の 最 大 泡 圧 状 態 で の 差 圧 を 測 定 し
、 動 的 表 面 張 力 を 算 出 す る 方 法 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ６ ６ 】
　 本 発 明 の 黒 イ ン ク 組 成 物 は 、 伝 導 度 が 、 ０ ． ０ １ ～ １ ０ Ｓ ／ ｍ で あ る こ と が 好 ま し く 、
中 で も 好 ま し い 範 囲 は ０ ． ０ ５ ～ ５ Ｓ ／ ｍ で あ る 。 こ の 伝 導 度 は 、 ２ ５ ℃ に お い て 測 定 さ
れ る 。 伝 導 度 を 前 記 範 囲 と す る こ と に よ り 、 画 像 保 存 性 が 確 保 さ れ る 。
　 伝 導 度 の 測 定 方 法 は 、 市 販 の 飽 和 塩 化 カ リ ウ ム を 用 い た 電 極 法 に よ り 測 定 可 能 で あ る 。
　 伝 導 度 は 主 に 水 系 溶 液 中 の イ オ ン 濃 度 に よ っ て コ ン ト ロ ー ル 可 能 で あ る 。 塩 濃 度 が 高 い
場 合 、 限 外 濾 過 膜 な ど を 用 い て 脱 塩 す る こ と が で き る 。 ま た 、 塩 等 を 加 え て 伝 導 度 調 節 す
る 場 合 、 種 々 の 有 機 物 塩 や 無 機 物 塩 を 添 加 す る こ と に よ り 調 節 す る こ と が で き る 。
　 無 機 物 塩 と し て は 、 ハ ロ ゲ ン 化 物 カ リ ウ ム 、 ハ ロ ゲ ン 化 物 ナ ト リ ウ ム 、 硫 酸 ナ ト リ ウ ム
、 硫 酸 カ リ ウ ム 、 硫 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 硫 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 硝 酸 ナ ト リ ウ ム 、 硝 酸 カ リ ウ
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ム 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 炭 酸 水 素 カ リ ウ ム 、 リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 リ ン 酸 １ 水 素 ナ ト リ ウ
ム 、 ホ ウ 酸 、 リ ン 酸 ２ 水 素 カ リ ウ ム 、 リ ン 酸 ２ 水 素 ナ ト リ ウ ム 等 の 無 機 化 合 物 や 、 酢 酸 ナ
ト リ ウ ム 、 酢 酸 カ リ ウ ム 、 酒 石 酸 カ リ ウ ム 、 酒 石 酸 ナ ト リ ウ ム 、 安 息 香 酸 ナ ト リ ウ ム 、 安
息 香 酸 カ リ ウ ム 、 ｐ － ト ル エ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 サ ッ カ リ ン 酸 カ リ ウ ム 、 フ タ ル 酸
カ リ ウ ム 、 ピ コ リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 等 の 有 機 化 合 物 を 使 用 す る こ と も で き る 。
　 ま た 、 前 記 添 加 剤 を 選 定 す る こ と に よ っ て も 伝 導 度 を 調 整 し 得 る 。
【 ０ ２ ６ ７ 】
　 本 発 明 の 黒 イ ン ク 組 成 物 は 、 ｐ Ｈ が ７ ～ ９ で あ る こ と が 好 ま し く 、 更 に 好 ま し く は ７ ～
８ で あ る 。 ｐ Ｈ が ７ 未 満 で あ る 場 合 は 染 料 の 溶 解 性 が 低 下 し て ノ ズ ル が 詰 ま り や す く 、 ９
を 超 え る と 耐 水 性 が 劣 化 す る 傾 向 が あ る 。 ｐ Ｈ の 測 定 方 法 は 、 市 販 の 試 験 紙 を 用 い る こ と
も 可 能 で あ る し 、 飽 和 塩 化 カ リ ウ ム を 用 い た 電 極 法 に よ る 測 定 も 可 能 で あ る 。
　 黒 イ ン ク 組 成 物 の ｐ Ｈ は 、 前 記 ｐ Ｈ 調 整 剤 を 用 い る こ と に よ り 調 整 さ れ る 。
【 ０ ２ ６ ８ 】
　 本 発 明 の 黒 イ ン ク 組 成 物 は 、 そ の 画 像 耐 久 性 の 高 さ か ら 、 種 々 の 画 像 記 録 に 使 用 す る こ
と が 可 能 で あ る 。 イ メ ー ジ ン グ 用 の 染 料 と し て は 、 例 え ば 写 真 感 光 材 料 へ の 利 用 、 熱 転 写
材 料 へ の 利 用 、 感 熱 ・ 感 圧 記 録 材 料 へ の 利 用 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 へ の 利 用 な ど 種 々 の 利
用 、 応 用 が 可 能 で あ る が 、 中 で も 好 ま し く は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 用 の 黒 イ ン ク 組 成 物 と
し て の 利 用 が 適 し て い る 。
【 ０ ２ ６ ９ 】
　 　 な お 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 用 イ ン ク 組 成 物 の 調 製 方 法 に つ い て は 、 特 開 平 ５ － １ ４ ８ ４ ３
６ 号 、 同 ５ － ２ ９ ５ ３ １ ２ 号 、 同 ７ － ９ ７ ５ ４ １ 号 、 同 ７ － ８ ２ ５ １ ５ 号 、 同 ７ － １ １ ８
５ ８ ４ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ３ １ ８ ７ １ 号 の 各 工 法 に 詳 細 が 記 載 さ れ て い て 、 本 発 明 の イ
ン ク 組 成 物 の 調 製 に も 利 用 で き る 。
【 ０ ２ ７ ０ 】
　 本 発 明 に 好 適 に 用 い ら れ る 印 字 媒 体 で あ る 記 録 紙 及 び 記 録 フ ィ ル ム と し て は 、 特 開 ２ ０
０ ４ － ３ ３ １ ８ ７ １ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ［ ０ ５ ０ ３ ］ ～ ［ ０ ６ ２ ７ ］ ） 等 に 記 載 の も の を 用
い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ７ １ 】
　 イ ン ク の 製 造 に お い て 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ３ １ ８ ７ １ 号 公 報 に 記 載 の ご と く 、 染 料 な ど
の 添 加 物 の 溶 解 工 程 等 に 超 音 波 振 動 を 加 え る こ と も で き る 。
【 ０ ２ ７ ２ 】
　 本 発 明 の イ ン ク を 作 製 す る 際 に は 、 さ ら に 調 液 し た 後 に 行 わ れ る 、 濾 過 に よ り 固 形 分 で
あ る ゴ ミ を 除 く 工 程 が 重 要 で あ る 。 前 記 濾 過 工 程 に つ い て も 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ３ １ ８ ７
１ 号 公 報 に 記 載 の 通 り で あ る 。
【 ０ ２ ７ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 黒 イ ン ク 組 成 物 は 、 単 色 の 画 像 形 成 の み な ら ず 、 フ ル カ ラ ー の 画 像 形 成
に 用 い る こ と が で き る 。 フ ル カ ラ ー 画 像 を 形 成 す る た め に 、 少 な く と も イ エ ロ ー 、 マ ゼ ン
タ 及 び シ ア ン の イ ン ク 組 成 物 を 含 む イ ン ク セ ッ ト で あ る こ と が 好 ま し く 、 各 色 に つ い て そ
れ ぞ れ 同 一 色 相 で 濃 度 の 異 な る 複 数 色 の イ ン ク 組 成 物 を 用 い る こ と も で き る 。 更 に は 、 レ
ッ ド 、 グ リ ー ン 、 ブ ル ー 、 さ ら に バ イ オ レ ッ ト と 言 っ た 中 間 色 調 の イ ン ク 組 成 物 を 用 い る
こ と も で き る 。
【 ０ ２ ７ ４ 】
　 本 発 明 の イ ン ク セ ッ ト に 好 ま し く 用 い る こ と の で き る イ ン ク 組 成 物 に 含 ま れ る 着 色 剤 と
し て の 染 料 の 例 を 以 下 に 挙 げ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ２ ７ ５ 】
[イ エ ロ ー 染 料 ]
　 イ エ ロ ー 染 料 と し て は 、 国 際 特 許 公 開 Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ５ ／ ０ ７ ５ ５ ７ ３ 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ８
３ ９ ０ ３ 号 （ 段 落 番 号 ［ ０ ０ ２ ４ ］ ～ ［ ０ ０ ６ ２ ］ ） 、 同 ２ ０ ０ ３ － ２ ７ ７ ６ ６ １ 号 （ 段
落 番 号 ［ ０ ０ ２ １ ］ ～ ［ ０ ０ ５ ０ ］ ） 、 同 ２ ０ ０ ３ － ２ ７ ７ ６ ６ ２ 号 （ 段 落 番 号 [0042]～
[0047]） 、 同 ２ ０ ０ ３ － １ ２ ８ ９ ５ ３ 号 （ 段 落 番 号 ［ ０ ０ ２ ５ ］ ～ ［ ０ ０ ７ ６ ］ ） 、 同 ２

10

20

30

40

50

(73) JP 2008-1881 A 2008.1.10



０ ０ ３ － ４ １ １ ６ ０ 号 （ 段 落 番 号 ［ ０ ０ ２ ８ ］ ～ ［ ０ ０ ６ ４ ］ ） 、 米 国 出 願 公 開 Ｕ Ｓ ２ ０
０ ３ /０ ２ １ ３ ４ ０ ５ （ 段 落 番 号 [0108]） 、 に 記 載 さ れ た も の 及 び 下 記 一 般 式 （ Ｙ － １ ）
で あ ら わ さ れ る 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ２ ７ ６ 】
　 一 般 式 （ Ｙ － １ ）
【 化 ５ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ７ ７ 】
　 式 中 、 Ｇ は ヘ テ ロ 環 基 を 表 し 、 ｎ は １ ～ ３ の 整 数 を 表 す 。 ｎ が １ の 時 は 、 Ｒ 、 Ｘ 、 Ｙ 、
Ｚ 、 Ｑ 、 Ｇ は 一 価 の 基 を 表 す 。 ｎ が ２ の 時 は 、 Ｒ 、 Ｘ 、 Ｙ 、 Ｚ 、 Ｑ 、 Ｇ は 一 価 ま た は ２ 価
の 置 換 基 を 表 し 、 少 な く と も １ つ は ２ 価 の 置 換 基 を 表 す 。 ｎ が ３ の 時 は 、 Ｒ 、 Ｘ 、 Ｙ 、 Ｚ
、 Ｑ 、 Ｇ は 一 価 、 ２ 価 ま た は ３ 価 の 置 換 基 を 表 し 、 少 な く と も 二 つ が ２ 価 の 置 換 基 を 表 す
か ま た は 少 な く と も １ つ が ３ 価 の 置 換 基 を 表 す 。
【 ０ ２ ７ ８ 】
　 一 般 式 （ Ｙ － １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 は 　 下 記 一 般 式 （ Ｙ － ２ ） 、 一 般 式 （ Ｙ － ３ ） 、 一
般 式 （ Ｙ － ４ ） 、 一 般 式 （ Ｙ － ５ ） 又 は 一 般 式 （ Ｙ － ６ ） の い ず れ か で 表 さ れ る 化 合 物 で
あ る こ と が 好 ま し い 。
一 般 式 （ Ｙ － ２ ）
【 ０ ２ ７ ９ 】
【 化 ５ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ８ ０ 】
　 式 中 、 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｚ １ 、 及 び Ｚ ２ は 一 価 の 基 を 示 し 、 Ｇ は
５ ～ ８ 員 含 窒 素 ヘ テ ロ 環 を 構 成 す る 原 子 団 を 示 し 、 Ｍ は 水 素 原 子 ま た は カ チ オ ン を 示 す 。
ｍ １ は ０ ～ ３ の 整 数 を 表 す 。
　 一 般 式 （ Ｙ － ３ ）
【 ０ ２ ８ １ 】
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【 化 ６ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ８ ２ 】
　 式 中 、 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ １ １ 、 Ｒ １ ２ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｚ １ 、 及 び Ｚ ２ は 一 価 の 基 を 示 し 、
Ｌ １ は ２ 価 の 連 結 基 を 示 し 、 Ｇ １ 、 Ｇ ２ は そ れ ぞ れ 独 立 に ５ ～ ８ 員 含 窒 素 ヘ テ ロ 環 を 構 成
す る 原 子 団 を 示 し 、 Ｍ は 水 素 原 子 ま た は カ チ オ ン を 示 す 。 ｍ ２ １ 、 ｍ ２ ２ は 、 そ れ ぞ れ 独
立 に ０ ～ ３ の 整 数 を 表 す 。
　 一 般 式 （ Ｙ － ４ ）
【 ０ ２ ８ ３ 】
【 化 ６ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ８ ４ 】
　 式 中 、 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ １ １ 、 Ｒ １ ２ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｙ １ 、 及 び Ｙ ２ は 一 価 の 基 を 示 し 、
Ｌ ２ は ２ 価 の 連 結 基 を 示 し 、 Ｇ １ 、 Ｇ ２ は そ れ ぞ れ 独 立 に ５ ～ ８ 員 含 窒 素 ヘ テ ロ 環 を 構 成
す る 原 子 団 を 示 し 、 Ｍ は 水 素 原 子 ま た は カ チ オ ン を 示 す 。 ｍ ３ １ 、 ｍ ３ ２ は 、 そ れ ぞ れ 独
立 に ０ ～ ３ の 整 数 を 表 す 。
　 一 般 式 （ Ｙ － ５ ）
【 ０ ２ ８ ５ 】
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【 化 ６ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ８ ６ 】
　 式 中 、 Ｒ １ １ 、 Ｒ １ ２ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｚ １ 、 及 び Ｚ ２ は 一 価 の 基 を 示 し 、
Ｌ ３ は ２ 価 の 連 結 基 を 示 し 、 Ｇ １ 、 Ｇ ２ は そ れ ぞ れ 独 立 に ５ ～ ８ 員 含 窒 素 ヘ テ ロ 環 を 構 成
す る 原 子 団 を 示 し 、 Ｍ は 水 素 原 子 ま た は カ チ オ ン を 示 す 。 ｍ ４ １ 、 ｍ ４ ２ は 、 そ れ ぞ れ 独
立 に ０ ～ ３ の 整 数 を 表 す 。
　 一 般 式 （ Ｙ － ６ ）
【 ０ ２ ８ ７ 】
【 化 ６ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ８ ８ 】
　 式 中 、 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ １ １ 、 Ｒ １ ２ 、 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｚ １ 、 及 び Ｚ ２ は 一 価 の 基 を 示 し 、
Ｌ ４ は ２ 価 の 連 結 基 を 示 し 、 Ｇ １ 、 Ｇ ２ は そ れ ぞ れ 独 立 に ５ ～ ８ 員 含 窒 素 ヘ テ ロ 環 を 構 成
す る 原 子 団 を 示 し 、 Ｍ は 水 素 原 子 ま た は カ チ オ ン を 示 す 。 ｍ ５ １ 、 ｍ ５ ２ は 、 そ れ ぞ れ 独
立 に ０ ～ ３ の 整 数 を 表 す 。
【 ０ ２ ８ ９ 】
　 一 般 式 （ Ｙ － ２ ） 、 一 般 式 （ Ｙ － ３ ） 、 一 般 式 （ Ｙ － ４ ） 、 一 般 式 （ Ｙ － ５ ） 、 一 般 式
（ Ｙ － ６ ） 中 、 Ｇ 、 Ｇ １ 及 び Ｇ ２ で 構 成 さ れ る 含 窒 素 ヘ テ ロ 環 が Ｓ － ト リ ア ジ ン 環 で あ る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ２ ９ ０ 】
　 前 記 一 般 式 （ Ｙ － １ ） 、 一 般 式 （ Ｙ － ２ ） 、 一 般 式 （ Ｙ － ３ ） 、 一 般 式 （ Ｙ － ４ ） 、 一
般 式 （ Ｙ － ５ ） お よ び 一 般 式 （ Ｙ － ６ ） で 表 さ れ る 化 合 物 の 具 体 例 （ 例 示 色 素 ｒ － １ ～ ２
６ ） を 以 下 に 示 す が 、 本 発 明 に 用 い ら れ る 色 素 は 、 下 記 の 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ２ ９ １ 】
　 ま た 、 以 下 の 具 体 例 の 構 造 は 遊 離 の 酸 の 形 で 示 さ れ る が 、 任 意 の 塩 と し て 用 い て も 良 い
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こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ２ ９ ２ 】
　 好 ま し い カ ウ ン タ ー カ チ オ ン と し て は 、 ア ル カ リ 金 属 （ 例 え ば 、 リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム
、 カ リ ウ ム ） 、 ア ン モ ニ ウ ム 、 ま た は 有 機 の カ チ オ ン （ 例 え ば ピ リ ジ ニ ウ ム 、 テ ト ラ メ チ
ル ア ン モ ニ ウ ム 、 グ ア ニ ジ ニ ウ ム ） を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ９ ３ 】
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【 化 ６ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ９ ４ 】
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【 化 ６ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ９ ５ 】
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【 化 ６ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ９ ６ 】
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【 化 ６ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ９ ７ 】

10

20

30

40

(81) JP 2008-1881 A 2008.1.10



【 化 ６ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ９ ８ 】
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【 化 ６ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ９ ９ 】
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【 化 ７ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ０ ０ 】
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【 化 ７ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ０ １ 】
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【 化 ７ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ０ ２ 】
[マ ゼ ン タ 染 料 ]
　 マ ゼ ン タ 染 料 と し て は 、 ヘ テ ロ 環 ア ゾ 染 料 が 好 ま し く 、 国 際 公 開 特 許 ２ ０ ０ ２ ／ ８ ３ ７
９ ５ 号 （ 35～ 55頁 ） 、 同 ２ ０ ０ ２ － ８ ３ ６ ６ ２ 号 （ 27～ 42頁 ） 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ４ ９ ５
６ ０ 号 （ 段 落 番 号 [0046]～ [0059]） 、 同 ２ ０ ０ ４ － １ ４ ９ ５ ６ １ 号 （ 段 落 番 号 [0047]～ [0
060]） 、 に 記 載 の 化 合 物 及 び 下 記 一 般 式 （ Ｍ － １ ） で 表 さ れ る ア ゾ 色 素 が 挙 げ ら れ る 。
一 般 式 （ Ｍ － １ ）
【 ０ ３ ０ ３ 】
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【 化 ７ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ０ ４ 】
　 上 記 一 般 式 （ Ｍ － １ ） 中 ： Ａ は 、 ５ 員 複 素 環 ジ ア ゾ 成 分 Ａ -Ｎ Ｈ ２ の 残 基 を 表 す 。
　 Ｂ 3 1 お よ び Ｂ 3 2 は 、 各 々 -Ｃ Ｒ 8 1 ＝ も し く は -Ｃ Ｒ 8 2 ＝ を 表 す か 、 ま た は い ず れ か 一 方 が
窒 素 原 子 、 他 方 が -Ｃ Ｒ 8 1 ＝ も し く は -Ｃ Ｒ 8 2 ＝ を 表 す 。 Ｒ 8 ３ 及 び Ｒ 8 ４ は 、 各 々 独 立 に 、
水 素 原 子 、 脂 肪 族 基 、 芳 香 族 基 、 複 素 環 基 、 ア シ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア リ ー
ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基
、 ま た は ス ル フ ァ モ イ ル 基 を 表 わ す 。 各 基 は 更 に 置 換 基 を 有 し て い て も よ い 。 Ｒ 8 １ 、 Ｒ 8

２ は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 脂 肪 族 基 、 芳 香 族 基 、 複 素 環 基 、 シ ア ノ 基
、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 カ ル バ モ イ ル 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ
ル 基 、 ア シ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基 、 シ リ ル オ キ シ 基 、 ア
シ ル オ キ シ 基 、 カ ル バ モ イ ル オ キ シ 基 、 複 素 環 オ キ シ 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル オ キ シ 基
、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル オ キ シ 基 、 ア ル キ ル ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル ア ミ ノ 基 、 複 素 環 ア
ミ ノ 基 、 ア シ ル ア ミ ノ 基 、 ウ レ イ ド 基 、 ス ル フ ア モ イ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル
ア ミ ノ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ア ル キ ル も し く は ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル ア
ミ ノ 基 、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ニ ト ロ 基 、 ア ル キ ル も し く は ア リ ー ル チ オ
基 、 ア ル キ ル も し く は ア リ ー ル ス ル ホ ニ ル 基 、 ア ル キ ル も し く は ア リ ー ル ス ル フ ィ ニ ル 基
、 ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 ス ル ホ 基 、 ま た は 複 素 環 チ オ 基 を 表 す 。 各 基 は 更 に 置 換 さ れ て い て
も よ い 。 ま た 、 Ｒ 8 1 と Ｒ 8 3 、 ま た は Ｒ 8 3 と Ｒ 8 4 が 結 合 し て ５ ま た は ６ 員 環 を 形 成 し て も よ
い 。 aお よ び eは 各 々 独 立 に 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 ま た は ハ ロ ゲ ン 原 子 を 表 す が 、 a
お よ び e が 共 に ア ル キ ル 基 で あ る 時 は 、 そ の ア ル キ ル 基 を 構 成 す る 炭 素 数 の 合 計 が ３ 以 上
で あ っ て 、 そ れ ら は さ ら に 置 換 さ れ て い て も よ い 。 b、 c、 dは 、 各 々 独 立 に Ｒ 8 1 、 Ｒ ２ と
同 義 で あ り 、 aと b、 ま た は 、 eと dで 互 い に 縮 環 し て い て も よ い 。 但 し 、 一 般 式 （ Ｍ － １ ）
は 、 少 な く と も 一 つ の イ オ ン 性 親 水 性 基 を 有 す る 。
　 Ａ は ５ 員 複 素 環 ジ ア ゾ 成 分 Ａ － Ｎ Ｈ ２ の 残 基 を 表 す 。 該 ５ 員 複 素 環 の ヘ テ ロ 原 子 の 例 に
は 、 Ｎ 、 Ｏ 、 お よ び Ｓ を 挙 げ る こ と が で き る 。 好 し く は 含 窒 素 ５ 員 複 素 環 で あ り 、 複 素 環
に 脂 肪 族 環 、 芳 香 族 環 ま た は 他 の 複 素 環 が 縮 合 し て い て も よ い 。
　 Ａ の 好 ま し い 複 素 環 の 例 に は 、 ピ ラ ゾ ー ル 環 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 環 、 ト リ ア ゾ ー ル 環 、 チ ア
ゾ ー ル 環 、 イ ソ チ ア ゾ ー ル 環 、 チ ア ジ ア ゾ ー ル 環 、 ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 環 、 ベ ン ゾ オ キ サ ゾ
ー ル 環 、 ま た は ベ ン ゾ イ ソ チ ア ゾ ー ル 環 を 挙 げ る こ と が で き る 。 各 複 素 環 基 は 更 に 置 換 基
を 有 し て い て も よ い 。 な か で も ピ ラ ゾ ー ル 環 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 環 、 イ ソ チ ア ゾ ー ル 環 、 チ ア
ジ ア ゾ ー ル 環 、 ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 環 、 ま た は ト リ ア ゾ ー ル 環 が 好 ま し い 。
　 一 般 式 （ Ｍ － １ ） ア ゾ 色 素 が 下 記 一 般 式 （ Ｍ － ２ ） で 表 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ３ ０ ５ 】
一 般 式 （ Ｍ － ２ ）

10

20

30

40

(87) JP 2008-1881 A 2008.1.10



【 化 ７ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ０ ６ 】
　 一 般 式 （ Ｍ － ２ ） 中 、 Ｚ 1 1 は 、 ハ メ ッ ト の 置 換 基 定 数 σ ｐ 値 が ０ ． ２ ０ 以 上 の 電 子 吸 引
性 基 を 表 す 。 Ｚ 1 ２ は 、 水 素 原 子 、 ア シ ル 基 、 脂 肪 族 基 、 芳 香 族 基 ま た は 複 素 環 基 を 表 す
。 Ｒ ８ １ 、 Ｒ ８ ２ 、 Ｒ ８ ３ 、 Ｒ ８ ４ 、 ａ 、 ｂ 、 ｃ 、 ｄ 及 び ｅ は 、 各 々 一 般 式 （ Ｍ － １ ） の
場 合 と 同 義 で あ る 。 Ｑ １ １ は 、 水 素 原 子 、 脂 肪 族 基 、 芳 香 族 基 ま た は 複 素 環 基 を 表 す 。 上
記 Ｚ 1 1 、 Ｚ 1 ２ 及 び Ｑ １ １ の 各 基 は 、 更 に 置 換 基 を 有 し て い て も よ い 。 但 し 、 一 般 式 （ Ｍ
－ ２ ） は 、 少 な く と も 一 つ の イ オ ン 性 親 水 性 基 を 有 す る 。
　 ア ゾ 色 素 の 具 体 例 を 以 下 に 示 す が 、 下 記 の 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ３ ０ ７ 】
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【 ０ ３ ０ ８ 】
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【 化 ７ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ０ ９ 】
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【 化 ７ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ １ ０ 】
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【 化 ７ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ １ １ 】
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【 化 ７ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ １ ２ 】
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【 化 ８ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ １ ３ 】
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【 化 ８ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ １ ４ 】
[シ ア ン 染 料 ]
　 シ ア ン 染 料 と し て は 、 フ タ ロ シ ア ニ ン 染 料 と し て は 、 会 合 性 の フ タ ロ シ ア ニ ン 染 料 が 好
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ま し い 。 会 合 性 の フ タ ロ シ ア ニ ン 染 料 と し て は 、 会 合 性 基 を 有 す る も の が 好 ま し い 。 こ の
会 合 性 基 と は 、 そ の 基 中 に 少 な く と も 分 子 間 で 水 素 結 合 が 可 能 な 結 合 部 位 （ あ る い は 官 能
基 ） を 少 な く と も 有 す る 基 を 意 味 す る 。 該 結 合 部 位 は 、 １ 基 中 に １ 以 上 含 有 す る こ と が で
き る 。 結 合 部 位 と し て は 、 水 酸 基 、 ア ミ ノ 基 、 ア ミ ド 結 合 、 オ キ シ ド 結 合 等 が 挙 げ ら れ 、
同 一 種 も し く は 異 種 間 で 水 素 結 合 が 形 成 さ れ る 。 な お 、 会 合 性 基 は 、 フ タ ロ シ ア ニ ン 染 料
と 任 意 の 添 加 剤 と の 間 で 水 素 結 合 が 可 能 で あ っ て も よ い 。
　 求 電 子 剤 で あ る オ ゾ ン と の 反 応 性 を 下 げ る た め に 、 例 え ば ア ザ フ タ ロ シ ア ニ ン の よ う に
フ タ ロ シ ア ニ ン 骨 格 の 炭 素 原 子 を 部 分 的 に ヘ テ ロ 原 子 に 置 換 し た り 、 電 子 求 引 性 基 を フ タ
ロ シ ア ニ ン 骨 格 に 導 入 し た り し て 、 酸 化 電 位 を １ ． ０ Ｖ （ ｖ ｓ 　 Ｓ Ｃ Ｅ ） よ り も 貴 と す る
こ と が 望 ま し い 。 酸 化 電 位 は 貴 で あ る ほ ど 好 ま し く 、 酸 化 電 位 が １ ． １ Ｖ （ ｖ ｓ Ｓ Ｃ Ｅ ）
よ り も 貴 で あ る こ と が さ ら に 好 ま し く 、 １ ． １ ５ Ｖ （ ｖ ｓ  Ｓ Ｃ Ｅ ） よ り も 貴 で あ る こ と
が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ３ １ ５ 】
　 会 合 性 の フ タ ロ シ ア ニ ン 染 料 と し て は 、 国 際 出 願 公 開 2002/60994号 、 同 2003/811号 、 同
2003/62324号 、 特 開 2003-213167号 、 同 2004-75986号 、 同 2004-323605号 、 同 2004-315758
、 同 2004-315807、 同 2005-179469号 に 記 載 さ れ た も の が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ３ １ ６ 】
　 フ タ ロ シ ア ニ ン 染 料 は 、 前 述 し た 特 許 の 他 、 特 開 2004-315729号 、 同 2005-41856号 、 同 2
004-323511号 に 従 っ て 合 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 出 発 物 質 、 染 料 中 間 体 及 び 合 成
ル － ト に つ い て は こ れ ら に よ り 限 定 さ れ る も の で な い 。
　 本 発 明 の イ ン ク セ ッ ト は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 以 外 の 用 途 に 使 用 す る こ と も で き る 。 例
え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ３ １ ８ ７ １ 号 公 報 の ［ ０ ７ ２ ７ ］ ～ ［ ０ ７ ３ １ ］ 等 に 記 載 の デ ィ
ス プ レ イ 画 像 用 材 料 、 室 内 装 飾 材 料 の 画 像 形 成 材 料 お よ び 屋 外 装 飾 材 料 の 画 像 形 成 材 料 な
ど に 使 用 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ３ １ ７ 】
　 前 記 の 染 料 以 外 に 、 下 記 各 公 報 に 記 載 の 染 料 も 各 色 の イ ン ク 組 成 物 に 好 ま し く 用 い る こ
と が で き る 。 特 開 平 １ ０ － １ ３ ０ ５ ５ ７ 号 、 特 開 平 ９ － ２ ５ ５ ９ ０ ６ 号 、 特 開 平 ６ － ２ ３
４ ９ ４ ４ 号 、 特 開 平 ７ － ９ ７ ５ ４ １ 号 、 Ｅ Ｐ 　 ９ ８ ２ ３ ７ １ 号 、 Ｗ Ｏ ０ ０ /４ ３ ４ ５ ０ 、
Ｗ Ｏ ０ ０ /４ ３ ４ ５ １ 、 Ｗ Ｏ ０ ０ /４ ３ ４ ５ ２ 、 Ｗ Ｏ ０ ０ /４ ３ ４ ５ ３ 、 Ｗ Ｏ ０ ３ /１ ０ ６ ５
７ ２ 、 Ｗ Ｏ ０ ３ /１ ０ ４ ３ ３ ２ 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ３ ８ ８ ６ ２ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ８ ３ ６
０ ９ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ２ ６ １ ９ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ２ ７ １ ３ １ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ２
－ ２ ６ ５ ８ ０ ９ 号 、 、 Ｗ Ｏ ０ １ /４ ８ ０ ９ ０ 、 Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ４ /０ ８ ７ ８ １ ５ 、 Ｗ Ｏ ０ ２ /０
９ ０ ４ ４ １ 、 Ｗ Ｏ ０ ３ /０ ２ ７ １ ８ ５ 、 Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ４ /０ ８ ５ ５ ４ １ 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ２
１ ６ ２ ７ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ２ ４ １ ８ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ２ ４ １ ９ 号 、 Ｗ Ｏ ０ ２
/０ ５ ９ ２ １ ６ 、 Ｗ Ｏ ０ ２ /０ ５ ９ ２ １ ５ 、 Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ４ /０ ８ ７ ８ １ ４ 、 Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ４ /０
４ ６ ２ ５ ２ 、 Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ４ /０ ４ ６ ２ ６ ５ 、 特 許 第 ３ ４ ７ ９ ４ ４ ４ 号 、 Ｕ Ｓ ６ ６ ５ ２ ６ ３
７ Ｂ 、 Ｗ Ｏ ０ ３ /１ ０ ６ ５ ７ ２ 、 Ｗ Ｏ ０ ３ /１ ０ ４ ３ ３ ２ 、 Ｗ Ｏ ０ ０ /５ ８ ４ ０ ７ 、 特 許 第
３ ５ ５ ８ ２ １ １ 号 、 特 許 第 ３ ５ ５ ８ ２ １ ２ 号 、 特 許 第 ３ ５ ５ ８ ２ １ ３ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ４ －
２ ８ ５ ３ ５ １ 号 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ２ ３ ６ ０ ５ 号 、 Ｗ Ｏ ０ ４ /１ ０ ４ １ ０ ８ 。
【 ０ ３ １ ８ 】
［ 記 録 方 法 ］
　 本 発 明 の 記 録 方 法 は 、 本 発 明 の イ ン ク 組 成 物 を 被 記 録 材 に 付 与 す る こ と を 特 徴 と す る 。
本 発 明 の 好 ま し い 記 録 方 法 は 、 好 ま し く は 、 イ ン ク 組 成 物 の 液 滴 を 記 録 媒 体 上 に 吐 出 さ せ
て 記 録 を 行 う こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 方 法 で 、 イ ン ク 組 成 物 に エ ネ ル ギ ー を
供 与 し て 、 被 記 録 材 と し て の 公 知 の 受 像 材 料 、 即 ち 普 通 紙 、 樹 脂 コ ー ト 紙 、 例 え ば 特 開 平
８ － １ ６ ９ １ ７ ２ 号 公 報 、 同 ８ － ２ ７ ６ ９ ３ 号 公 報 、 同 ２ － ２ ７ ６ ６ ７ ０ 号 公 報 、 同 ７ －
２ ７ ６ ７ ８ ９ 号 公 報 、 同 ９ － ３ ２ ３ ４ ７ ５ 号 公 報 、 特 開 昭 ６ ２ － ２ ３ ８ ７ ８ ３ 号 公 報 、 特
開 平 １ ０ － １ ５ ３ ９ ８ ９ 号 公 報 、 同 １ ０ － ２ １ ７ ４ ７ ３ 号 公 報 、 同 １ ０ － ２ ３ ５ ９ ９ ５ 号
公 報 、 同 １ ０ － ３ ３ ７ ９ ４ ７ 号 公 報 、 同 １ ０ － ２ １ ７ ５ ９ ７ 号 公 報 、 同 １ ０ － ３ ３ ７ ９ ４
７ 号 公 報 等 に 記 載 さ れ て い る イ ン ク ジ ェ ッ ト 専 用 紙 、 フ ィ ル ム 、 電 子 写 真 共 用 紙 、 布 帛 、
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ガ ラ ス 、 金 属 、 陶 磁 器 等 に 画 像 を 形 成 す る 。 な お 、 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 方 法 と し
て 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ０ ６ ６ ２ ３ 号 公 報 段 落 番 号 ０ ０ ９ ３ ～ ０ １ ０ ５ の 記 載 が 適 用 で き る 。
【 ０ ３ １ ９ 】
　 画 像 を 形 成 す る 際 に 、 光 沢 性 や 耐 水 性 を 与 え た り 耐 候 性 を 改 善 す る 目 的 か ら ポ リ マ ー ラ
テ ッ ク ス 化 合 物 を 併 用 し て も よ い 。 ラ テ ッ ク ス 化 合 物 を 受 像 材 料 に 付 与 す る 時 期 に つ い て
は 、 着 色 剤 を 付 与 す る 前 で あ っ て も 、 後 で あ っ て も 、 ま た 同 時 で あ っ て も よ く 、 し た が っ
て 添 加 す る 場 所 も 受 像 紙 中 で あ っ て も 、 イ ン ク 中 で あ っ て も よ く 、 あ る い は ポ リ マ ー ラ テ
ッ ク ス 単 独 の 液 状 物 と し て 使 用 し て も 良 い 。
　 具 体 的 に は 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ６ ６ ６ ３ ８ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ １ ４ ４ ０ 号 公 報
、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ４ ２ ０ １ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ４ ６ ９ ６ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０
２ － ０ ８ ０ ７ ５ ９ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ８ ７ ３ ４ ２ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ７ ２ ７
７ ４ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 方 法 を 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ３ ２ ０ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の イ ン ク を 用 い て イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト を す る の に 用 い ら れ る 記 録 紙
及 び 記 録 フ ィ ル ム に つ い て 説 明 す る 。 記 録 紙 及 び 記 録 フ ィ ル ム に お け る 支 持 体 は 、 Ｌ Ｂ Ｋ
Ｐ 、 Ｎ Ｂ Ｋ Ｐ 等 の 化 学 パ ル プ 、 Ｇ Ｐ 、 Ｐ Ｇ Ｗ 、 Ｒ Ｍ Ｐ 、 Ｔ Ｍ Ｐ 、 Ｃ Ｔ Ｍ Ｐ 、 Ｃ Ｍ Ｐ 、 Ｃ Ｇ
Ｐ 等 の 機 械 パ ル プ 、 Ｄ Ｉ Ｐ 等 の 古 紙 パ ル プ 等 か ら な り 、 必 要 に 応 じ て 従 来 公 知 の 顔 料 、 バ
イ ン ダ ー 、 サ イ ズ 剤 、 定 着 剤 、 カ チ オ ン 剤 、 紙 力 増 強 剤 等 の 添 加 剤 を 混 合 し 、 長 網 抄 紙 機
、 円 網 抄 紙 機 等 の 各 種 装 置 で 製 造 さ れ た も の 等 が 使 用 可 能 で あ る 。 こ れ ら の 支 持 体 の 他 に
合 成 紙 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム シ ー ト の い ず れ で あ っ て も よ く 、 支 持 体 の 厚 み は １ ０ ～ ２
５ ０ μ ｍ 、 坪 量 は １ ０ ～ ２ ５ ０ ｇ ／ ｍ 2 が 望 ま し い 。 支 持 体 に は 、 そ の ま ま イ ン ク 受 容 層
及 び バ ッ ク コ ー ト 層 を 設 け て も よ い し 、 デ ン プ ン 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 等 で サ イ ズ プ レ
ス や ア ン カ ー コ ー ト 層 を 設 け た 後 、 イ ン ク 受 容 層 及 び バ ッ ク コ ー 卜 層 を 設 け て も よ い 。 更
に 支 持 体 に は 、 マ シ ン カ レ ン ダ ー 、 Ｔ Ｇ カ レ ン ダ ー 、 ソ フ ト カ レ ン ダ ー 等 の カ レ ン ダ ー 装
置 に よ り 平 坦 化 処 理 を 行 っ て も よ い 。 本 発 明 で は 支 持 体 と し て は 、 両 面 を ポ リ オ レ フ ィ ン
（ 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ ブ テ ン 及 び
そ れ ら の コ ポ リ マ ー ） で ラ ミ ネ ー ト し た 紙 及 び プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム が よ り 好 ま し く 用 い
ら れ る 。 ポ リ オ レ フ ィ ン 中 に 、 白 色 顔 料 （ 例 え ば 、 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 亜 鉛 ） 又 は 色 味 付 け
染 料 （ 例 え ば 、 コ バ ル ト ブ ル ー 、 群 青 、 酸 化 ネ オ ジ ウ ム ） を 添 加 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ３ ２ １ 】
　 支 持 体 上 に 設 け ら れ る イ ン ク 受 容 層 に は 、 顔 料 や 水 性 バ イ ン ダ ー が 含 有 さ れ る 。 顔 料 と
し て は 、 白 色 顔 料 が 好 ま し く 、 白 色 顔 料 と し て は 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 カ オ リ ン 、 タ ル ク 、
ク レ ー 、 珪 藻 土 、 合 成 非 晶 質 シ リ カ 、 珪 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 珪 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 珪 酸 カ ル シ
ウ ム 、 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ア ル ミ ナ 、 リ ト ポ ン 、 ゼ オ ラ イ ト 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 カ ル
シ ウ ム 、 二 酸 化 チ タ ン 、 硫 化 亜 鉛 、 炭 酸 亜 鉛 等 の 白 色 無 機 顔 料 、 ス チ レ ン 系 ピ グ メ ン ト 、
ア ク リ ル 系 ピ グ メ ン ト 、 尿 素 樹 脂 、 メ ラ ミ ン 樹 脂 等 の 有 機 顔 料 等 が 挙 げ ら れ る 。 イ ン ク 受
容 層 に 含 有 さ れ る 白 色 顔 料 と し て は 、 多 孔 性 無 機 顔 料 が 好 ま し く 、 特 に 細 孔 面 積 が 大 き い
合 成 非 晶 質 シ リ カ 等 が 好 適 で あ る 。 合 成 非 晶 質 シ リ カ は 、 乾 式 製 造 法 に よ っ て 得 ら れ る 無
水 珪 酸 及 び 湿 式 製 造 法 に よ っ て 得 ら れ る 含 水 珪 酸 の い ず れ も 使 用 可 能 で あ る が 、 特 に 含 水
珪 酸 を 使 用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ３ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 記 録 方 法 は イ ン ク ジ ェ ッ ト の 記 録 方 式 に 制 限 は な く 、 公 知 の 方 式 、 例 え ば 静 電
誘 引 力 を 利 用 し て イ ン ク を 吐 出 さ せ る 電 荷 制 御 方 式 、 電 歪 素 子 の 機 械 的 変 形 に よ り イ ン ク
滴 を 形 成 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド を 用 い る 、 ピ エ ゾ 素 子 の 振 動 圧 力 を 利 用 す る ド ロ ッ プ
オ ン デ マ ン ド 方 式 （ 圧 力 パ ル ス 方 式 ） 、 電 気 信 号 を 音 響 ビ ー ム に 変 え イ ン ク に 照 射 し て 、
放 射 圧 を 利 用 し て イ ン ク を 吐 出 さ せ る 音 響 イ ン ク ジ ェ ッ ト 方 式 、 及 び イ ン ク を 加 熱 し て 気
泡 を 形 成 し 、 生 じ た 圧 力 を 利 用 す る サ ー マ ル イ ン ク ジ ェ ッ ト 方 式 等 に 用 い ら れ る 。 イ ン ク
ジ ェ ッ ト 記 録 方 式 に は 、 フ ォ ト イ ン ク と 称 す る 濃 度 の 低 い イ ン ク を 小 さ い 体 積 で 多 数 射 出
す る 方 式 、 実 質 的 に 同 じ 色 相 で 濃 度 の 異 な る 複 数 の イ ン ク を 用 い て 画 質 を 改 良 す る 方 式 や
無 色 透 明 の イ ン ク を 用 い る 方 式 が 含 ま れ る 。
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【 実 施 例 】
【 ０ ３ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ っ て 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
（ イ ン ク 原 液 作 製 ）
　 染 料 Ｂ ｌ ａ ｃ ｋ － ６ を ５ ０ ｇ に 超 純 水 （ 比 抵 抗 値 １ ８ Ｍ Ω ・ ｃ ｍ 以 上 ） ８ ５ ０ ｇ を 加 え
て ６ ０ ～ ６ ５ ℃ で 加 熱 し な が ら １ 時 間 攪 拌 し た 。 染 料 が 完 全 に 溶 解 し た 後 、 室 温 ま で 冷 却
し 、 粘 度 低 下 剤 と し て ２ － ピ ロ リ ド ン を １ ０ ０ ｇ 添 加 し 、 防 腐 剤 と し て Ｐ Ｒ Ｏ Ｘ Ｅ Ｌ  Ｘ
Ｌ ２ を １ ． ０ ｇ 添 加 し た 。 １ ０ 分 間 の 攪 拌 の 後 、 平 均 孔 径 ０ ． ２ μ ｍ の ミ ク ロ フ ィ ル タ ー
で 減 圧 濾 過 し て イ ン ク 原 液 を 作 製 し た 。
（ ブ ラ ッ ク イ ン ク の 調 製 ）
　 下 記 の 成 分 に 超 純 水 （ 比 抵 抗 値 １ ８ Ｍ Ω ・ ｃ ｍ 以 上 ） を 加 え １ ０ ０ と し た 後 、 ３ ０ ～ ４
０ ℃ で 加 熱 し な が ら １ 時 間 撹 拌 し た 。 そ の 後 、 平 均 孔 径 ０ ． ２ ５ μ mの ミ ク ロ フ ィ ル タ ー
で 減 圧 濾 過 し て ブ ラ ッ ク イ ン ク 液 を そ れ ぞ れ 調 製 し た 。 な お 表 １ 中 に お い て 、 各 成 分 の 数
値 は イ ン ク 組 成 物 の 質 量 を １ ０ ０ ％ と し た 場 合 の 各 成 分 の 重 量 ％ を 示 し 、 さ ら に 水 の 量 を
示 す 「 残 」 は 、 水 以 外 の 成 分 と あ わ せ て 合 計 １ ０ ０ ％ に な る 量 を 示 す 。
【 ０ ３ ２ ４ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ２ ５ 】
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【 化 ８ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ２ ６ 】
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【 化 ８ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ２ ７ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － ６ ａ ） で 表 さ れ る 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ
（ Ｂ ｌ ａ ｃ ｋ － ７ ）
【 ０ ３ ２ ８ 】
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【 化 ８ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ２ ９ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 こ れ ら の ブ ラ ッ ク イ ン ク を セ イ コ ー エ プ ソ ン （ 株 ） 社 製 イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ Ｐ Ｍ -
Ａ ７ ０ ０ の ブ ラ ッ ク イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ に 装 填 し た 。 Adobe Systems Incorporated製 の 画
像 ソ フ ト Ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ ｓ ｈ ｏ ｐ を 使 用 し て Ｒ ： ０ 、 Ｇ ： ０ 、 Ｂ ： ０ か ら Ｒ ： ２ ５ ５ 、 Ｇ ： ２
５ ５ 、 Ｂ ： ２ ５ ５ ま で 段 階 的 に 濃 度 が 変 化 し た グ レ ー 画 像 （ 以 下 、 階 段 パ タ ー ン と 記 す ）
を 作 成 し 、 「 黒 」 モ ー ド で 印 字 さ せ 、 黒 イ ン ク の み で 印 画 し た 画 像 を 得 た 。 受 像 シ ー ト は
、 エ プ ソ ン （ 株 ） 製 写 真 用 紙 〈 光 沢 〉 を 用 い た 。
（ 評 価 ）
１ ） 色 相 の 評 価 は 、 グ レ ー の 階 段 パ タ ー ン で 、 各 印 字 濃 度 に お け る グ レ ー の 色 調 を 目 視 で
判 断 し て 、 各 濃 度 に お い て 好 ま し い グ レ ー 色 調 を 示 す も の を Ａ 、 グ レ ー バ ラ ン ス が 崩 れ る
濃 度 が 散 見 さ れ る も の を Ｂ 、 殆 ど の 濃 度 で グ レ ー バ ラ ン ス が 崩 れ た も の を Ｃ と し た 。
２ ） 画 像 濃 度 に つ い て は 、 黒 ベ タ （ 画 像 デ ー タ 　 Ｒ ： ０ 、 Ｇ ： ０ 、 Ｂ ： ０ 部 分 ） を X-rite
310濃 度 測 定 機 を 用 い て Dvisを 測 定 し た 。
　 Dvisが ２ ． ４ 以 上 の 場 合 を Ａ 、 Dvisが ２ ． ３ 以 上 、 ２ ． ４ 未 満 の 場 合 を Ｂ 、 Dvisが ２ ．
３ 未 満 の 場 合 を Ｃ と し た 。
３ ） 画 像 保 存 性 に つ い て は 、 グ レ ー 印 字 サ ン プ ル を 用 い て 、 以 下 ４ ） ～ ５ ） の 評 価 を 行 っ
た 。 画 像 保 存 性 の 評 価 は 、 階 段 状 パ タ ー ン の 濃 度 を 、 ス テ ー タ ス Ａ フ ィ ル タ ー を 搭 載 し た
X-rite 310濃 度 測 定 機 を 用 い て 測 定 し 、 Dvis＝ １ ． ０ 付 近 の 点 を 基 準 点 と し て 、 そ こ の 濃
度 変 化 を 測 定 す る こ と に よ り 行 っ た 。
４ ） 光 堅 牢 性 は 、 印 字 直 後 の 極 大 吸 収 波 長 に お け る 濃 度 Ciを gretag macbeth社 製 spectroe
yeを 用 い て 測 定 し た 380nm～ 730nmに お け る 反 射 ス ペ ク ト ル を 求 め た 後 、 ア ト ラ ス 社 製 ウ ェ
ザ ー メ ー タ ー を 用 い 画 像 に キ セ ノ ン 光 （ ８ 万 ５ 千 ル ッ ク ス ） を １ ０ 日 照 射 し た 。 そ の 後 再
び 反 射 ス ペ ク ト ル を 測 定 し 極 大 吸 収 波 長 に お け る 濃 度 Cfを 測 定 し 、 染 料 残 存 率 （ Cf/Ci）
× 100を 求 め 評 価 を 行 っ た 。
　 染 料 残 像 率 が ８ ０ ％ 以 上 の 場 合 を Ａ 、 ７ ０ ～ ８ ０ ％ と な っ た 場 合 を Ｂ 、 ７ ０ ％ 未 満 と な
っ た 場 合 を Ｃ と し た 。
５ ） 耐 オ ゾ ン 性 は 、 印 字 直 後 の 極 大 吸 収 波 長 に お け る 濃 度 Ciを gretag macbeth社 製 spectr
oeyeを 用 い て 測 定 し た 380nm～ 730nmに お け る 反 射 ス ペ ク ト ル を 求 め た 後 、 オ ゾ ン ガ ス 濃 度
が ５ ｐ ｐ ｍ に 設 定 さ れ た ボ ッ ク ス 内 で １ ７ ０ 時 間 オ ゾ ン ガ ス に 暴 露 し た 。 そ の 後 再 び 反 射
ス ペ ク ト ル を 測 定 し 極 大 吸 収 波 長 に お け る 濃 度 Cfを 測 定 し 、 染 料 残 存 率 Cf/Ci× 100を 求 め
評 価 を 行 っ た 。
　 ボ ッ ク ス 内 の オ ゾ ン ガ ス 濃 度 は 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｌ Ｉ Ｃ Ｓ 製 オ ゾ ン ガ ス モ ニ タ （ モ デ ル ： Ｏ Ｚ Ｇ
－ Ｅ Ｍ － ０ １ ） を 用 い て 設 定 し た 。
　 染 料 残 像 率 が ８ ０ ％ 以 上 の 場 合 を Ａ 、 ７ ０ ～ ８ ０ ％ と な っ た 場 合 を Ｂ 、 ７ ０ ％ 未 満 と な
っ た 場 合 を Ｃ と し た 。
６ ） 画 像 劣 化 の 際 の 色 相 バ ラ ン ス （ 以 下 退 色 バ ラ ン ス と 記 す ） に つ い て は ４ ） 、 ５ ） の 評
価 の 前 後 で gretag macbeth社 製 spectroeyeで Ｃ Ｉ Ｅ Ｌ ＊ ａ ＊ ｂ ＊ を 測 定 し た 。 暴 露 前 の 値
Ｌ ｉ

＊ ａ ｉ
＊ ｂ ｉ

＊ と 暴 露 後 の 値 Ｌ ｆ
＊ ａ ｆ

＊ ｂ ｆ
＊ か ら 下 記 式 か ら Δ Ｅ ａ ＊ ｂ ＊ を も と

め 、 以 下 の 基 準 で 評 価 を 行 っ た 。
Δ Ｅ ａ ＊ ｂ ＊ ＝ {（ ａ ｉ

＊ -ａ ｆ
＊ ） ２ +（ ｂ ｉ

＊ -ｂ ｆ
＊ ） ２ }１ / ２

[評 価 基 準 ]
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Ａ ： ４ ） 、 ５ ） の ど ち ら の 試 験 に お い て も Δ Ｅ ａ ＊ ｂ ＊ が ２ ０ よ り 小 さ い
Ｂ ： ４ ） 、 ５ ） の ど ち ら か 一 方 、 若 し く は 両 方 の 試 験 に お い て Δ Ｅ ａ ＊ ｂ ＊ が ２ ０ 以 上
７ ） ブ ロ ン ズ 評 価 に つ い て は 、 エ プ ソ ン （ 株 ） 製 写 真 用 紙 Ｃ Ｒ Ｉ Ｓ Ｐ Ｉ Ａ 〈 高 光 沢 〉 上 に
、 ２ ０ ℃ ４ ０ ％ Ｒ Ｈ 、 ３ ５ ℃ ６ ０ ％ Ｒ Ｈ 、 及 び ３ ５ ℃ ８ ０ ％ Ｒ Ｈ の ３ つ の 環 境 条 件 下 で 黒
ベ タ 画 像 を 印 刷 し 、 同 条 件 で １ 晩 放 置 後 、 目 視 に よ り ブ ロ ン ズ （ プ リ ン ト 表 面 の 金 属 光 沢
） の 評 価 を 以 下 の 基 準 で 行 っ た 。
［ 判 定 基 準 ］
Ａ ： ブ ロ ン ズ 光 沢 は 全 く 認 め ら れ な い
Ｂ ： ３ つ の 環 境 条 件 の う ち １ つ の 条 件 で 僅 か に ブ ロ ン ズ 光 沢 が 認 め ら れ る
Ｃ ： ３ つ の 環 境 条 件 の う ち ２ つ 以 上 の 条 件 で 僅 か に ブ ロ ン ズ 光 沢 が 認 め ら れ る 、 及 び １ つ
以 上 の 環 境 条 件 で 明 ら か に ブ ロ ン ズ 光 沢 が み と め ら れ る
８ ） ブ ラ ッ ク イ ン ク の 高 湿 下 に お け る 画 像 に じ み に つ い て は 、 Adobe Systems Incorporat
ed製 の 画 像 ソ フ ト Ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ ｓ ｈ ｏ ｐ を 使 用 し て 、 線 幅 が ０ ． ２ ｍ ｍ 、 線 の 間 隔 が ０ ． ２
ｍ ｍ の 格 子 の 画 像 を 作 成 し た 。 線 を 黒 色 （ Ｒ ： ０ 、 Ｇ ： ０ 、 Ｂ ： ０ ） 、 線 の 間 を 白 色 （ Ｒ
： 255、 Ｇ ： 255、 Ｂ ： 255） の 黒 /白 格 子 の 画 像 サ ン プ ル を 作 成 し 、 ２ ５ ℃ ９ ０ ％ Ｒ Ｈ の 条
件 下 ７ 日 間 保 存 後 の 画 像 に じ み を 目 視 に て 判 断 し た 。
　 格 子 間 の 白 地 部 分 に に じ み が 認 め ら れ な い も の を Ａ 、 格 子 の 線 の 太 り が 若 干 認 め ら れ る
も の を Ｂ 、 明 ら か に 黒 染 料 が 白 地 部 に に じ み 出 し た も の を Ｃ と し た 。
評 価 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ３ ３ ０ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ３ １ 】
　 一 般 式 （ Ｌ － １ ） の 化 合 物 の み で 作 製 し た ブ ラ ッ ク イ ン ク （ Ｂ － ８ 、 Ｂ － ９ 、 Ｂ － １ ０
） と 比 較 し て 、 一 般 式 （ Ｌ － １ ） に 加 え て 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ を 併 用 し た 本 発 明 の 黒 イ ン ク
組 成 物 で は 、 退 色 バ ラ ン ス を 悪 化 さ せ る こ と な く 、 黒 ベ タ 部 の 濃 度 が 高 く 、 ブ ロ ン ズ 光 沢
が 抑 制 さ れ る こ と が 判 明 し た 。 ま た 、 水 溶 性 長 波 染 料 Ｌ に 加 え て 水 溶 性 短 波 染 料 Ｓ を 使 用
す る こ と で 好 ま し い 黒 の 色 相 と な る 事 が 判 っ た 。
　 同 様 の 試 験 を 受 像 シ ー ト だ け を 変 え て 富 士 写 真 フ イ ル ム （ 株 ） 社 製 　 画 彩 〈 写 真 仕 上 げ
Ｐ ｒ ｏ 〉 、 富 士 写 真 フ イ ル ム （ 株 ） 製 画 彩 〈 写 真 仕 上 げ Ａ ｄ ｖ ａ ｎ ｃ ｅ 〉 Ｈ ｉ 厚 手 、 エ プ
ソ ン （ 株 ） 製 写 真 用 紙 Ｃ Ｒ Ｉ Ｓ Ｐ Ｉ Ａ 〈 高 光 沢 〉 、 エ プ ソ ン （ 株 ） 製 写 真 用 紙 〈 光 沢 〉 、
キ ャ ノ ン （ 株 ） 製 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル フ ォ ト ペ ー パ ー 、 キ ャ ノ ン （ 株 ） 製 ス ー パ ー フ ォ ト
ペ ー パ ー 、 コ ニ カ ミ ノ ル タ 製 Ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ ｌ ｉ ｋ ｅ Ｑ Ｐ 〈 写 真 画 質 〉 超 厚 手 を 用 い て 同 様 の
試 験 を 行 っ た が 、 表 ２ と ほ ぼ 同 様 の 結 果 が 得 ら れ た 。
【 ０ ３ ３ ２ 】
（ 実 施 例 ２ ）
　 〔 各 イ ン ク 組 成 物 の 調 製 〕
　 以 下 の 表 ３ 及 び 表 ４ に 示 し た 組 成 に 基 づ き 、 各 成 分 を 常 温 に お い て ３ ０ 分 間 攪 拌 し た 後
、 得 ら れ た 溶 液 を 目 開 き １ ． ０ μ ｍ の メ ン ブ ラ ン フ ィ ル タ ー を 用 い て 濾 過 す る こ と に よ り
各 イ ン ク 組 成 物 を 得 た 。 な お 表 ２ 、 ３ 中 に お い て 、 各 成 分 の 数 値 は イ ン ク 組 成 物 の 質 量 を
１ ０ ０ ％ と し た 場 合 の 各 成 分 の 重 量 ％ を 示 し 、 さ ら に 水 の 量 を 示 す 「 残 」 は 、 水 以 外 の 成
分 と あ わ せ て 合 計 １ ０ ０ ％ に な る 量 を 示 す 。
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【 ０ ３ ３ ３ 】
【 表 ３ 】
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【 ０ ３ ３ ４ 】
【 表 ４ 】
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【 ０ ３ ３ ５ 】
（ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － １ ） ：
【 ０ ３ ３ ６ 】
【 化 ８ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ３ ７ 】
（ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － ２ ） ：
【 ０ ３ ３ ８ 】
【 化 ８ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ３ ９ 】
（ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － ３ ） ：
【 ０ ３ ４ ０ 】
【 化 ８ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ４ １ 】
　 化 合 物 （ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － １ ） は 下 記 の 方 法 に よ っ て 合 成 す る こ と が で き る 。
（ １ ） 化 合 物 （ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － １ ｂ ） の 合 成 ：
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　 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム ２ ５ ． ５ ｇ お よ び イ オ ン 交 換 水 １ ５ ０ ｍ Ｌ を ４ ０ ℃ に 加 温 し 、 塩 化
シ ア ヌ ル （ 東 京 化 成 品 ） ２ ５ ． ０ ｇ を １ ０ 分 毎 に ５ 分 割 し て 添 加 し て １ 時 間 攪 拌 し た 。 そ
の 溶 液 を ヒ ド ラ ジ ン ５ ２ ． ８ ｍ Ｌ と イ オ ン 交 換 水 ４ ７ ｍ Ｌ の 混 液 （ ８ ℃ ） に 内 温 が １ ０ ℃
を 超 え な い よ う に 滴 下 し た 。 内 温 を ５ ０ ℃ ま で 昇 温 し 、 ３ ０ 分 攪 拌 し た 。 析 出 し た 結 晶 を
濾 過 し 、 ２ ３ ． ４ ｇ の 化 合 物 ｂ （ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － １ ｂ ） （ ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 ： ｍ ． ｐ ． ＞
３ ０ ０ ℃ ） を 得 た 。 収 率 は ９ ４ ． ７ ％ で あ っ た 。
【 ０ ３ ４ ２ 】
（ ２ ） 化 合 物 （ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － １ ｃ ） の 合 成 ：
　 化 合 物 （ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － １ ｂ ） （ ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 ） ３ ５ ． ０ ｇ を エ チ レ ン グ リ コ ー ル
４ ２ ０ ｍ Ｌ に 懸 濁 し 、 内 温 ５ ０ ℃ で 攪 拌 し た 。 濃 塩 酸 ５ ９ ｍ Ｌ 、 続 い て ピ バ ロ イ ル ア セ ト
ニ ト リ ル （ 東 京 化 成 品 ） ６ ０ ． １ ｇ を 添 加 し 、 ５ ０ ℃ で １ ０ 時 間 攪 拌 し た 。 濃 塩 酸 ９ ５ ｍ
Ｌ 、 メ タ ノ ー ル １ ４ ５ ｍ Ｌ を 追 添 し 、 更 に ８ 時 間 攪 拌 し た 。 室 温 ま で 冷 却 後 、 析 出 し た 結
晶 を 濾 別 し 、 化 合 物 ｃ （ ５ － ア ミ ノ ピ ラ ゾ ー ル 誘 導 体 ： ｍ ． ｐ ． ＝ ２ ３ ３ ～ ２ ３ ５ ℃ ） を
８ １ ． ６ ｇ を 得 た 。 収 率 は ９ ４ ． ２ ％ で あ っ た 。 １ Ｈ -Ｎ Ｍ Ｒ （ Ｄ Ｍ Ｓ Ｏ -ｄ ６ ） ， δ 値 Ｔ
Ｍ Ｓ 基 準 ： １ ． ２ ～ １ ． ３ （ １ ８ Ｈ ， ｓ ） ）
【 ０ ３ ４ ３ 】
（ ３ ） 化 合 物 （ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － １ ｅ ） の 合 成 ：
　 化 合 物 ｄ （ 東 京 化 成 品 ） ９ ０ ． ５ ７ ｇ を 、 Ｈ ２ Ｏ 　 ５ ０ ０ ｍ ｌ に 懸 濁 し て お き 、 １ ３ ０
ｍ ｌ の 濃 塩 酸 を 注 入 後 内 温 が ５ ℃ 以 下 に な る ま で 冷 却 し た 。 次 に 亜 硝 酸 ナ ト リ ウ ム ３ ６ ．
２ ３ ｇ と ７ ０ ｍ ｌ の 水 溶 液 を 内 温 ４ ～ ６ ℃ の 範 囲 で 滴 下 し 、 更 に 内 温 ５ ℃ 以 下 で ３ ０ 分 間
撹 拌 し た 。 次 に 、 １ ５ ９ ｇ の 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム と ６ ３ ６ ｍ ｌ の Ｈ ２ Ｏ を 内 温 ２ ０ ℃ 以 下 を
保 ち な が ら 注 入 し 、 更 に 内 温 ２ ５ ℃ で ２ ５ ０ ｍ ｌ の 濃 塩 酸 を 注 入 し 、 引 き 続 き 内 温 ９ ０ ℃
で １ 時 間 撹 拌 後 、 内 温 を 室 温 が 冷 却 後 ろ 過 、 ２ ０ ０ ｍ ｌ の 水 で 洗 浄 し 風 乾 後 ８ ０ ． ０ ｇ の
化 合 物 ｅ を 得 た 。
【 ０ ３ ４ ４ 】
（ ４ ） 化 合 物 （ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － １ ｆ ） の 合 成 ：
　 化 合 物 ｅ 　 ２ ３ ． ３ ｇ と ２ ０ ９ ｍ ｌ の エ タ ノ ー ル 懸 濁 液 に ト リ エ チ ル ア ミ ン ２ ８ ｍ ｌ を
室 温 で 滴 下 後 １ ２ ． ２ ｇ の エ ト キ シ メ チ レ ン マ ロ ノ ニ ト リ ル （ Ａ Ｌ Ｄ Ｒ Ｉ Ｃ Ｈ 品 ） を 分 割
添 加 し 、 ３ 時 間 還 流 し 室 温 ま で 冷 却 後 ろ 過 、 ４ ０ ０ ｍ ｌ の イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル で 洗 浄
し 乾 燥 後 ２ ３ ． ５ ７ ｇ の 化 合 物 ｆ を 得 た 。
【 ０ ３ ４ ５ 】
（ ５ ） 化 合 物 （ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － １ ） の 合 成 ：
　 内 温 ４ ℃ 以 下 で 硫 酸 ３ ２ ． ４ ｍ Ｌ に 酢 酸 １ ４ ５ ． ５ ６ ｍ Ｌ を 注 入 し 、 引 き 続 き 内 温 ７ ℃
以 下 で 撹 拌 し な が ら ４ ０ ％ ニ ト ロ シ ル 硫 酸 １ ５ ． ９ ｍ Ｌ （ Ａ Ｌ Ｄ Ｒ Ｉ Ｃ Ｈ 品 ） を 滴 下 し た
。
　 化 合 物 （ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － １ ｆ ） ３ ２ ． ４ ｇ を 分 割 添 加 し 、 内 温 １ ０ ℃ で 撹 拌 し な が ら 同
温 度 で ６ ０ 分 間 撹 拌 し た 後 、 尿 素 １ ． ８ ３ ｇ を 反 応 混 合 物 の 中 に 添 加 し た １ ８ ． ８ ｇ の 化
合 物 Ｃ を ４ ７ ０ ｍ ｌ の メ タ ノ ー ル に 懸 濁 し た 溶 液 へ 、 内 温 ＜ ０ ℃ で ジ ア ゾ ニ ウ ム 塩 を 滴 下
し 、 そ の ま ま 同 温 度 で ３ ０ 分 間 撹 拌 し た 後 、 反 応 液 の 内 温 を 室 温 ま で 昇 温 し た 後 、 ろ 過 、
メ タ ノ ー ル 洗 浄 及 び Ｈ ２ Ｏ 洗 浄 し て 、 粗 結 晶 を 得 た 。 引 き 続 き 粗 結 晶 を メ タ ノ ー ル ４ ０ ０
ｍ ｌ に 懸 濁 し て 、 一 時 間 還 流 下 で 撹 拌 後 、 室 温 ま で 冷 却 し 、 ろ 過 、 メ タ ノ ー ル 洗 浄 、 水 洗
浄 メ タ ノ ー ル 洗 浄 後 、 ７ ５ ℃ で 一 晩 乾 燥 し た 後 Ｄ Ｙ Ｅ － １ １ の 遊 離 酸 型 結 晶 ３ ４ ． ４ ｇ を
得 た 。 得 ら れ た 結 晶 を １ ０ ｗ ｔ ％ ａ ｑ （ ａ ｔ ２ ５ ℃ ： ｐ Ｈ ≒ ８ ． ３ ： Ｋ Ｏ Ｈ ａ ｑ 調 製 ） と
し た 後 、 内 温 ５ ０ ℃ で Ｉ Ｐ Ａ を 添 加 し て 晶 析 後 、 冷 却 、 ろ 過 、 Ｉ Ｐ Ａ 洗 浄 し て 、 乾 燥 後 ３
５ ｇ の （ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － １ ） （ カ リ ウ ム 塩 ） を 得 た 。
　 λ ｍ ａ ｘ ＝ ４ ３ ６ ． ４ ｎ ｍ （ Ｈ ２ Ｏ ） 、 ε ： ３ ． ５ ３ × １ ０ ４ （ ｄ ｍ ３ ． ｃ ｍ ／ ｍ ｏ ｌ
）
【 ０ ３ ４ ６ 】

10

20

30

40

(107) JP 2008-1881 A 2008.1.10



【 化 ８ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ４ ７ 】
（ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － ４ ） ：
【 ０ ３ ４ ８ 】
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【 化 ８ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ４ ９ 】
　 （ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － ５ ） ： Ｃ ． Ｉ ． ダ イ レ ク ト イ エ ロ － １ ３ ２
　 （ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － ６ ） ： Ｃ ． Ｉ ． ダ イ レ ク ト イ エ ロ － ８ ６
　 （ Ｙ Ｅ Ｌ Ｌ Ｏ Ｗ － ７ ） ： Ｃ ． Ｉ ． ダ イ レ ク ト イ エ ロ － ５ ８
【 ０ ３ ５ ０ 】
　 マ ゼ ン タ 染 料 と し て は 、 下 記 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － １ ） 、 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － ２ ） 、 （ Ｍ
Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － ３ ） 、 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － ４ ） 、 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － ５ ） を 用 い た 。
【 ０ ３ ５ １ 】
（ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － １ ） ：
【 ０ ３ ５ ２ 】
【 化 ９ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ５ ３ 】
（ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － ２ ） ：
【 ０ ３ ５ ４ 】
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【 化 ９ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ５ ５ 】
（ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － ３ ） ：
【 ０ ３ ５ ６ 】
【 化 ９ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ５ ７ 】
　 化 合 物 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － １ ） は 下 記 の 方 法 に よ っ て 合 成 す る こ と が で き る 。
（ １ ） 化 合 物 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － １ ａ ） の 合 成
　 ５ -ア ミ ノ -３ -tert-ブ チ ル -４ -シ ア ノ ピ ラ ゾ ー ル （ １ ） ２ ４ ． １ ｇ （ ０ ． １ ４ ７ ｍ ｏ ｌ
） 、 濃 塩 酸 ４ ５ ｍ ｌ 、 酢 酸 ３ ０ ｍ ｌ 、 プ ロ ピ オ ン 酸 ４ ５ ｍ ｌ を 内 温 ０ ℃ で 攪 拌 さ せ 、 水 ２
０ ｍ ｌ に 溶 解 さ せ た 亜 硝 酸 ナ ト リ ウ ム １ ０ ． １ ｇ （ ０ ． １ ４ ７ ｍ ｏ ｌ ） を １ ０ 分 間 で 滴 下
し た 。 そ の ま ま ３ ０ 分 間 攪 拌 さ せ た 。 カ プ ラ ー 成 分 （ ２ ） ８ ４ ． ７ ｇ （ ０ ． １ ４ ７ ｍ ｏ ｌ
） を メ タ ン ス ル ホ ン 酸 ２ ３ １ ｍ ｌ 、 酢 酸 １ ４ ７ ｍ ｌ 、 プ ロ ピ オ ン 酸 ２ ２ １ ｍ ｌ に 溶 解 さ せ
、 ０ ℃ で 攪 拌 し 、 上 記 ジ ア ゾ ニ ウ ム 塩 を ３ ０ 分 間 で 加 え た 。 ジ ア ゾ ニ ウ ム 塩 添 加 後 、 さ ら
に 反 応 液 を ３ ０ 分 攪 拌 さ せ た 後 、 水 ２ ２ ５ ０ ｍ ｌ に 氷 ７ ５ ０ ｇ を 添 加 し 攪 拌 さ せ た と こ ろ
へ 、 上 記 反 応 液 を 徐 々 に 加 え 、 析 出 し た 化 合 物 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － １ ａ ） を 吸 引 濾 過 し 単
離 し た 。 収 量 ７ ３ ． ８ ｇ 、 収 率 ８ ５ ％ 。
【 ０ ３ ５ ８ 】
（ ２ ） 化 合 物 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － １ ｂ ） の 合 成
　 化 合 物 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － １ ａ ） ２ １ ｇ （ ３ ５ ． ５ ｍ ｍ ｏ ｌ ） に ヘ テ リ ル 化 剤 （ ３ ） ２
６ ． ６ ｇ （ １ ５ ７ ｍ ｍ ｏ ｌ ） 、 炭 酸 カ リ ウ ム ２ １ ． ７ ｇ 、 Ｄ Ｍ Ｓ Ｏ １ ４ ７ ｍ ｌ を 加 え 、 窒
素 バ ブ リ ン グ さ せ な が ら 内 温 ９ ２ ℃ で ４ 時 間 加 熱 攪 拌 さ せ た 。 攪 拌 終 了 後 、 室 温 ま で 冷 却
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し 、 反 応 系 か ら 析 出 し た 化 合 物 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － １ ｂ ） を 吸 引 濾 過 に て 単 離 し た 。 さ ら
に こ の 粗 結 晶 を 水 ３ Ｌ 中 で 分 散 さ せ 、 過 剰 の 炭 酸 カ リ ウ ム を 溶 解 さ せ 、 吸 引 ろ 過 し て 目 的
化 合 物 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － １ ｂ ） を 得 た 。 収 量 ２ ０ ． ０ ｇ 、 収 率 ６ ３ ． ５ ％ 。 λ max＝ ５
５ ８ nm（ DMF溶 液 ） 。
ｍ ／ Z（ POSI） =８ ５ ８ 。
【 ０ ３ ５ ９ 】
（ ３ ） 化 合 物 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － １ ） の 合 成
　 化 合 物 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － １ ｂ ） ２ ｇ （ ２ ． ３ ３ ｍ ｍ ｏ ｌ ） を 東 京 化 成 製 ス ル ホ ラ ン ７
ｇ に 分 散 さ せ 、 内 温 １ ５ ℃ で 日 曹 サ ル フ ァ ン （ 三 酸 化 硫 黄 ） １ ． ７ ｇ を 滴 下 し た 。 滴 下 終
了 後 、 内 温 ７ ０ ℃ で ２ 時 間 反 応 さ せ た 。 反 応 終 了 後 、 反 応 液 を ２ ０ ℃ に 冷 却 し 、 水 ２ ｍ ｌ
を 滴 下 さ せ た 。 内 温 ５ ℃ に 冷 却 し 、 ２ ５ ｗ ｔ ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 を ３ ． ３ ｍ ｌ 滴 下
、 さ ら に ソ デ ィ ウ ム メ ト キ シ ド ２ ８ ｗ ｔ ％ メ タ ノ ー ル 溶 液 を ０ ． ８ ｍ ｌ 滴 下 さ せ た 。 さ ら
に メ タ ノ ー ル を ４ ｍ ｌ 滴 下 し 、 析 出 し た 無 機 塩 を ろ 過 し 、 ２ ｍ ｌ の メ タ ノ ー ル で 共 洗 い し
た 。 こ の ろ 液 に 酢 酸 カ リ ウ ム ２ ｇ 、 メ タ ノ ー ル ５ ． ６ ｍ ｌ を 添 加 し 、 さ ら に エ タ ノ ー ル ２
２ ， ５ ｍ ｌ を 添 加 し て 、 染 料 を 晶 析 さ せ 、 吸 引 ろ 過 お よ び エ タ ノ ー ル に よ る 洗 浄 を 行 っ て
、 粗 結 晶 の 化 合 物 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － １ ） を 得 た 。 上 記 無 機 塩 を 含 む 粗 結 晶 は 、 フ ァ ル マ
シ ア 製 セ フ ァ デ ッ ク ス Ｌ Ｈ － ２ ０ ゲ ル ク ロ マ ト フ ラ フ ィ ー （ 溶 離 液 、 水 ／ メ タ ノ ー ル ＝ １
： １ （ ｖ ／ ｖ ） ） で 脱 塩 精 製 し 、 化 合 物 Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － １ を 得 た 。 得 量 ２ ｇ 、 収 率 ６ ６
％ 。
λ ｍ ａ ｘ （ Ｄ Ｍ Ｓ Ｏ ） ＝ ５ ６ ７ ． １ ｎ ｍ 、 ε ＝ ４ ６ ９ ０ ０
【 ０ ３ ６ ０ 】
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【 化 ９ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 ０ ３ ６ １ 】
　 同 様 の 合 成 方 法 に よ っ て 化 合 物 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － ２ ） 、 化 合 物 （ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － ３
） の 化 合 物 も 合 成 で き た 。
【 ０ ３ ６ ２ 】
（ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － ４ ） ：
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【 ０ ３ ６ ３ 】
【 化 ９ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ６ ４ 】
（ Ｍ Ａ Ｇ Ｅ Ｎ Ｔ Ａ － ５ ） ：
【 ０ ３ ６ ５ 】
【 化 ９ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ６ ６ 】
　 表 １ 及 び 表 ２ 中 、 シ ア ン 染 料 と し て は 、 下 記 （ Ｃ Ｙ Ａ Ｎ － １ ） 、 （ Ｃ Ｙ Ａ Ｎ － ２ ） 、 （
Ｃ Ｙ Ａ Ｎ － ３ ） 、 （ Ｃ Ｙ Ａ Ｎ － ４ ） 及 び （ Ｃ Ｙ Ａ Ｎ － ５ ） で 表 さ れ る 化 合 物 を 用 い た 。 　
【 ０ ３ ６ ７ 】
（ Ｃ Ｙ Ａ Ｎ － １ ） ：
【 ０ ３ ６ ８ 】
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【 化 ９ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ６ ９ 】
（ Ｃ Ｙ Ａ Ｎ － ２ ） ：
【 ０ ３ ７ ０ 】
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【 化 ９ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ７ １ 】
（ Ｃ Ｙ Ａ Ｎ － ３ ） ：
【 ０ ３ ７ ２ 】
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【 化 ９ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ７ ３ 】
（ Ｃ Ｙ Ａ Ｎ － ４ ） ：
【 ０ ３ ７ ４ 】
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【 化 ９ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 ０ ３ ７ ５ 】
　 （ Ｃ Ｙ Ａ Ｎ － ５ ） ； Ｃ ． Ｉ ． ダ イ レ ク ト ブ ル ー １ ９ ９ を 用 い た 。
【 ０ ３ ７ ６ 】
　 次 に 調 製 し た 各 イ ン ク 組 成 物 を 用 い て 表 ５ に 示 す 組 み 合 わ せ で イ ン ク セ ッ ト １ ～ １ ０ の
各 イ ン ク セ ッ ト を 作 成 し た 。
【 ０ ３ ７ ７ 】

10

20

30

40

50

(117) JP 2008-1881 A 2008.1.10



【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ７ ８ 】
　 こ れ ら の イ ン ク を セ イ コ ー エ プ ソ ン 株 式 会 社 製 イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ  Ｐ Ｍ Ｇ ８ ２ ０
の 各 々 対 応 す る イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ に 充 填 し た 。 イ ン ク セ ッ ト ６ で は ブ ラ ッ ク イ ン ク 以 外
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は Ｐ Ｍ Ｇ ８ ２ ０ 用 の 純 正 イ ン ク を そ の ま ま 使 用 し 、 イ ン ク セ ッ ト ７ で は キ ャ ノ ン 株 式 会 社
製 の イ ン ク で あ る Ｂ Ｃ Ｉ -7の 各 色 の イ ン ク を 抜 き 取 り 、 各 々 対 応 す る Ｐ Ｍ Ｇ 800用 イ ン ク
カ ー ト リ ッ ジ に 充 填 し た 。 こ れ ら の イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ を Ｐ Ｍ Ｇ ８ ０ ０ に 装 填 し 、 印 画 を
行 っ た 。
【 ０ ３ ７ ９ 】
（ 評 価 ）
１ ） 画 像 保 存 性 に つ い て は 、 Adobe Systems Incorporated製 の 画 像 ソ フ ト Ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ ｓ ｈ
ｏ ｐ を 使 用 し て Ｒ ： ０ 、 Ｇ ： ０ 、 Ｂ ： ０ の 黒 色 ベ タ 画 像 を 作 成 し 、 黒 ベ タ 画 像 の 印 画 を 行
っ た 。 そ の 画 像 を 使 用 し て 以 下 ２ ） ～ ３ ） の 評 価 を 行 っ た 。 画 像 保 存 性 の 評 価 は 、 階 段 状
パ タ ー ン の 濃 度 を 、 ス テ ー タ ス Ａ フ ィ ル タ ー を 搭 載 し た X-rite 310濃 度 測 定 機 を 用 い て 測
定 し 、 濃 度 変 化 を 測 定 す る こ と に よ り 行 っ た 。
２ ） 耐 光 性
　 光 堅 牢 性 は 、 印 字 直 後 の 前 記 濃 度 （ D B 、 D G 、 D R ） Ciを X-rite 310を 用 い て 測 定 し た 後 、
ア ト ラ ス 社 製 ウ ェ ザ ー メ ー タ ー を 用 い 画 像 に キ セ ノ ン 光 （ ８ 万 ５ 千 ル ッ ク ス ） を １ ０ 日 照
射 し た 。 そ の 後 再 び 濃 度 Cfを 測 定 し 染 料 残 存 率 Cf/Ci× 100を 求 め 評 価 を 行 っ た 。
　 染 料 残 像 率 が D B 、 D G 、 D R す べ て に お い て ８ ０ ％ 以 上 の 場 合 を Ａ 、 一 部 で も ７ ０ ～ ８ ０ ％
と な っ た 場 合 を Ｂ 、 一 部 で も ７ ０ ％ 未 満 と な っ た 場 合 を Ｃ と し た 。
３ ） 耐 オ ゾ ン 性
　 耐 オ ゾ ン 性 は 、 印 字 直 後 の 前 記 濃 度 （ D B 、 D G 、 D R ） Ciを X-rite 310を 用 い て 測 定 し た 後
、 オ ゾ ン ガ ス 濃 度 が ５ ｐ ｐ ｍ に 設 定 さ れ た ボ ッ ク ス 内 で １ ７ ０ 時 間 オ ゾ ン ガ ス に 暴 露 し た
。 そ の 後 再 び 濃 度 Cfを 測 定 し 染 料 残 存 率 Cf/Ci× 100を 求 め 評 価 を 行 っ た 。
　 ボ ッ ク ス 内 の オ ゾ ン ガ ス 濃 度 は 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｌ Ｉ Ｃ Ｓ 製 オ ゾ ン ガ ス モ ニ タ （ モ デ ル ： Ｏ Ｚ Ｇ
－ Ｅ Ｍ － ０ １ ） を 用 い て 設 定 し た 。
　 染 料 残 像 率 が D B 、 D G 、 D R す べ て に お い て ８ ０ ％ 以 上 の 場 合 を Ａ 、 一 部 で も ７ ０ ～ ８ ０ ％
と な っ た 場 合 を Ｂ 、 一 部 で も ７ ０ ％ 未 満 と な っ た 場 合 を Ｃ と し た 。
４ ） ブ ラ ッ ク イ ン ク の 高 湿 下 に お け る 画 像 に じ み に つ い て は 、 実 施 例 １ で 作 成 し た 黒 /白
格 子 画 像 と 、 そ の 画 像 の 白 部 を マ ゼ ン タ の Ｏ Ｄ ＝ １ ． ０ と な る よ う に 作 成 し た 黒 /マ ゼ ン
タ 格 子 画 像 、 同 様 に 白 部 を シ ア ン の Ｏ Ｄ ＝ １ ． ０ と な る よ う に 作 成 し た 黒 /シ ア ン 格 子 画
像 と を 作 成 し 、 そ れ ぞ れ の 画 像 サ ン プ ル を 作 成 し た 。 そ の 画 像 サ ン プ ル を 用 い て ２ ５ ℃ ９
０ ％ Ｒ Ｈ の 条 件 下 ７ 日 間 保 存 後 の 画 像 に じ み を 目 視 に て 判 断 し た 。
　 格 子 の 間 隔 の 部 分 に に じ み が 認 め ら れ な い も の を Ａ 、 色 補 正 染 料 の 色 相 が 若 干 認 め ら れ
る も の を Ｂ 、 明 ら か に 色 補 正 染 料 が 白 地 部 に に じ み 出 し た も の を Ｃ と し た 。
５ ） ブ ロ ン ズ 評 価 に つ い て は 、 得 ら れ た 印 刷 物 を 、 光 沢 度 計 （ Ｐ Ｇ － １ Ｍ 、 日 本 電 色 工 業
株 式 会 社 製 ） を 用 い て 測 定 し （ 測 定 角 度 ６ ０ 度 ） 、 光 沢 度 を 求 め た 。 印 字 は 、 ２ ０ ℃ ４ ０
％ Ｒ Ｈ と ３ ５ ℃ ６ ０ ％ Ｒ Ｈ の ２ つ の 環 境 下 で 行 っ た 。 得 ら れ た 光 沢 度 と 以 下 の 式 に 基 づ い
て 計 算 し た 上 昇 値 を ブ ロ ン ズ 現 象 発 生 の 程 度 を 判 定 す る 基 準 と し 、 以 下 の 判 定 基 準 に 基 づ
い て 判 定 を 行 っ た 。
上 昇 値 ＝ 光 沢 度 （ 印 刷 物 ） － 光 沢 度 （ 記 録 媒 体 ）
［ 判 定 基 準 ］
評 価 Ａ ： １ ５ 未 満
評 価 Ｂ ： １ ５ 以 上 ３ ５ 未 満
評 価 Ｃ ： ３ ５ 以 上 ５ ５ 未 満
評 価 Ｄ ： ５ ５ 以 上
　 評 価 結 果 を 表 ６ に 示 す 。
【 ０ ３ ８ ０ 】
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【 表 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ３ ８ １ 】
　 本 発 明 の 黒 イ ン ク 組 成 物 を 使 用 し た イ ン ク セ ッ ト で は 、 ブ ラ ッ ク イ ン ク の ほ か に イ エ ロ
ー 、 マ ゼ ン タ 、 シ ア ン も 打 滴 さ れ る カ ラ ー 印 画 の 黒 ベ タ 部 に お い て も 耐 光 性 、 耐 オ ゾ ン 性
や ブ ロ ン ズ 、 画 像 に じ み を 悪 化 さ せ る こ と な く 、 高 濃 度 の 黒 印 字 物 を 得 る こ と が 出 来 る 。
　 同 様 の 試 験 を 受 像 シ ー ト だ け を 変 え て 、 富 士 写 真 フ イ ル ム （ 株 ） 製 画 彩 〈 写 真 仕 上 げ Ａ
ｄ ｖ ａ ｎ ｃ ｅ 〉 Ｈ ｉ 厚 手 、 富 士 写 真 フ イ ル ム （ 株 ） 製 　 画 彩 〈 写 真 仕 上 げ Ｐ ｒ ｏ 〉 、 エ プ
ソ ン （ 株 ） 製 写 真 用 紙 Ｃ Ｒ Ｉ Ｓ Ｐ Ｉ Ａ 〈 高 光 沢 〉 、 エ プ ソ ン （ 株 ） 製 写 真 用 紙 〈 光 沢 〉 、
キ ャ ノ ン （ 株 ） 製 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル フ ォ ト ペ ー パ ー 、 キ ャ ノ ン （ 株 ） 製 ス ー パ ー フ ォ ト
ペ ー パ ー 、 コ ニ カ ミ ノ ル タ 製 Ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ ｌ ｉ ｋ ｅ Ｑ Ｐ 〈 写 真 画 質 〉 超 厚 手 を 用 い て 同 様 の
試 験 を 行 っ た が 、 表 ６ と ほ ぼ 同 様 の 結 果 が 得 ら れ た 。
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